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今夜、上司と恋します
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第一章　いわゆる、










ふたりの関係




　ウィーン、カタン、ウィーン、カタン。

　コピー機の鳴る音を聞きながら、私は少し温かさの残る、出てきたばかりの紙を手に取る。次の会議に使う書類をコピーしているところだ。

　部長、課長、私を含めて社内で必要なのは、八部。それから、取引先に渡す分が五部で、計十三部。その紙の束を、コピー機の横にある長机に並べて置いた。枚数とページを確認しながらまとめていく。

　我が社は、若い世代をターゲットにした洋服を作っている。ブランドは複数あり、私のいる部署は特に十代に人気のレディース商品を扱っている。他にも二十代をターゲットにしたブランドや、メンズブランドもある。

　私、坂さか本もと 蛍けいの仕事は、ＭＤ。つまり、マーチャンダイザー。商品企画をはじめ、販売管理や予算、店頭での売れ行きを見ての戦略考案などを担当している。

　今コピーした書類は、各店舗から送られてくる予算や売り上げをまとめたもの。これを元に、店舗ごとの売り方をエリアマネージャーや店長たちと話し合うのだ。

　地味で大変な仕事ではあるけれど、この仕事に私はやりがいを感じている。

　その時、背後から「課長お疲れ様です」と言う女性社員の声が聞こえた。振り返り、その人物を確認する。

　佐さ久く間まさんだった。

　佐久間さんは私の直属の上司で、現在三十四歳。

　黒い短髪。整えられた眉の下にある鋭い瞳。いつもピシッとしたシワひとつないスーツを着ていて、シルバーのネクタイピンが今日も胸元で光っている。

　佐久間さんが笑うところを私はあまり見たことがなく、『冷たい』『怖い』といった印象を持っていた。

　しかし、意外にも他の女子社員たちにはそこが魅力的に映るらしい。彼女たち曰いわく、『クールでなにを考えているか分からないミステリアスな部分がカッコいい』のだそうだ。とはいえ、気軽に佐久間さんに話しかけることはできないらしく、裏で盛り上がるのが精いっぱい。だから、実は佐久間さんには隠れファンが多い。

　書類を手にしながら佐久間さんをボーッと見つめていると、ふいに彼の陰から永なが戸とさんが姿を現した。

　永戸さんは、二十二歳の女性社員。高校卒業後、店頭販売員として働き、店長経験を経て、今年同じ部署に異動してきた。

　店頭販売員をしていた時は、メイクも髪型も派手だったが、今はだいぶ落ち着いた。白のコットンワンピースに、淡いグリーンのカーディガンを肩にかけている。肩にかかるぐらいの長さの髪の毛をゆるく巻き、後ろでひとつに束ねていた。

　異動してきて数ヶ月、一緒に働いているけれど、彼女はいつ見ても完璧だった。ファッションもヘアもメイクも、なにひとつ手を抜くことがない。

　並んで歩くふたりは、営業から戻ってきたばかりなのだろう。

　永戸さんは、営業で店舗にもよく足を運ぶ佐久間さんとは店頭販売員時代から顔見知りだった。それを知っていた部長が教育係を佐久間さんに任せたのだ。そのうち、佐久間さんの営業パートナー＝永戸さんという認識が社内でも定着した。

　私はふたりから視線を外し、ジャケットのポケットから携帯を取り出すと、受信メールを確認した。

【今日の夜、空いているか】

　今朝届いたこの簡潔なメールに、私も【おはようございます。大丈夫です。】と、これまた簡潔に返信した。

　送り主は、佐久間さん。

　私と佐久間さんは会社でほとんど話をしない。挨拶と、仕事についてひと言ふた言、言葉を交わすぐらいだ。

　そんな私と佐久間さんが、こうして密かにメールのやり取りをしていることは誰も知らない。むしろ、こんな関係になったことに一番驚いているのは自分自身なのだ。




「蛍」

　佐久間さんとの密会場所は、ラブホテル。

　彼はベッドの上でのみ、私を下の名前で優しく呼ぶ。

　今日もいつものように行為に及んだあと、余韻に浸ることなく私は立ち上がった。そして、佐久間さんへ声をかける。

「佐久間さん、お風呂に入ってきますね」

「ああ」

　素っ気ない態度で返事をする彼に、特に苛立つことはない。これが彼の通常だから。それに、私自身も彼に対して素っ気ない。

　そう、私と佐久間さんは恋人同士ではない。いわゆる〝セフレ〟だ。体だけの関係である私たちが愛を語り合うことはない。スッピンを見られるのも、抵抗があったのは最初だけで、今では余裕でさらけ出せる。彼も、眉毛が半分ない私に引くことはなく、普通の態度で接してくれる。

　いや、違うな。おそらく、興味がないだけ。私がスッピンでいようがメイクをしてようが、彼にしてみればどっちでもいいことなのだろう。自分が抱きたい時に抱ける相手がいれば、それでいいのだ。

　とはいえ、佐久間さんにも好みはあるだろうから、何度もこの関係を続けているということは、少なからず私を嫌いなわけではないのだろう。

　シャワーを浴びながら、そんなことをぼんやりと考える。

　女というのは、体を交えた相手に恋愛感情を抱くことが多い。だけど、私に限ってそんなことはない。

　十代の頃ならあったかもしれないけれど、もう私は今年で二十八歳になる。結婚を意識する年代だからこそ、誰かと交際することをとてつもなく面倒だと思っているのだ。

　なぜなら私は、とにかく男運が悪い。ざっくり歴代彼氏の説明をすると、浮気性なんて当たり前。ＤＶもあったし、束縛が激しくてストーカーまがいになった男もいた。

　別れるたびに学習しているつもりではあるのに、毎度トラブルになって、別れた時にはヘトヘトになっていることもしばしばだ。

　だから、この前の彼と出逢った時は本当にこれが最後の恋だと思っていた。

　でも、彼と結婚できたらいいなと未来予想図を描いていたのは私だけで、彼は違っていた。彼の休日に予定が入ることが増え、三日に一度は会っていたのが一週間に一度、一ヶ月に一度となっていき、次第に彼の心が離れていっていることを感じていた。

　だから、『他に好きな人がいる』と別れを告げられた時、ショックよりも『ああ、やっぱりか』という気持ちが先行した。

　彼の前では冷静を装い、物分かりのいい女性を演じた私だったけれど、実際、心の中はボロボロだった。崩れ落ちそうで崩れ落ちない、ギリギリのラインに立っていた。

　その私にトドメを刺したのが、翌日その彼と女性が一緒に歩いている光景を目撃した時だ。

　仲睦まじく歩くふたり。そして、女性のお腹は膨らんでいた。

　要するに、浮気相手は私のほうだったのだ。

　すべてを察した私は、家に帰宅してから、わんわんと泣いた。

　どんなに冷静を装っていても、私は彼が好きだった。結婚したいと本気で思っていた。ただ、未練がましくすがりつくような、みっともない真似はしたくなかっただけだ。そんなことをしても、彼の気持ちは離れていくだけだと思ったから。だけど、そんなことをしなくても、もともと彼の気持ちは私にはなかった。私はそれに気づくのが遅かったのだ。

　散々泣いたあと、私はもう恋をしないほうがいいと決意した。

　そして彼を吹っ切るために、私は週末、ひとりで居酒屋に行った。ヤケ酒なんてカッコ悪いと思ったけれど、元彼の残り香のある部屋にひとりでいるのはつらかった。

　敢えて居酒屋を選んだのは、騒がしい場所なら気が紛れると思ったから。静かな場所だと悲しみに呑のみ込まれてしまいそうになる。酔っ払いの笑い声や、店員の元気な声が、私はひとりじゃないと思わせてくれた。

　そして、その居酒屋で出会ったのが佐久間さんだった。

『坂本か？』

　そう声をかけられて、かなり驚いたのを覚えている。

　どうやら佐久間さんもひとりで飲みに来ていたらしい。

　会社ではプライベートな会話をしたことがなかったけれど、いざ話してみると、お酒を飲んでいることも手伝ってか、意外と話が弾んだ。

　そしてお酒がすすんだ私はいい感じに酔っ払ってしまい、つい元彼のことを愚痴ってしまった。さすがに二股の相手だったことは言えなかったけれど。

　再び元彼のことを思い出してしまった私は、どうしてもそのまま自宅に帰りたくなくなり、佐久間さんを引き止めてしまった。

　断られると思ったけれど、佐久間さんはそんな私を受け入れてくれた。

　酔いが冷めた時、『やってしまった』と後悔した。相手は、会社の上司。こんな関係になって、今後の仕事に支障が出るのではないかと思った。

　しかし、それは私の取り越し苦労だった。翌日になっても、佐久間さんの態度は変わらなかった。だから、私もなにもなかったように振る舞った。

　それなのに、初めてベッドを共にした三日後、佐久間さんから突然メールが届いたのだ。

　お互いに電話番号は知っていたけれど、メールアドレスは知らなかったから、かなり驚いた。どうやら、記憶にはないけれど、酔っ払った時に交換していたらしい。

【今日の夜、空いているか】

　そんなメールだった。

　断ってもよかったのに、つい【空いてます】と返信してしまったのは、寂しさからだった。

　元彼の浮気は、想像以上に後を引いていたようだ。

　佐久間さんの大きくて温かい手は、体だけでなく私の心をも癒してくれた。

　以来、佐久間さんとは一週間～二週間に一度くらいのペースで会うようになった。

　決まって連絡をくれるのは佐久間さん。私から誘うことはない。上司という理由だけではなく、忙しくしている佐久間さんを誘うのは気が引けた。それなら、佐久間さんの気まぐれに付き合うぐらいが、ちょうどいい。

　シャワーで体を流した私は、バスタオルを巻いたまま部屋へと戻る。

　そこには、既に衣服に着替えた佐久間さんがタバコを燻くゆらせていた。さっきの行為のせいで、いつもパリッとしているシャツにはシワが寄っている。

　彼の乱れる姿を知っているのは、きっと会社で私だけ。佐久間さんの浮いた話なんて聞いたことはないから。

　隠れファンの多い彼と関係を持つ私は、他の女性社員よりも彼に近い。

　そんなふうに思う感情は、少しだけ優越感に似ている。

「佐久間さん、いつもタバコを吸う時、眉間にシワが寄ってますよね」

　私はクスクスと笑いながら、ベッド脇に落ちていた衣類を拾い、袖を通す。

　佐久間さんは、こうして衣類が乱雑に落ちていても拾ってくれたりはしない。

　自分がきちんとハンガーにかければいいだけの話ではあるけれど、ここに来るとどうしても気持ちが逸はやってしまうのだ。

　それは佐久間さんも同様だった。

　血に飢えた獣のように、お互いを求め合う私たち。

　佐久間さんはきっと、体を求めて。私は……癒しを求めてだろうか。本当のところは、自分でもよく分からない。

「クセ、みたいなもんだ」

「クセですか」

　タバコを吸う時にそんなしかめっ面をするなら吸わなきゃいいのに、と非喫煙者の私は思ってしまうけれど。

「クセと言えば、坂本は俺を欲しがる時はいつも目が涙目になってる」

「っ！」

　シャツのボタンを留めていた手が止まる。目を見開いて彼を見れば、そんな私を見てクスクスとおかしそうに笑っていた。

「へ、変態！」

「あはは」

　声を上げて笑う佐久間さんをにらみつけたあと、恥ずかしさを隠すようにぷいっと顔を背ける。そしてシャツのボタンを留め、ジャケットを羽織ろうとした時……。

　私の腕がぐいっと引かれた。

「佐久間さんっ？」

　動揺で、少しだけ声が震える。すぐに顔を上げようとしたけれど、それは耳元で発せられた言葉によってストップした。

「坂本は、他の男の時もそうなのか？」

　この発言はどういう意味だろうか。

　私は彼の問いになにも答えられず、視線を伏せた。

「少しだけ妬けるな」

　佐久間さんはそう言うと、腕を掴つかんだ手とは反対の手で私の顎に手を置き、くいっと上に持ち上げた。

　私と佐久間さんの視線が絡まる。近づく顔に、自然と目を閉じる。

　そのキスは、タバコの味がした。

「さ、行くか」

「え？　あ、はい」

　唇が離れると、彼は極上の笑みだけをその顔に乗せて、素っ気なく言った。

　今のキスの理由も、さっきの言葉の意味も分からない。ただの独占欲？　好きとか、そういうことではなくて、〝俺の抱いている女〟が、他の男に抱かれるのが嫌なだけ。男の闘争本能みたいなものだろう。

　なぜなら彼は、行為の時以外は私のことを『坂本』と呼ぶ。彼の口から『蛍』と甘い口調で紡がれるのは、あの行為の時だけだ。

〝ほたる〟ならまだかわいいのに、〝けい〟なんて男の子みたいな名前。私は、自分の名前が昔からあまり好きじゃなかった。

　だけど、佐久間さんに呼ばれるその時だけは、かわいくもない自分の名前を好きだと思えた。行為の最中に呼ばれると、女性として意識してもらえているように思えるからだ。

「じゃあ、また会社で」

「はい、いつもありがとうございます」

　ラブホテルを出たあとの定型文になってしまった別れの会話をかわしたあと、佐久間さんは私だけをタクシーに乗り込ませた。そして運転手にお金を渡す。

「気をつけて」

　そう言いながら薄く微笑む彼に、軽く手を振った。

　佐久間さんは一緒にタクシーに乗らないけど、いつもどうやって帰っているんだろう。

　私は、彼のプライベートについて本当になにも知らない。

　関係を持つまでに知っていたことといえば、年齢に、役職、仕事ぶりぐらいなもので、いつもセンスのいいネクタイと上質に仕立てられたスーツを身につけているから、素敵な彼女でもいるのだろうと思っていたほどだ。

　実際には、彼女はいないらしい。修羅場は経験したくないので、佐久間さんに問い質したところ、本人がそう言っていたからホッとした。

　また二股相手になるのはごめんだ。

　だけど、佐久間さんの女性関係について、私が知っているのはそこまで。元カノの存在や、どんなタイプが好きなのか、聞いたこともない。

　そして、彼と関係を持って分かったことといえば……。

　脱いだら妙に色気があるとか、意外と筋肉質なところとか。普段は素っ気ないけど、優しく抱くんだな、とか。私を抱いたあとは、タバコを必ず二本吸うこととか。

　ベッドの上での彼の情報ばかりが増えていく。

　彼と会うのは、決まってラブホテル。ホテルへ行く前に食事をしたことも何度かあるけれど、大抵はホテルへ直行するのが私たちのスタイルだ。

　会社の誰かと偶然会ってしまい、誤解されたり噂うわさされたりするのが面倒だから、このスタイルにいっさい不満はない。

　でも、たまに思う。これはいつまで続くんだろうか、と。

　きっと、どちらかに恋人ができたら自然と終わってしまうのだろうけど、そうでなければ、終わらせる方法を私は知らない。

　今の私には、心地いい彼の手を手放せる気がしない。『蛍』と呼ぶあの声を聞けなくなることを惜しいと思ってしまっているのだ。










友達で親友




　佐久間さんと夜を共にしてから、一週間以上が過ぎた。

　会社が休みの日曜日。私は親友の美み沙さ都とと会う約束をしていた。

「いやあ、蛍って本当に男運が悪いよね」

　美沙都は、ミルクティーをストローで飲みながら、ため息をつく。

「別に。佐久間さんとは付き合ってるわけじゃ……」

「付き合ってなくても、そんな都合のいい女に成り下がってる時点でダメでしょ」

「うぐ」

　こうもハッキリと正論をかまされたら、ぐうの音も出ない。

　でも合意の上だし、私自身も欲求ってものがあるし……。それに、あの手は手放せない。

　美沙都から視線を逸らしながら、心の中で言い訳をする。

　会社の同僚には秘密にしているから、私には美沙都ぐらいしか佐久間さんとのことを相談する相手がいない。

　私と美沙都は、中学からの付き合い。転校生だった美沙都に私が最初に話しかけたのがきっかけで仲よくなった。以来、私たちは社会人になっても、こうして連絡を取り合ってはお互いの近況報告をし合っている。

　だから美沙都は、私の男運の悪さをもっともよく知っているのだ。

「まあ、蛍の場合、そうなっちゃうのも分からなくはないけどね。でも、結婚願望がなくなったわけじゃないでしょ？」

「……まあ、人並みにはあるけど」

　既に会社でチヤホヤされる年齢ではないし、それなりに後輩もいる。その後輩たちが寿退社する様さまを、私は何度も目にしてきた。

　もちろん、いつも祝福しているし、羨ましくもあるけれど、自分が結婚するとなれば話は別だ。出会いから交際に発展させ、結婚にまで至ることがこんなにも難しいとは思っていなかった。

　だから、お互いに踏み込まない佐久間さんとの今の距離感は、実はとても気楽だったりする。彼は行為以上のことを強要しないから。

「そういう美沙都はどうなのよ、涼りょうくんと」

　自分の話題を変えるように、私は美沙都に話を振った。

「いやー、普通。ぼちぼち」

　そう言いながら、彼女は指輪をはめている左手をちらつかせている。確信犯だ。

「……嘘うそつけい。さっきから見えてるからね、それ」

「でへへ」

「その笑い、気持ち悪いわ」

　口を尖とがらせながら言うと、美沙都はさらに声を上げて笑った。その左手薬指には婚約指輪が光っている。

　やっとプロポーズされたんだ。

　涼くんは、美沙都の大学仲間だ。出会ってすぐに付き合い始め、社会人になってからは同どう棲せいをスタート。それから六年の月日を経て、ついにプロポーズをされるなんて、私にとってはすごく理想的な流れだ。

　涼くんには何度も会ったことがあるけれど、とても気さくで優しい人だ。誠実で真面目だから、浮気の心配もなく、一緒に遊んでいても美沙都が大事にされているのがよく分かった。

　幸せそうな美沙都が羨ましくて、そんな恋愛を私もしたいと思っていた。

　でも、どうやら私には無理みたいだから、諦めるのが精神衛生上、一番いい。

「本当におめでとう。結婚式の日取りが決まったら教えてよね」

「当たり前でしょ。蛍には友人代表としてスピーチをしてもらうんだから」

　ふふんっと鼻を鳴らしながら、美沙都が言う。

「するする。涙ながらに話すわ」

「あはは。泣きながらとか想像できるし」

　美沙都は和風美人って感じだから、ウエディングドレスより白しろ無む垢くのほうが似合いそう。おしろいに真っ赤な口紅をつけた姿とか、きっとキレイだろうなあ。絶対、涼くん惚ほれ直すよ。結婚式、すごく楽しみだな。

　美沙都の花嫁姿を想像しながら顔をゆるませる私に、美沙都は今度は難しい顔をして口を開く。

「結婚式の話はまた後日。いーい？　話を戻すよ。蛍がいいなら、いいけどさ。そんな関係、続けてても絶対いいことなんてないよ。もしも蛍がその課長さんを好きになっちゃったらどうするの」

　眉間にシワを寄せたまま言う美沙都に、私はキョトンとする。

「私が佐久間さんを？　ないないないない」

　盛大に手を振って否定した。

　佐久間さんに恋するとか、ありえない。そもそも佐久間さんは好みじゃないし、初めてした時も、ドキドキみたいな感情はいっさいなかった。

「いや、ありえると思うんだけど」

　腕を組みながら、納得したように頷うなずく美沙都。

「なんでそう思うの？」

「なんとなく」

「なにそれ。説得力ないじゃん」

「うーん。だって、蛍は付き合ったらすぐにのめり込むタイプだからさ。体の関係を持ったら、そんな感情を抱いてもおかしくないかなって」

「今まではそうだったけど、今回は違うよ」

「そうなの？」

「うん」

　本当に、佐久間さんに対しては、不思議とそんな気持ちは湧いてこない。最初がそうだったから、今もなのかもしれない。

「そっかあ。……で、どうなの？」

　少しだけ体を前のめりにさせると、美沙都は声をひそめる。

「えっと、なにが？」

「いや。あれよ、あれ。あっちのテクよ」

「ああ、そういうことね」

「だって、三十四でしょ？　しかも顔もいいんでしょ？　経験豊富そうじゃん」

　興奮して、少しずつ声量が上がる美沙都。

「美沙都、声でかい」

「む」

　焦って注意する私に、美沙都は慌てて手で口を塞ぐ。しかし目では『教えろ』と訴えている。

「……それなりに、ですよ」

「へえ」

　ニヤニヤする美沙都に眉間にシワを寄せ、私は「はい、この話はおしまい」と無理やり話を終わらせた。

「いやいや、もっと聞きたいんですけど！」

　美沙都はまったくもって満足していないようで、思いっきり顔をしかめている。

　ふたりの間に少しだけ沈黙が訪れた。その間中、美沙都はじっとこっちを見つめている。

　このままだと許してもらえそうになくて、私はひとつ、ため息をついた。

「……今までで一番いいよ、一応。だから、こんなに会ってるわけだし」

「マジか。体の相性がいいって重要だよねえ。私のとこはばっちしだけど」

　星マークが語尾に付いてますけど……。最終的には美沙都のノロケ話になっている気がするのは気のせいじゃないと思う。

「はいはい、ごちそうさまです」

　呆あきれた声で返しながら、ふと夜の佐久間さんを思い出す。

　佐久間さんはそれなりに経験をしているからなのか、常に余裕があるように見えた。もしかしたら佐久間さんは、私のような関係を持つ女性がこれまでも複数いたのかもしれない。

　そう思えば、余計に佐久間さんは恋愛対象から外れていく。交際相手と考えるには不釣り合いに思えた。

「ま、またなにかあったら教えてよ。課長さんのこと」

　美沙都はニヤリと笑い、私を見て言った。

「夜の話はしませんからね」

「えー、そこ聞きたいのに」

「嫌ですから」

　口を尖らせてもダメです。

　あの色気のある姿を誰かに教える気なんてない。私だけが知っていると思うから、優越感を感じることができるのだ。それに、言葉じゃ伝わらないよ。あの魅力は。

「それはそうと、このあとどこか買い物にでも行く？」

　もう私が教えてくれないと悟ったのか、美沙都が頬ほお杖づえをつきながら私に尋ねてくる。

「美沙都、結婚とかでいろいろ物入りじゃないの？　大丈夫？」

「うん、だから見るだけ！　見るだけならタダでしょ？」

「あはは、確かに」

　言ったあとに、「待てよ」と呟つぶやいた美沙都は腕を組んで難しい顔をする。

「でも、買い物行ったら欲しくなるからな～。やっぱやめよ」

「なにそれ」

「今日は蛍の話をいっぱい聞く！」

「美沙都のノロケをいっぱい聞かされるの間違いでしょ」

　意気込む美沙都に、すかさず私は突っ込みを入れた。

　それからふたりで顔を見合わせ、吹き出す。

　結局その日、私たちは夜までガールズトークを楽しんだ。




　家に到着してヒールを脱ぎ捨てると、ベッドに倒れ込む。

　あー、もう眠い。このまま寝てしまいたいけど、この歳で化粧を落とさないと、翌日が地獄だ。

　化粧落としシートで手抜きをしながら、ぼんやりと考える。

　明日は朝から会議だな。佐久間さんもいるのか。いや、直属の上司だから当たり前なんだけど……。

　シートをぽいっとゴミ箱に捨てると、窮屈な衣服を脱ぎ捨てて、Ｔシャツとスウェットパンツに着替える。それから、ベッドに潜り込んで目を閉じた。

　佐久間さんとはきっと必要最低限の話しかしないんだろうな。私からも話しかけたりもしないんだろうな。

　だけど、これ以上距離を縮めようとはいっさい思わない。今のままでいい。

　そこまで考えて、私の思考は途切れた。










同僚で異性




「坂本、おはよう」

「あー、広ひろ瀬せ。おはよう」

「朝からしかめっ面してんな」

「いやあ、会議の資料とにらめっこをだね……」

　朝からずっと資料を読み込んでいる私に呆れているのは、同期入社の広瀬。

　うちの会社はワンフロアにいくつかの部署があり、私と広瀬は違う部署ではあったが隣同士だった。だから、休憩がてら広瀬はこうしてよく話しかけに来る。

　メンズブランドを担当している広瀬は身長がスラッと高く、黒くて少し長めの前髪を目にかからないように後ろに流している。まあまあイケメンの部類に入ると思う。

　どうやら新入社員には人気があるようだけれど、それが私には納得いかない。

　確かに広瀬は、私以外の女子には基本的に優しい。でも私に対しては、人懐っこい笑顔を浮かべながらも、とてつもない毒を吐くのだ。

　特に飲んでいる時は、さらに毒がひどくなる。

『肉ついたな。あったかそうだな。ガリガリの俺を温めろ』

　体型を気にしている私に、そんなことを言ってしまう男なのだ。

　とはいえ、そんなふうに気を遣わない間柄だから、一緒にいて楽で、ふたりで飲みに行くことも多い。

　そのせいか、私は後輩によく尋ねられる。『広瀬さんと付き合ってるんですか？』と。

　冗談じゃない。

「眉間にシワ寄せまくってると、ババアだな」

　ほら。こんなことを言う男と付き合っているだなんて、思われたくない。

「はあ？　広瀬はそのうちハゲるんじゃない？　そうなったら、おっさんの仲間入りだね」

「うちの家系は代々髪の毛ふさふさなんですー」

　これみよがしに自分の髪の毛を手で掴み目の前まで持ってくると、広瀬は意地の悪い顔で言った。

　だけど、私だって負けていない。

「あれだけビール飲んでれば、太るかもね」

　ムッとしながら言うと、広瀬は「お前と一緒にするな」と即答した。

「あれから痩せたもん」

「えっ、どこが？　俺、視力一・五なのにな」

　目をこすりながらこっちを見る広瀬の肩に、一度パンチを喰くらわせておいた。

　ホント、このやり取りに羨望の眼差しを向ける後輩たちは、間違っている。

　その時、広瀬の背後に見える時計が目に入る。会議の時間が近づいていた。

「ああ、時間だ。行ってくる」

「行ってこい。あ、坂本」

　自分の机へ向かおうとした私を広瀬が呼び止めた。

「ん？」

　振り返ると、彼は私の手になにかを乗せる。

　それは、いちごみるくのアメ玉だった。

「糖分摂って頭働かせな」

「……さんきゅ」

　こうやってたまに優しくされると、調子狂うのだけどね。

　アメをポケットにしのばせると、私は資料を持って会議室に向かった。




「失礼します」

　会議室の中に入ると、部長を筆頭に、既に数名が座っていた。その中には佐久間さんもいる。

　少しだけ張り詰めた空気に、緊張も高まっていく。

　椅子に座ってから、佐久間さんをちらっと見てみるが、私を気にする素振りすらない。眉間にシワを寄せて、腕を組んでいる。

「ちょっと今日、佐久間課長ピリピリしてるんだよね」

　私が資料を広げていると、隣に座る市いち川かわさんが話しかけてきた。

　佐久間さんと同期入社だと聞いたけど、市川さんはまだ係長だ。優しくおっとりとした見た目通り、話し方も性格も温厚。私が知る限り、彼が怒っているところを見たことがない。

「そうなんですか？」

「うん。その資料に大きなミスがあったんだよ。ほら、ここの数字が間違っていて、佐久間課長が気づいたんだよ。今、大急ぎで差し替えた原稿をコピーしてるとこ」

「……それはそれは」

　担当者はやってしまったな、としか言えない。この資料を持って取引先に話に行くのだから、数字のミスは言語道断だ。

　私も会議の資料を作成することがあるから、他人事には思えない。

　気をつけないとな。でも、こんな数字のミスに気づかなかったよ、私。佐久間さんはこんなとこまで頭に入ってるんだな。

　関東にある店舗ごとの収支報告のページは数字だらけで、私は見るだけでうっとなってしまう。

　それから数分後、差し替えの資料が配られると会議が開始された。

　まず、佐久間さんの隣に座っている永戸さんが立ち上がる。

　永戸さんは、今日も例外なくオシャレだ。花柄のタンクトップに、白のパンツ。私には着こなす自信がない。

　永戸さんは自分の資料を開きながら話し出す。

「お手元の資料をご覧ください。そこにある次期打ち出し商品についてですが、根強い人気のあるキャラクターとのコラボを考えております。今、ペアルックが流行していますので、カップルで手の出しやすい小物に力を入れていこうかと思っています」

「相手企業との話し合いはどうなんだ」

　部長が資料を見つめながら、永戸さんに尋ねる。

「順調です。イメージを損なわないように、配色やデザインにも配慮しています」

　そう言うと、永戸さんはいくつかのデザインを手にした。

　それに部長も佐久間さんも頷いた。

「じゃあ、エーダブの第一弾はそれでいこう。永戸、企画を引き続き進めてくれ」

　佐久間さんがそう言うと、永戸さんは「はい」と返事をして席に座った。

　エーダブとは、秋冬物のこと。暑い季節には、もう私たちの頭の中はセーターやコートなど、考えるだけで汗が出てきそうなアイテムでいっぱいだ。

　それにしても、ペアルックなんて昔は恥ずかしいだけだったのに、今の若い子たちは同じ洋服を着たいんだな。

　永戸さんの企画書を改めて読み直し、時代の流れにただただ驚く。

　逆に新鮮なのかな。流行は繰り返すって言うけど、本当にそう思う。

「じゃあ、今日の会議はここまでで」

　佐久間さんの言葉を合図に、各々が資料を持って立ち上がる。

　私も他の人と同様に席を立った時……。

「坂本」

　佐久間さんに呼び止められた。

「え？　あ、はい」

　こうして佐久間さんに会社で話しかけられることは、滅多にない。予想外の展開に、私は目をぱちくりとさせる。

　今日の佐久間さんも、相変わらず体にフィットしたスーツを着ている。センスのあるネクタイも、さりげなく付いているオシャレなネクタイピンも、無造作にセットされた短髪も、〝いつもの佐久間さん〟だ。

「今日の予定は？」

「今日の……ですか？」

　どうしてそんなことを聞くんだろう。

「なにか抱えてる案件でもあるか？」

「えっと……特に急ぎはないですが」

　私は今日やることを考えながら答える。

　今日中に絶対こなさなければならない仕事はない。

「そうか。それじゃ、俺に同行してほしい。営業ついでに店頭へ市場調査に行くから」

「……私、ですか？」

　思わずそう答えると、佐久間さんは眉間にシワを寄せた。

「俺とじゃ不満？」

「え、いや、そんなことはないです」

　すぐに首を振って否定したけれど、戸惑いは隠せない。

　だって、いつも永戸さんを連れていくのに、どうして今日に限って私なの？

　私だって市場調査をしないわけではないし、店頭でのチェックもするけれど、どちらかと言えば裏方専門だ。会議に使う資料を作ったりすることのほうが多い。

　ただ、上司に『付いてこい』と言われれば、断る理由はない。

「もう少ししたら出るから、外出の準備をしておいて」

「はい、分かりました」

　私の返事を聞くと、佐久間さんは目の前をすり抜けて会議室から出ていった。

　その後ろ姿をしばらく呆ほうけながら見つめたあと、誰もいなくなった会議室をようやく後にする。

　自分の席に戻る途中、広瀬と仲よく話している男性が目に入った。

　広瀬は私に気づくと、手を上げる。

「坂本、会議終わったのか？」

「うん。終わった。野の々の村むらさん、お疲れ様です」

「あ、蛍ちゃん」

　私を見てニコニコと笑う野々村さんは、広瀬が担当するメンズブランド『ＳシＨョＯー』のプレスだ。現在二十九歳の彼は、永戸さんのように店頭販売、店長を経ている。

　パーマを当てたちょっと長めのヘアスタイルに、くりっと丸い二重の目。アイドルのようなルックスで、人懐っこい笑顔が印象的だ。

　誰にでも優しく、分け隔てない態度は、社内でも男女問わず評判がいい。野々村さんを嫌いだと言う人にはまだ会ったことがないほどだ。

　広瀬とも、すぐに意気投合して、今ではふたりで飲みに行く仲。野々村さんのほうが先に入社しているから先輩ではあるけれど、『同じ部署の先輩じゃないんだから敬語はなしで』と言われたらしく、ふたりはまるで同期のような付き合いをしている。

　野々村さんは、本当に〝洋服が大好き〟という感じで、今日も相変わらずオシャレだ。白の無地Ｔシャツに腰に巻いたチェックシャツ。ネックレスもブレスレットも、似たようなデザインを身につけているから、統一感がある。

「今日もかわいいね、蛍ちゃんは」

「またまた。野々村さんは口がうまいんだから」

「野々村、それはどうかと思うぞ」

　すかさず広瀬が突っ込みを入れる。

「広瀬、否定はしない。だけど、それを広瀬が言うな」

　ムッとした私は広瀬に喰ってかかった。

　せっかく褒められて気分がよかったのに。

　すると野々村さんは、「あはは、本当にいいコンビ」と笑った。

「どこが」

「どこがですか」

　すぐに反論したが、見事に広瀬と私はハモってしまい、さらに野々村さんが笑ったのは言うまでもない。

「あ、そうそう。野々村さん、雑誌読んでますよ」

　話題を変えるように、私は野々村さんに話しかけた。

「蛍ちゃん、あれを読んでくれてるの？」

「はい。ＳＨＯの貴重な連載ページですから」

「いやあ、いつの間にか俺の紹介になっちゃってるよね」

　野々村さんが載っている雑誌は、月刊メンズ『ＡＮＮＥアンネ』だ。店頭販売時代から、ちょこちょこモデルとして出ていたけれど、ついに半年前から連載が始まったのだ。

　最初はちゃんとＳＨＯの洋服について語っていた連載ページだったが、読者から野々村さんに質問が多数あり、ひとつ答えたら反響が予想以上にすごかったらしい。今では読者のコーディネート相談から恋愛、人生の悩みについてまで多種多様に答える野々村さんコーナーになっている。

　ただ、読者の相談には乗りつつも、ちゃんと新作の紹介もするところが野々村さんの抜け目のないところ。もちろん、ＳＨＯを宣伝するのがこの連載ページの目的なのだから、当たり前といえば当たり前なのだが、それを自然とこなせる野々村さんはさすがだと思う。

「でも、野々村さんほどカッコよかったら仕方ないんじゃないですか。ＳＨＯは彼氏に着せたいブランド上位に入ってるほどですし」

「ありがと。でも、まーちゃん人気には負けるけどね」

　野々村さんは少しだけ照れくさそうに頬を掻きながら、そう言った。

「確かに、永戸さん人気は尋常じゃないですね」

　私は頷きながら答える。

　まーちゃんこと永戸さんは、ショップスタッフとして働いている時は雑誌に載ることが多く、それは今も健在だった。彼女が雑誌で着ていた洋服は、問い合わせも多い。

　女の私から見ても、永戸さんは確かにかわいいし、カッコよさもある。実際、ショップスタッフに応募してくるのは、永戸さん目当ての子がほとんどだ。

　ただ、妥協を許さない性格のため、仕事に関して厳しすぎるのが玉にキズだ。永戸さんに憧れた女の子も、実際に一緒に仕事をするとズバズバと悪い部分を指摘され、耐えきれずに辞めていくことが多いようだった。

　とはいえ、そんなふうに向上心が高く仕事に意欲的な彼女のことを、私は本社で一緒に働くようになってから好意的に見ていた。

「あ、噂をすれば」

　野々村さんの言葉に、私たちの視線が同じ方向に向かう。

　その先には、颯さっ爽そうと歩く永戸さんの姿があった。

「まーちゃん！」

　野々村さんが呼びかけると、水戸さんはぴたりと立ち止まり、こちらに近寄ってきた。

「哲てつくん、お疲れ！　雑誌の取材はこれから？」

「うん、そうそう。これからだよー」

　フレンドリーに話すふたり。

　野々村さんが店長としてＳＨＯの店頭勤務をしていた頃、永戸さんはレディースブランド『Ｎｅｏｐｉｖｏネオピヴォ』の販売員をしていた。ふたりが働く店舗が近かったこともあり、オープン前やクローズ後によく話していたそうだ。お互いオシャレが大好きだから、その部分も気が合ったのかもしれない。

「哲くんって本当に老若男女問わずにウケがいいよね。羨ましいわ」

　永戸さんは笑顔を見せると、野々村さんに言った。

「そんなことないよ。まーちゃん人気には負けるって、今話してたとこだし」

「え、なにそれ」

　そう言うと、永戸さんはちらっと私に視線を寄越した。だけどすぐに逸らし、広瀬に話しかけた。

「まさか広瀬さんも、そんなこと言ってたんですか？」

「言ってた言ってた。永戸は人気だよなって」

「やだなあ、本当に」

　会話に入ることができないまま、どうしようと思っていると、後ろから声がかかる。

「坂本」

「はいっ」

　びくっとしながら返事をして、即座に振り向く。

　そこには、険しい表情の佐久間さんが立っていた。

「楽しそうに話しているということは、準備はできているんだな？」

　低い声で尋ねられ、私はギクッとした。

　……話に夢中になっていて、準備していませんでした。

「広瀬たちも、就業中だ。私語は慎むように」

「はい、すみませんでした」

「すみません。佐久間課長っ」

　謝罪の言葉を口にしたものの、野々村さんはすぐに顔を上げた。明るい表情を浮かべている。

「なんだ、野々村」

「そのネクタイ、渋いですね。どこのですか？」

　野々村さんは首を傾げながら、ネクタイを見つめてそう尋ねる。

　佐久間さんは視線をネクタイに落としながら口を開いた。

「これか？　これは先日いただいたものだ」

「え。それって女ですか？」

「性別的にはな」

　即答する佐久間さんは、いたって冷静だ。

　むしろ質問した野々村さんのほうが、女性だと聞いて少し驚いている。

「性別的にはって。モテ男は違いますね、本当に」

「野々村が言うと嫌味にしか聞こえないが……」

　佐久間さんが呆れながら言う。

「えー、そんなことないですよー」

「はあ。もういいから。仕事中だと、さっきも言っただろ。坂本、行くぞ」

「え？　あ、はい！」

　私は机の上にある私物をバッグに慌ててしまい込むと、佐久間さんに付いていく。

「今日は直帰予定だから、記入しておくように」

　そう淡々と言った佐久間さんに、私は目をぱちくりとさせた。

「え、直帰ですか？」

　永戸さんと営業に回っている時も、直帰をするのは珍しいのに……。そんなにいろいろと店舗を回るのだろうか。営業に慣れていない私を連れて？

「そうだ」

「……分かりました」

　なんでだろう？という疑問を抱きつつも、私はホワイトボードの自分の名前の箇所に、これから向かう営業先【エスレール本社→直帰】と記入する。

　佐久間さんの箇所もちらっと見てみると、同じように書いてあった。

　相変わらず、佐久間さんの文字はキレイだな。文字からも几き帳ちょう面めんさが溢あふれ出ているというか、なんというか……。

「坂本、行ってこいー」

「蛍ちゃん、行ってらっしゃーい」

　広瀬と野々村さんが笑顔で手を振ってくれる。

「行ってきます」

　ふたりに返事をしたところで、彼らの後ろにいた永戸さんと目が合った。彼女は私をキッとにらみつけてから、顔を背けて自分の席へと戻っていく。

　……あれ？　私、なにか永戸さんにしちゃったっけ？　全然思い当たる節がないんですが。おかしいな。気のせいかな。……うん、怖いから、気のせいってことにしておこう。

　私は無理やり自分を納得させて、佐久間さんの後を急いで追いかけた。










営業と営業先




　特に会話をすることなく駐車場まで来ると、佐久間さんは運転席に向かった。

　助手席に乗り込みシートベルトをしてから、ちらっと佐久間さんのことを盗み見る。

　なんで急に私なんだろう。

　今日行くエスレールは、今もっとも急成長を遂げているショッピングモールだ。お昼の番組などで特集が組まれることも多い。来月には地方に大規模なショッピングモールをオープンさせるとのことで、そこにうちのブランドが出店する話は聞いていた。

　とはいえ、既にノベルティや限定商品の手はずも順調だし、雑誌などで宣伝もしている。

　その話なのだろうか。でも、それなら私じゃなくてもいい気がする。確かに、永戸さんは今、秋冬のコラボ企画が大変なのかもしれないけど……。

　少しだけ首を捻りながら前を向いたところで、佐久間さんが口を開いた。

「今日は新しん横よこ浜はまにある施設についての話だ」

「……え？　新横浜ですか？」

　新横浜店のオープンについてはもう他に担当者がいたはずだ。

　少し不思議に思いながら佐久間さんの話を聞く。

「そうだ。ＳＨＯの催事のほうで急きょ人手が足りなくなって、担当者にはそっちに回ってもらうことになったんだ。途中で担当を変更するのは引き継ぎも大変だからしたくなかったんだが……。うちに異動してくる前にＳＨＯを担当していたこともあり、他に適任がいなくてな。話し合った末の苦渋の策だ」

「そうだったんですか」

　車を発進させながら話す佐久間さんに、私は小さく頷きながら答えた。

　ＳＨＯが今度、催事をすることは、広瀬からちらっと聞いていた。大規模になるらしいから、人員に余裕がないのかな。

「二ヶ月後の新横浜のオープンまでに、会議で話していたコラボ商品を間に合わせる。それについて今日、先方と話す予定だ」

　一度、私を見てから、佐久間さんはすぐに視線を前へ戻した。

「……納期とか、大丈夫なんですか？」

「先方と、工場との話し合い次第かな。それも話しに行く」

「なるほど。そんな大切な話し合いに私が付いていっていいんでしょうか」

「どういう意味だ？」

　佐久間さんは車を運転しながら、そう尋ねる。

　いや、だって思うでしょ。永戸さんはいつも佐久間さんと営業に出ているし、分からないことの多い私よりよほどスムーズに話が進む気がする。

　付いていくのにいっぱいいっぱいな私じゃ力不足だと思うけどな。

　なぜ今日に限って私なのだろうかという疑問しか浮かばない。

「これまで、佐久間さんには永戸さんがずっと付いて回ってたじゃないですか。それにコラボ企画も永戸さんが担当しているし、プロモーションをするには適任だと思うんですが……」

　すると、佐久間さんは口を閉ざした。

　沈黙が車内を支配する。その重苦しい空気に、私は先ほどの発言を後悔した。

　やる気がないと思われたかな。別に営業に行くのが嫌なわけではないんだけど、永戸さんのほうが適任な気がするから、つい言ってしまっただけなんだよね……。

　赤信号で停止した時、不意に佐久間さんが話し出した。

「確かに永戸は、接客を長い間やってきただけあって、スキルはある。だけど、細かなミスが目立つ。売り上げに影響のあるようなミスは今までないけどな。それに比べて坂本はミスが少ない。資料についても、坂本が作成したものは訂正箇所がほとんど見当たらない。そういう点で、俺は坂本を信頼している」

「え……」

　目をぱちぱちとさせながら、前を向きながら話す佐久間さんを見つめる。

「だから、今日は坂本を連れてきた。コラボについても、永戸のようには説明できないかもしれないが、坂本ならきちんと頭の中に入っていると思ったからだ」

　そうハッキリと言い切った佐久間さん。

　まさか佐久間さんがそんなふうに私のことを見てくれていたなんて思ってもみなくて、驚いた。言葉が出てこない。

　資料に関しては自分で何重にもチェックしているからだとは思うけれど、そこを褒められるのはやっぱり嬉うれしかった。




　私たちは約束の時間ちょうどに着くと、受付で手続きを済ませ、エレベーターに乗り込んだ。

「……坂本」

　佐久間さんが小声で私に声をかける。

　目だけで返事をすると、「今日は俺を見て覚えろ」と言われ、こくりと頷いた。

　案内された部屋には、エスレールの代表取締役の三み国くにさんがソファに座って私たちを待っていた。どっしりとした佇たたずまいで、いかにも厳しそうな顔をしている。ヒゲを生やし、太い眉の下には鋭い瞳があった。

　あの顔で怒られたら佐久間さん以上に怖いと思う。

　その隣にいるのは、三国さんの右腕である副社長の庄しょう和わさん。三国さんとは対照的にほっそりとしている。三国さんの隣に並んでいるせいか、さらに細く見える。

　一重だけど、大きめの黒目が私と佐久間さんを視界に捉えていた。優しい笑みを携えているけれど、どこか踏み込ませない雰囲気を持っている。

　彼はかなりのやり手だと、以前部長から聞いていた。

「やあ、佐久間さん。待ってたよ」

　三国さんの鋭かった瞳が和らぎ、佐久間さんに笑いかける。

「三国さん、お世話になっております」

　佐久間さんが丁寧にお辞儀をすると、三国さんはカラカラと笑った。そして、厳しそうな顔をしている割には、親しみのある話し方で言った。

「堅苦しい挨拶はよそうじゃないか。佐久間さん、私はあなたのことを気に入ってるんだよ。おや、そっちの子は初めて見る子だね。立ち話もなんだから、座ったらどうだ」

　佐久間さんから視線を私に移した三国さんは、優しく微笑んだ。

「はい、失礼します」

　私もぺこりとお辞儀をしながら、革張りのソファに座った。

「今度から私の補佐をしてもらう坂本です。こういった場は不慣れですが、店舗ごとの売り上げに一番精通しているのは彼女です。地域の特色を生かした売り上げ戦略なども期待できるかと思います」

　佐久間さんは私のことを紹介すると、こちらに目配せをする。

「さ、坂本です。よろしくお願いします」

　緊張で声が上ずったけれど、三国さんは思いのほか穏やかな口調で返してくれた。

「そうか。佐久間さんは厳しいけど、付いていれば学ぶことも多いだろう。必ず君の役に立つはずだ。それはそうと、佐久間さん。またいい店を仕入れたんだがな……」

「三国社長。それはまた今度にしてもらえますか」

　仕事以外の話をしようとした三国さんに、庄和さんがすかさず口を挟んだ。

　三国さんはバツが悪そうに言葉を詰まらせる。

「う……そうだな。悪いな、佐久間さん。うちの庄和は厳しくて敵かなわん」

「はは。次回の楽しみにとっておきます。ぜひとも今伺いたいところですが、私まで怒られそうですから」

　そう言って、佐久間さんはニッコリと微笑んだ。

　それに庄和さんが困ったように息をつく。

「まったく、佐久間さんまでやめてください」

　私は三人のやり取りをじっと聞いていた。

　とても饒じょう舌ぜつな佐久間さん。こんな姿は初めて見た。ニコニコ笑って愛想がよく、会社にいる時とは比べ物にならない。

　彼の新しい一面を見られたことがなぜか嬉しかった。

　それからの話し合いは、付いていくのにいっぱいいっぱいだった。資料を見ながら、私は必死にメモを取っていく。

　対照的に、佐久間さんはいっさいメモを取らない。

　きっと頭の中に入ってるんだろうな。やっぱりすごい。

　打ち出し商品についてや、納期の説明。相手からの要望も受け入れつつ、無理なところはきちんと伝える。そんな佐久間さんの無駄のない交渉術に、私はただただ圧倒された。




「それでは、ポップのデザインができたらお送りします」

　話し合いがスムーズにまとまり、佐久間さんは資料をカバンに片付けながら、三国さんと庄和さんに伝えた。

「お願いします」

　庄和さんも資料を整え、佐久間さんに頭を下げる。

「そうだ、それはそうと佐久間さん」

「なんでしょうか」

　話し合いが終息に向かったからだろうか。三国さんは話し合いの時とは違って、弾んだ声で佐久間さんに話しかける。

　佐久間さんは相変わらずの笑顔だ。

「うちの娘がえらく佐久間さんのことを気に入っててな。どうだい、今度会ってみるのは」

　なんと……。

　佐久間さんをすぐに見ると、目を見張って驚いている。

　それもそうだ。私だってびっくりした。

「会ってみるだけでも。ダメならそれでもいいんだ」

　ハッハッハッと笑う三国さん。

　すると、佐久間さんはニッコリと微笑んで……。

「すみません、三国さん。私は心に決めた女性がいますので」

　そうキッパリと断った。

「なんだ、そんな方がいたのか。浮いた話ひとつ聞かないから、いないものだと決めつけていた。それはすまなかった。娘には私から言っておこう」

　少しだけ寂しそうに眉を八の字にした三国さん。よほど娘さんは佐久間さんを気に入っていたのだろうか。残念そうだ。

「お付き合いしているわけではないのですが、その方がいる限り、他の方というわけにもいかなくて……すみません」

　佐久間さんは笑みを絶やさないまま、少しだけ申し訳なさそうに言った。

「堅いなあ、佐久間さんは。付き合っていないなら、他の女と会ってみるのもいいんじゃないか？　もしかしたら気に入るかもしれんぞ」

「気持ちはとても嬉しいのですが、私が惚れ込んでいまして……」

「そんな言葉が佐久間さんから聞けるとは、愉快だな。慕われているその人が羨ましい限りだ。今度はその話を詳しく聞かせてもらおうかな」

「あはは。三国さん、勘弁してください」

　和やかなムードの中、私たちは見送られて会社を後にした。

　車に戻るまでの間、私の心をずっと支配していたのは、佐久間さんの言葉。

『私は心に決めた女性がいますので』

　心に決めた女性って、誰のことだろうか。見当がつかない。

『会ってみるだけでも』と言っていた三国さんの言葉にも、佐久間さんはハッキリと断りを入れていた。

　それほど、好きだってことだよね？　それなら、どうして今も私と関係を持っているのだろう。それとも、ああいう場面で断る常じょう套とう句くだったのだろうか。

　いくら頭を捻り考えてみても分からない。

　そんなことを考えているうちに、いつの間にか駐車場に到着していた。

「次は店頭に行くぞ」

　先を歩く佐久間さんは車の鍵を取り出しながら、私にそう声をかけた。

「あ、はい」

　佐久間さんに返事をしながらも、私の頭の中はやはり、佐久間さんの好きな人のことでいっぱいだった。




　その後到着したデパート内にある店舗では、売り上げや人の流れ、人気商品、他店舗の売り出し商品などをチェックして回った。

　ここでも、佐久間さんは笑顔を見せていた。

　社内では笑顔なんて数えるぐらいしか見たことないのに、外だとこうなるんだ。新しい発見だな。会社でもこうであってほしい、なんて思ったことは口が裂けても言えないけど。

「この商品は前に出したほうがよくないか」

「はい」

「それと、こっちの商品だが――」

　佐久間さんは売り上げや客の動向を見ながら的確に指示を出し、店長は彼の後ろに付いて返事をする。

　店舗に到着してからまだ十分ほどしか経っていないのに、次々に指示を与えられる佐久間さんって、本当にすごい。

　感心しながら、私は佐久間さんの行動を頭の中に叩たたき入れた。




　次の店舗でも、佐久間さんは同じように指示を出していく。

　こうして同行してみて気づいたのは、佐久間さんが来ると、どこの店員も皆嬉しそうにしているということ。

　もしかして、この笑顔に騙だまされているのだろうか。まさか、心に決めた人は、こんな若い子たちの中にいるのだろうか。……いや、まさかね。だって、佐久間さんと彼女たちとでは、ひと回り以上離れている。年齢差カップルもありえなくはないけど、でも……。いやいや、私はいったい仕事中になにを考えてるのよ。

　バカだな、と、自嘲した。

　その時、あるスタッフが佐久間さんに話しかけてきた。

「今日は永戸さんじゃないんですかー？」

　その子は永戸さんに憧れているのだろうという感じの格好をしていた。

　キレイなブロンドに染められた髪。アイラインやマスカラがバッチリ塗られたメイク。そして、黒とショッキングピンクを組み合わせたドルマンワンピースを着ている。

　今は落ち着いた服装の永戸さんだけど、雑誌によく出ていた頃はこんな感じの派手な服装を身につけていた。その時の雰囲気に、目の前の彼女はよく似ている。

　……十代だろうな。来たのが私でごめんね。

　社内での永戸さん人気を分かってはいたけれど、明らかに残念そうに佐久間さんに言うから、いたたまれない気持ちになってしまう。

「ふたり、お似合いなのにー」

「……君はなにか勘違いをしているようだが、私と永戸くんは仕事で来ていたんだ。それが彼女に変わっただけの話だ。そんなくだらないことを言ってないで、そのぐちゃぐちゃのままの洋服を畳んだらどうだ」

　眉間にシワを寄せ、小さくため息をついた佐久間さんは、棚に置かれた洋服を指した。

「あっ、はーい！　すみませんでしたー」

　本当に反省しているのか分からない間延びした言い方ではあったけれど、彼女はそそくさとこの場を立ち去って洋服を畳みに行った。

「すみません、あの子、いつもああなんです。何度も注意してるんですが」

　フォローするように店長が口を開く。

「顧客からクレームが来なければいい。見た目は悪くないから、看板店員になる素質はありそうだ。ただ、あれじゃあ単なる永戸の真似でしかない。彼女にしかない個性を出すように。それが見えたらプレスに推してもいい」

「はい！」

　その後、今日の売り上げを確認してから、佐久間さんと私は店を後にした。

　肩を並べて歩いていると、おもむろに佐久間さんが口を開く。

「さっきのは気にするな」

「え？」

「永戸とのことだ。ああやって騒がれることはよくあるんだ」

「いや、あの、全然気にしてません」

　実際、私の目から見てもキレイな永戸さんと佐久間さんは美男美女という感じで、お似合いだと思う。まあ、少しだけ永戸さんが若い気もしなくはないけど、これくらいの年齢差は別段おかしくもない。

「……俺としては気にしてほしいところだが」

　佐久間さんがなにかをぼそっと呟く。

「え？」

　私はうまく聞き取れなくて尋ね返した。

「いや、なんでもない。今日はもう終わりだ。お腹空いたよな？　奢おごるから、どこかで食べていこうか」

　小さく首を振ると、佐久間さんは話題を変えた。

「いえ、お気遣いなく。大丈夫です」

　奢ってもらうなんて、悪い気がする。今日、私は佐久間さんに付いて回っただけで、本当になにもしていない。

「いいから。行くぞ」

　しかし、佐久間さんはそう言って歩を進める。私の言い分を聞くつもりはないらしい。

「……はい」

　先を歩く佐久間さんの後ろを私は慌てて付いていった。










いつもの居酒屋




　車に乗り込んだあと、佐久間さんが連れていってくれたのは〝あの〟居酒屋だった。

　初めてふたりが意気投合した、あの居酒屋。

　この居酒屋に来た時は、そのあとホテルに向かうのがお決まりなのに。佐久間さん、なにを考えてるんだろ。もしかして、今日はホテルに行くつもり？

　そんなふうに少しだけ期待してしまう自分がいて、恥ずかしくなる。

　ちらりと佐久間さんを見た。

「好きに頼むといい」

　だけど、佐久間さんは特に気にしていないのか、メニューを私に渡すと、おしぼりで手を拭き始めた。

「あ、えっと……じゃあ、ビールと枝豆」

　手渡されたから一応メニューを見たけれど、私の頼む物は決まっている。すぐにメニューを閉じると、そう言った。

「ふ、坂本はいつもそれだな」

　予想通りの注文だったからか、佐久間さんは目を細めて笑う。

「好きなんだから、いいじゃないですか」

「俺はウーロン茶だな」

「飲まないんですか？」

「運転があるから」

「あ、じゃあ私も……」

「いい。俺のことは気にせず飲め」

「……はい」

　佐久間さんは手を上げて店員を呼び、注文をしてくれた。

　しばらくして運ばれてきたビールジョッキを手に持つと、乾杯をする。

「お疲れ様です」

「お疲れ」

　ぐいっとウーロン茶を飲んだあと、佐久間さんが口を開いた。

「どうだった、今日は」

「……正直、大変でした」

　素直な感想を告げると、佐久間さんは小さく頷く。

「そうか。まあ、じきに慣れる」

「それと、佐久間さんがあんなに笑ってるとこ、初めて見ました」

　私がそう言うと、佐久間さんは目をぱちくりとさせる。それから、「あはは」と声を出して笑った。

「坂本は、俺をロボットかなにかだと思ってるのか？」

「違いますけど、会社だとあまり笑わないから」

「会社で俺が愛想を振りまいていたら気味が悪いだろ」

　社内でも愛想のいい佐久間さんを少しだけ想像してみる。確かにその姿は、ちょっと怖い。

「……そうですね」

「笑顔は営業の基本だからな。すべてが円滑に進む。店舗スタッフも俺が怖い顔してるよりは笑顔のほうがいいだろう。坂本は緊張してたから、顔が強張っていたぞ。次からは気をつけるように」

　佐久間さんが目を伏せながら言う。

「はい、すみません」

「……と、ダメだな。もう仕事は終わったのに、いつまでもこんな話して」

　そう言うと、佐久間さんはウーロン茶をごくっと口に流し込んで、言葉を続けた。

「とは言ったものの、坂本が好きそうな会話が思い浮かばないな」

「えっ、私のですか？」

　ジョッキを置きながら、私は驚いた口調で佐久間さんを見つめる。

「広瀬とかなら、すぐに浮かぶんだろうが」

「なんでそこで広瀬が出るんですか」

「坂本は広瀬と仲がいいだろう」

「仲がいいっていうんでしょうか。あれは」

　いい感じにいじめられてるけど。広瀬はきっと、私をからかう対象くらいにしか思っていない。

　首を捻る私に、佐久間さんはくくっと喉を鳴らす。

「坂本も広瀬もまだまだ子供だな」

「どうしてですか。広瀬は分かりますけど」

　ムッとしながら返すと、佐久間さんはおかしそうに笑った。

「そういうとこが、だ」

　すぐムキになるとこってことか。こればかりはなにも言い返せない。実はさっきのスタッフの態度にもイラッとしてしまったし。

　それにしても、女だらけの職場というのはつくづく怖いと思う。私がショップスタッフとしてではなくＭＤを選んだのには、こういう理由もあるかもしれない。

　変に恨まれることなんてザラだ。広瀬と仲よくしてるから、それだけで突っかかってくる子がいるのも確か。

　まあ、そんな子、気にしてないけどさ。よき同僚ってだけで突っかからないでもらいたいよ。その上、佐久間さんと実はいい関係でした、だなんて……。誰かに刺されそう。

　想像しただけでなく、プルッと身震いする。

「まぁ、広瀬に限らず、野々村でももっと話を広げられるんだろうな」

　そう言って佐久間さんは自虐的な笑みを浮かべた。

「野々村さんですか？」

　私は今朝会った野々村さんを思い出す。

　確かに、野々村さんは親しみやすいし、ずっと話してても飽きないだろうな。

「広瀬や野々村は見た目だけでなく、会話も豊富だからな。異性が寄ってくるのも頷ける。そういえば、野々村は今の彼女とは長いと聞いたな」

「えっ、野々村さんって彼女いるんですか？」

「知らなかったのか」

「はい、まったく」

　そんな雰囲気、出してなかったんだけどなあ。誰にでもフレンドリーだし、野々村さんの周りには女の子がワイワイ集まってくるし。性格的に邪険にできないんだろうけど……。モテる男っていうのも大変だな。

　枝豆を口に含みながら、私は少しだけ野々村さんに同情した。

「野々村のほうが彼女にお熱らしいぞ」

　佐久間さんは顎に手を置くと、私をまっすぐ見て言った。

「本当ですか？　想像できません」

「まったくだ」

　失礼かもしれないけど、誰かひとりを想う姿より、不特定多数の女の子が隣にいるほうが容易に想像できる。

　彼女がいてもおかしくはないとは思ってたけど、まさか野々村さんのほうがゾッコンだなんて……。でも、基本的に野々村さんは優しい。その野々村さんに想われているのなら大事にされているんだろうな。

　そう思っていたら、自然と口から「いいなあ～」と漏れてしまった。途端に、ハッと口を押さえる。

　これじゃあ、野々村さんにそんな気があったと思われるじゃない。

　ちらっと佐久間さんを見ると、案の定……。

「なんだ、坂本は野々村を狙ってたのか」なんて言われてしまう。

「違います、別にそういうわけじゃなくて……」

「じゃあ、どういうわけなんだ？」

　不思議そうに私の顔を窺うかがう佐久間さん。

　少しだけ言葉を詰まらせた私は、ゆっくりと口を開く。

「……実は私、男運がよくないんです。だから、大事にされているんだなって思ったら、羨ましいな、と」

「男運？　それは坂本にも非があるんじゃないのか」

「そうかもしれないですけど……」

　なにも聞かずに私に非があると言った佐久間さんに、返事をする私の声が沈んでいく。

　そんな私に気づかず、佐久間さんは会話を続ける。

「まあ、坂本は器が大きいというか、心が広いからな。それに甘えてダメ男に成り下がってしまうんじゃないか？」

　どこか納得したように頷く佐久間さん。

　そうか、そういう意味なんだ。私を悪いと責めているだけじゃなかったんだ。

　少しホッとしながら、私は考えを巡らせる。

　確かにそうだ。私は彼氏に尽くすタイプで、ついいろいろと世話を焼いて甘やかしてしまう。

　そう自覚してからは、前の彼には尽くしすぎないように注意していたのに、結局は浮気相手だったのだから、そんな努力など意味がなかった。

　だから私は、どう頑張っても幸せにはなれないと、恋愛すること自体諦めたのだ。

「もともとダメ男だったという場合もありますけどね。とにかく、ちょっと今は恋愛はお休みしたいかなと思ってて……」

「それじゃあ、今は特定の男はいないのか？」

「いるわけないです。でなきゃ、佐久間さんと寝ません」

「そりゃそうか」

　驚いた顔をしていたけれど、佐久間さんはすぐに納得したようだ。

　もしかして、今まで彼氏がいると思ってたの？　さすがに私も、彼氏ができたら断るよ。それを言ったら、佐久間さんのほうこそどうなんだろう。だって、心に決めた人がいるんでしょ？　なのに、私と寝てもいいのだろうか。

　万が一その人の耳にでも入ったら、間違いなく、いい気持ちではないと思う。少なくとも、私なら嫌だけどな。

　そう思うけれど、佐久間さんとの関係を解消するつもりは今の私にはない。恋愛をしたいと思ってはいないけど、ふっと襲ってくる寂しさはひとりでは拭えない。

　元彼に未練があるわけじゃない。彼を思って涙を流すわけでもない。それでも、どうしようもなく人肌恋しい時だってある。

　だから、佐久間さんとの関係を終わらせるつもりはなかった。佐久間さんからピリオドを打たれるまでは。




　それから二時間ほどして、私たちは店を後にした。

「ごちそうさまでした」

　奢ってくれた佐久間さんにお礼を言うと、私たちは車に乗り込んだ。

　結局、佐久間さんから好きな人の話とか聞けなかったな。ちょっとだけプライベートな話題になったから、あわよくばと思ったけれど。

　でも、もしも佐久間さんの好きな人が会社の人で、私のよく知っている人だったら、私はどうするんだろう……。きっと佐久間さんに抱かれること自体、できなくなる。

　できれば、私の知らない人がいいな。でもそれって、すっごく身勝手な話だよね。

「――坂本？　おい、坂本」

「え？　あ、はい！」

　やばい。ボーッとしてしまった。

　慌てて佐久間さんの方を向く。

　すると、眉間にシワを寄せた佐久間さんが私を見ていた。

「なにを考えていた」

「え？」

『佐久間さんの好きな人です！』なんて、とてもじゃないけど言える雰囲気ではない。それほど、佐久間さんの表情は険しい。

「正直に言え」

「いや、あの……」

　口ごもりながら視線を泳がせている私は、完璧に挙動不審者だ。

「言えない内容なのか。それじゃ、口を割らせてやろうか？」

「えっ」

　少しだけネクタイをゆるめると、佐久間さんは私の座るシートに手を置いてぐいっと体を近づけてくる。

　私はギリギリまで後ろに下がってみるけれど、こんな狭い車内だ。逃げられるのには限度がある。段々と顔が私に近づいてきて、どうしたらいいのか分からず頭は真っ白だ。

　佐久間さん、もしかして酔っ払ってる!?　いや、お酒飲んでないよね。

　なおも近づく佐久間さんに私はついに限界へと達し、気づいたら声を発していた。

「こ、心に決めた人って誰のことですか！」

　叫ぶように言ってから、恐る恐る佐久間さんの顔を見上げる。

　佐久間さんは目を真ん丸に見開いて、私を見下ろしていた。

「……それをずっと考えてたのか？」

　ぼそりと呟いてから佐久間さんは体勢を戻して、難しい顔をしながらハンドルを見つめている。

「す、すみません」

　なんの謝罪だか分からないけど、あまりにも佐久間さんが無言だから思わず言ってしまった。だから、子供だなんて言われるんだよね……。

「例えば、坂本はそれを知ってどうする」

「え？」

　佐久間さんは相変わらず難しい顔をしたままだ。

「知ったとして……もう俺に抱かれたくないとでも言うのか？」

　なぜ私に解答を委ねるのだろうか。だって、好きな人がいるのは佐久間さんだ。私じゃない。

　そう思うけれど、すぐに言葉が出てくれない。

「どうなんだ？」

　返答を催促するように、佐久間さんが私を見た。

　突き刺さるようなその視線に、一瞬言葉を詰まらせる。

　佐久間さんには他に好きな人がいるけど、それでも私を抱きたいってことなのかな。こんなの、また美沙都に男運が悪いって言われるよ。本当に体目当てでしかないんだから。

　少しだけズキンと胸が痛んだ。そんな痛みをごまかすように、私は口を開く。

「佐久間さんの自由です。さっきも言いましたが、私にそういった相手はいませんし。佐久間さんがその相手に悪いって思うのなら、やめるべきだとは思いますが」

「……なるほどな」

　そう呟くと、佐久間さんはシートベルトを装着する。

　なにかを納得したようだけど、どうやらその心に決めた相手を教えるつもりはないらしい。

　まあ、あっさり教えてくれるとは思ってなかったけどさ。

　佐久間さんは無言で、車を発進させる。

　私もなにも言わないまま、窓の外を見つめた。

「えっ？」

　流れる景色に見覚えがあり、私は驚いた声を漏らしながら佐久間さんの方を見る。

　佐久間さんはそんな私を気にも留めず、目的の場所に到着すると車を停止させた。

「……さ、くまさん？」

　震えた声で名前を呼ぶけれど、佐久間さんは返事をすることなくさっさと車を降りた。

　私は慌ててシートベルトを外し、車を降りる。

「佐久間さん！　ちょっと待ってください！」

　なんでいきなり？　なにも言わなかったじゃない。だって、ここは……いつも利用するホテルだ。

　佐久間さんの自由だとは確かに言ったけど、本当に相手に対して悪いとは思っていないの？　好きな人がいることを私に知られても気にならないの？

　すると佐久間さんはぴたりと足を止めて、振り向いた。

「抱きたくなった」

「……っ」

　まっすぐな視線に、ドキンと心臓が鳴る。

「俺の自由だと言っただろ？」

「……言いました」

「それじゃあ、今日は抱かせろ。どうしても坂本が嫌なら、このまま家まで送る」

　佐久間さんは私に選択させようとしている。

　関係を続けるか、続けないか。もしかしたらこの関係は、その相手とうまくいっても続くのかもしれない。佐久間さんはそういう人なのかもしれない。

　そんなの私はごめんだ。だって、前の彼と同じだ。しかも、相手に好きな人がいると知りながら関係を続けるのだから、前の彼よりもタチが悪い。

　拒否すればいい。簡単だ。たったひと言『ノー』と言えばいいだけ。私も、都合のいい女に成り下がらなくて済む。

　だけど、私の口から出たのは……。

「……嫌じゃないです」

　イエスだった。
















第二章　結局、










終わることができない




　ホテルの一室に入ったあと、私たちはお互いを貪るように求め合った。

　駆け巡る快感と、ほんのちょっとの罪悪感。それが交互にせめぎ合う。

「……蛍」

　眉間にシワを寄せて快楽に耐え忍ぶ佐久間さんが、行為の合間にぽつりと私の名前をこぼす。

　この手を。この体を。この、ひとときを。手放すのはどうしても惜しい。

　私は無我夢中で佐久間さんを欲した。

　そして、彼は応えてくれた。

　色気のある、引き締まった体。乱れた髪の毛に、吐息。そのすべてが私を刺激する。

　ああ、なんて惨めなのだろうか。他に好きな女がいる男に抱かれて、悦ぶ女なんて。二番目を甘んじて受け入れる女なんて。

　それでも、私は佐久間さんに抱かれたかった。




　情事を終えたあと、いつも通り私は先にバスルームへ向かった。体を洗い流しながら、先ほどの佐久間さんとの行為を思い出す。

　今日はいつもよりも情熱的に感じた。いつだって冷静で余裕のある佐久間さんが、私を何度も求めてきた。

　私を求めてくれること自体は嬉しいのに、素直に喜べないのは相手に好きな人がいるから。

　求められることに嬉しさを感じてどうするのよ。私と彼の間にあるのは、体の繋つながりだけ。心の繋がりなんてものはいっさいない。会社で顔を合わせても、笑い合うことすらないのだから。

　それでも……、と佐久間さんの行為を思い出し、嫌悪感を持っていない自分の複雑な感情に、眉をひそめた。

　彼が心を寄せているのは、私でない誰か。そんなことは分かり切っているのに、むしゃくしゃしてしまうのは、性懲りもなくダメ男を掴んでしまったことを認めたくないからなのか。それとも……。

『もしも蛍がその課長さんを好きになっちゃったらどうするの』

　美沙都の言葉を思い出す。

　……ないない。ありえない。全然タイプなんかじゃない。好きだと思ったことなんてない。それに、私をセフレとしてしか相手にしない人だ。そんな感情を持ってしまったら負けだ。

　きゅっと蛇口を捻ると、私はバスルームから出てタオルで簡単に体を拭く。そしてタオルだけを巻いて部屋へと戻った。

「……あれ？」

　佐久間さんは布団の中で横になっていた。

　いつもは、私がバスルームから出ると、眉間にシワを寄せタバコを燻らせているのに。

　不思議に思いながら、ゆっくりと近づく。布団から少しだけ出た顔を覗のぞき込むと、佐久間さんはスースーと寝息を立てていた。

　先に寝ちゃうなんて珍しい。

　よくよく考えれば、佐久間さんの寝顔を見るのはこれが初めてだ。先に寝てしまった私が目を覚ました時も、いつも佐久間さんは起きている。

　佐久間さんって隙なさすぎでしょ。心を許してないからって、そこまで気を張らなくてもいいのに。

　少しだけ寂しく思う自分がひどく身勝手に思えて、微かに笑みが漏れた。

　いつも真面目で、ちょっぴり怖い佐久間さん。そんな彼が今は無邪気に眠っていて、かわいいとすら思ってしまう。

　私は、ホテルに備えられているバスローブを羽織った。

　それから佐久間さんを起こさないように隣に潜り込むと、静かに目を閉じて眠りについた。




「――坂本、坂本」

　揺り動かされながら、佐久間さんに名前を呼ばれる。

「ううん」と声を出しつつ、うっすらと目を開けると、眉をひそめた佐久間さんの顔があった。

「おはよう。一度家に帰るだろ？　送る」

「おはようございます……って、え？　送る？」

「ああ。今日は車で来てるしな」

「今何時ですか？」

「朝の五時だ」

「助かります。お願いします」

　私は即答すると、頭を下げる。それから佐久間さんに後ろを向いてもらうと、昨日の服に着替えた。

　メイクもしていないし、格好も昨日のまま。ふたりして昨日と同じ格好で出勤するなんて、〝そんな関係です〟と誇示しているようなもの。このまま会社に行くのは無理な話だ。

「……顔だけ洗ってこい。ヨダレ垂れてる」

「えっ!?」

　慌てて口元を拭うと、佐久間さんはおかしそうに笑った。

　すぐに顔を洗って、佐久間さんの元へと戻る。

　佐久間さんは既にスーツ姿に戻っていて、昨夜無防備な顔で寝ていた時の面影など微み塵じんも感じさせない。

「行くぞ」

「はい」

　駐車場に向かい、車に乗り込む。

「坂本の家の住所、教えてくれ。ナビに打ち込む」

「あ、はい」

　住所を口頭で伝えると、佐久間さんが打ち込んでいく。そして目的地までの経路が画面に映し出されるのを確認して、車を発進させた。

　その様子をまじまじと見つめながら、微かに動揺している自分に気づく。

　なんか、いつもタクシーで見送ってもらうから変な感じ。昨日から調子が狂う。できれば、あまりイレギュラーなことはしないでほしい。

　いつもと違うことが続きすぎて、どう接したらいいのか分からなくなる。もっとドライになれたらいいけれど、さすがにそこまで割りきれない。

「昨日は突然すまなかった」

「え？」

　車を運転しながら佐久間さんが急に謝るから、私はなんのことを言われているのか分からなかった。

「あんな強引な誘い方をして、大人げなかったと思ってる」

「……ああ。いえ、そんなことないです」

　どんな経緯があって私を抱きたいと思ったのかは見当もつかないけど。確かに、いつもの佐久間さんとは違っていたような気もする。とはいえ、私はそうハッキリと断言できるほど、佐久間さんのことを知らない。ほんの数ヶ月、体の関係を持っているだけなのだから。

「ダメだな、坂本といると我慢ができなくて困る」

　佐久間さんは、苦笑しながらそう言った。

　私のことを好きなわけじゃないのに、我慢ができなかっただなんて、そんな発言をしないでほしい。

「……立派なセクハラ発言ですよ」

「はは、そうだな。坂本の言う通りだ」

「会社の皆が今の発言を聞いたら、相当驚くと思います」

「言わないでくれよ？」

「約束はできません」

　そうは言いつつも、そんなことは口が裂けたとしても言えるわけがない。佐久間さんの好きな人が誰かも知らないのに、ペラペラと周りに話せるほど私は口が軽くない。

　一応、常識ってものを持っていると思っているし、セフレという事実を公にする気もない。実際、セフレと知られたら〝遊ばれている女〟とレッテルを貼られるのは目に見えている。

　私自身、そう思ったりもするから。だから、美沙都の言葉も分からなくはない。

『都合のいい女』

　悔しいけれど、そうなってしまっているのは事実だ。

「俺からやめるつもりはないから、もしも飽きたのなら正直に言ってくれ」

　そう言って、ふっと微笑んだ佐久間さん。だけど、なぜかとても悲しそうな笑顔だった。

　自分からやめるつもりはないって……好きな人と結ばれてもってこと？　それとも、結ばれる可能性がないのだろうか。

「好きな人へ心が通じることはないんですか？」

「そうだな。俺のことは眼中にないと思う。だから気持ちを伝えたところで、今の関係が壊れるのも嫌だしな」

　その人のことを思い出しているのか、佐久間さんは微かに笑った。

「てことは、その人と仲よしなんですね」

「……仲よしと言えるかは分からないが、悪い関係ではないと思う」

「佐久間さんはその人の恋人になりたくないんですか？」

「それはまた直球だな」

　驚きながらも私の発言にククッと喉を鳴らした佐久間さんは、私をちらっと見る。

「だって、それって普通の感情じゃないですか」

　……いや、私はそう思ってない。思わなくなっていた。

　それは、今までの男運のせいだ。

　佐久間さんにもいろいろあって、そう思ったのかもしれないのに、ズケズケとこんなことを言ってしまうなんて。

　デリカシーに欠ける発言に後悔していると……。

「現状に満足はしてる。だが、欲を言えば……だな」

　喉になにかが突っかかったような言い方。

　ああ、きっと佐久間さんはその人を大事に想ってるんだ。いいな。私もそんなふうに想われたいよ。……よし、決めた。もしも佐久間さんがその相手とうまくいったのなら、私は素直に引き下がろう。そして、佐久間さんに言ってやろう。『飽きた』って。

　それまではこの関係を続けよう。

　自分にそう言い訳をして、納得させた。




「ありがとうございました」

「ああ。それじゃあ、また会社で」

「はい」

　佐久間さんの車を見送ると、私は自分の部屋へと入った。

　着替えてメイクをして、軽くご飯を食べたらすぐに出勤だ。さすがにもう一度お風呂に入る時間はない。

　今日は香水も付けておこう。一応、同じホテルに泊まったのだから。もしかしたら同じシャンプーの香りがするかもしれない。

　気にしすぎかもしれないけれど、女というのはけっこう目ざとい。気づいていないようで、気づいている。

　会社の女の子たちと食事をしたりしてると、それがよく分かる。

　私はそれにいつも相あい槌づちを打つだけ。面倒だから、巻き込まれたくない。修羅場体験は自分だけで手いっぱいだ。




　会社に到着すると、自然と佐久間さんの姿を探している自分がいた。

　どうやらいないらしい。まだ来ていないのか、それともどこかへ行っているのか。いやいや、そもそもなんで私は佐久間さんを探してるんだろ。好きな人がいると分かった途端、意識してるとか、恥ずかしすぎる。バカみたい。

　はあっと小さくため息をついた時……。

「おはよー……って、朝からため息とか辛気くさいな」

　私の肩をポンポンと軽く叩きながら、しかめっ面をしている広瀬に話しかけられる。

「……広瀬。おはよう」

「昨日はどうだった？」

「え？　あ、うん。けっこういっぱいいっぱいだった」

「だろうな。最初だけだよ。すぐに慣れる。それに、お前ならできるよ」

　笑顔で私の肩を一度ぽんっと叩く広瀬。

「……うん、ありがとう」

「やけに素直だな。気持ちわるっ」

　私のお礼の言葉に眉間にシワを寄せながら、広瀬は顔を覗き込んでくる。

「素直にお礼を言ったのに、それはないでしょ」

　広瀬はいつもこうだ。もうお礼なんて言ってやらん。

「嘘だよ。ほら、怒ると眉間にシワが寄ってババアになるぞ」

「うるさい」

「あはは」

　腕を組みながらむくれると、広瀬は笑い声を上げた。

　ムッとしながら広瀬から顔を背けると、視線の先には、佐久間さん……と永戸さんがいた。

　並んで歩くふたりは会話をしながら、時折笑顔を見せている。

　なんだ、もう来てたんだ。永戸さんといたのか。そうか。

　私が一点を見つめているのに気づいた広瀬が、私の視線を辿たどり、口を開く。

「ふたりって仲よしだよな。付き合ってるって、もっぱらの噂だぜ」

　驚いた私は広瀬に視線を移す。

「そうなの？」

　初めて聞いた。

　それから私は広瀬からふたりに視線を戻す。

　確かに、佐久間さんは永戸さんにはよく笑顔を見せているような気もする。会社でほとんど見ることのない笑顔。私にはあまり見せてくれないのに……。

「だから昨日、永戸でなくて坂本と一緒に営業に行ったことに周りは騒然としてたよ」

「なにそれ」

「仕事だろって思うだろ？　でも、そういかないのが女子だよなあ」

「あんたはそれをどこで聞いてたのよ」

「女子ランチの時」

　それは、女子のランチに混ざっていたってことだろうか。まあ広瀬なら納得だし、女子も大歓迎だろうけども。

　そんな広瀬は置いておいて、佐久間さんと永戸さんって、付き合ってるって噂があったんだ。そういえば、昨日ショップスタッフの子も言ってたな。お似合いだって。

　もしかしたら、佐久間さんの好きな人は永戸さんなのかも。それなら、現状以上を求めようとしないことにも納得がいく。永戸さんに告白して振られでもしたら、やりにくいことこの上ないだろう。

　それならなんで私に営業を付き合わせるんだろう。今まで通り、永戸さんと一緒に回っていればいいのに。

　ふと、昨日永戸さんににらまれたことを思い出す。

　もしかしたら、永戸さんも佐久間さんのことが好きなのかな？　だとすれば、にらまれたことにも合点がいく。そのポジションは私のものだったのにって思われたのかもしれない。

　……ああ、佐久間さんとの関係は絶対にバレないようにしなきゃ。バレたら後が怖い。

　ぶるっと身震いしながら、私はもう一度ふたりを見つめた。

　スラッとした身なりの佐久間さんと、今日もオシャレな永戸さん。

　どこからどう見ても、ふたりはお似合いだった。










ハッキリしない私




　週末、私は美沙都と会う約束をしていた。

　待ち合わせ場所に先に到着した私は、カフェでコーヒーを飲んでいた。

　結局、佐久間さんとはあれ以降、ろくに会話もしていない。営業に出かけたのもあの日だけで、今週は通常業務だった。

　いつもと変わらない日常に戻って、ホッとしている自分がいた。

　広瀬と相変わらずバカ話をしながら、一日をこなす。うん、これでいい。これが私と佐久間さんなんだ。

　小さなわだかまりは残っていたけれど、気づかない振りを決め込んだ。

「あれ、坂本じゃね？」

　突然名前を呼ばれ、声がした方を見る。

「広瀬」

　そこに立っていたのは、トレイを手にした広瀬だった。トレイの上には、コーヒーと、ここの看板メニューのパニーニがのっている。

「なにやってんの。ここ、いい？」

「どうぞ。私は友達と待ち合わせ」

「友達？　女？」

　私に質問をしながら、広瀬は目の前に座った。

「そうだよ。広瀬はひとり？」

「秘密」

　そう言って、しれっとした顔でコーヒーを口にする。

「……なにそれ」

　秘密にする意味がまったく分からないんですけど。

「気になる？」

「いや、全然」

「なんだよ、そこは『気になる』って言うとこだろ」

　少しだけムッとした表情を見せる広瀬。

「なんで私が、広瀬が休日になにをしてるかを気にしなきゃならないの」

「冷たいな～。坂本って、雪女よりも冷たいわ」

「雪女に会ったことあるのか」

　手で腕をこすって体を温める素振りをしながら言う広瀬に、私は眉間にシワを寄せて反論した。

「ないけど。でも会えるなら、ぜひともよろしくしたいわ」

「女ったらしめ」

「モテるって言ってくれます？」

「…………」

　またなにか言っても、きっと広瀬はこの調子で返してくるから無視が一番。

　はあっとため息をつく。

　なんでこんな男がモテるんだ。私には理解不能だよ。

「まあ、好きな女に好かれないと意味ないけどね」

　パニーニをかじりながら、広瀬はそんなふうにぼそっと呟く。

「えっ、広瀬、好きな女とかいたの？」

　なにそれ、知らない。初めて聞いた。

「いますよ。失礼な」

「だって、誰とでも仲よくって感じじゃん」

「気のない女相手になら、当たり障りなくいくでしょ」

　飄ひょう々ひょうとした様子で言い切る広瀬。本心みたいだ。

「あれが当たり障りなくなの？」

「いやさー、俺ってモテるじゃん？」

　言い方にカチンとくるけど、まあこの際放っておこう。実際にモテるから、なにも言えないし。

「まあ、そこは認めるけど」

「だけど、その子は俺に興味なしって感じなの。いくらふたりで出かけようとも、甘い雰囲気になんかならないんだよね」

「広瀬、まさかその好きな子にも『ババアになるぞ』とか言っちゃってる？」

「…………」

　私の言ったことが図星なのか、広瀬は固まって動かない。

「言ってるんだ。それ、ダメでしょ。そんなん意識なんてされないっつーの」

「分かっちゃいるんだけどな。からかった時の顔がかわいいから、つい」

「……ゾッコンじゃん」

「うっせーよ」

　広瀬は目を逸らしながら、照れくさそうにパニーニを食べる。頬が少しだけ染まっていて、普段の彼からは想像もできない。

　なによ、ちょっとだけかわいいじゃない。……へえ、広瀬も好きな子にはこんな感じなんだね。意外。

　そういえば、佐久間さんも『俺のことは眼中にないと思う』って言ってたな。広瀬も一緒なんだ。ふたりとも、報われない恋をしてるんだ。

　なぜか私だけ取り残された気分になってしまう。例え叶かなわなくても、好きな人がいるふたりが羨ましい。

　だからといって、恋愛に踏み出せる気はしないけど。年齢を重ねるごとに臆病になっている。

「坂本はいねえの？　そんな相手」

　広瀬はなぜか視線を逸らし、コーヒーを飲みながら尋ねてくる。

「私？　私は……いないかなあ。まあ、今はまだいらないって思ってるからいいんだけどね。でも、羨ましいかな」

「羨ましい？」

「うん。普通の恋愛がしたいよ、私は」

　情熱的に盛り上がる恋をしたいとは思っていない。ドラマみたいな展開も求めていない。ただ、隣にいるだけで幸せだと思いたい。

　平凡で、なんの変哲もない恋人だけど、お互いを信頼しているふたり。たまにはケンカもするけれど、次の日には仲直りして笑い合えるふたり。

　簡単なことのようで、実はとっても難しい。

「女って、もっとこう、ドラマチックな恋愛をしたいんじゃねえの？」

「それは若い子の話じゃない？　私はもうババアですからね」

「ああ、なるほど」

　広瀬は小バカにしたようにハッと笑って、納得した様子を見せる。

「ちょっと、ババアを否定してよ」

「だって、ねえ？」

「広瀬～」

「蛍ー！」

　キッと広瀬をにらみつけたところで、私たちの元に走ってきたのは美沙都だった。

　私の目の前にいる広瀬を見て、目を真ん丸にしている。

「えっと……？」

　美沙都は困ったように、私と広瀬を交互に見ている。

　そんな美沙都に、広瀬はニッコリスマイルで話し出した。

　出た、営業スマイル。これに皆騙されるんだよ。

「初めまして。俺、同期の広瀬って言います。たまたま会ったんで話してました」

「あ、そうだったんですか。私は志し村むらです」

　ぺこっとふたりしてお辞儀をしている。

「それじゃあ、邪魔しちゃ悪いから、あっち行きますね」

「え!?　いいです、まだ食べてる途中みたいだし、広瀬さんさえよければいてください」

　立とうとする広瀬を座らせると、美沙都はニッコリと笑顔を見せた。

「美沙都!?」

　ちょ、ちょっと。なに引き留めてるの。

「そうですか？　では、お言葉に甘えて」

　しかも、広瀬もまんざらでもないって感じで話を進めてるし。てか、広瀬の用事は!?　秘密だと濁されて、なにも聞いてはいないけど。……まあ、別にいいけどさ。広瀬が嫌いなわけじゃないし、一緒にいて楽しいのは確かだし。

「ごめんね、遅くなって。午前中、ちょっと式場とか行っててさ。お腹空いちゃった。なにか頼んでくる」

　肩をすくめながら遅刻した理由を言うと、美沙都はバッグを椅子に置いた。

「そうだったんだ。そんなに待ってないから平気。行ってらっしゃい」

　それから財布だけを手にすると、美沙都は注文をしにカウンターへ向かった。

　再び、広瀬とふたりになる。

「めっちゃいい子そうだな、美沙都ちゃん」

　美沙都の背中を見つめていた広瀬が、私に言った。

「いい子だよ、実際」

「お前にはもったいない」

「うっさいな。てか、広瀬も用事があったんじゃないの？」

「んー。あるよ。もうちょいしたら行くつもり」

「そう」

「なに？　俺がいなくなるの寂しい？」

「……早く食べてどっか行ってください」

　広瀬はクスクスとおかしそうに笑っている。

　本当にへらず口ばっかり叩くんだから。

「いやー、暑いね」

　戻ってきた美沙都は、ミルクティーを持った手とは逆の手で顔を仰いでいる。

「そうだね、暑い。私もカーデ脱ご」

　寒くなったら困るからと、薄手のカーディガンを羽織ってきたけど、いらなかったかも。

「あれ？　蛍、ここ赤い」

　私がカーディガンを脱いだところで、美沙都はなにかに気づいたようだ。私の肩部分を指差した。

「え？　どこ？」

「ちょうど蛍から見えない位置かも」

「嘘。虫にでも食われたかな？」

「……いや、これってキスマークじゃない？」

　美沙都がまじまじと言う。

「……え？」

　とっさに広瀬を見ると、驚いた顔をしている。

「ち、違うよ。そんなまさか」

「えー。あの人じゃないの？」

「ちょっ、その話は」

　私は慌てて美沙都の口を塞ぐが、広瀬にはばっちり聞こえていたようだ。ニッコリと笑っていて、怖い。

「坂本、あの人って誰？」

「……いや、別に」

「ふうん。好きな人はいないのに、そういう相手はいるんだ」

「……広瀬には関係ないじゃん」

「まあね、俺には関係ないけど」

　やけにトゲのある言い方。軽蔑されたのだろうか。

　その場がシンと静まり返る。

　最初に口を開いたのは美沙都だった。

「広瀬さん、蛍って男運悪いんですよ」

「え？」

「ちょっと、美沙都？」

　目を真ん丸にする広瀬と、慌てる私。

　しかし、美沙都は気にせず続けた。

「蛍って本当にいい子だし、一途なのに、男運だけは最悪。だから、こうなってしまったのは仕方ないというか。裏切られてばっかだと、疲れちゃうんですよ。歳を取ると、特にね」

「…………」

　広瀬は、美沙都の言葉をただ黙って聞いていた。

「私は蛍が傷つく姿を見るの嫌だし、幸せになってほしいって思うけど、こればっかりは相手次第だから。不倫じゃなきゃ、どんな関係でもいいと私は思います」

「……美沙都」

　そんなふうに思ってくれてたんだ。嬉しい。

　美沙都の温かい言葉に、じーんと胸が熱くなる。

　すると広瀬は、美沙都から私に視線を移し、口を開いた。

「坂本はそんな関係を続けてて、傷つかないのかよ」

　否定も肯定もできない。これからどうなるかなんて分からない。

　ただ、今もし佐久間さんを失ったら、私は少なからず傷つくと思う。失恋とか、そんなんじゃなくて、心にぽっかり穴が空いてしまうというか……。

　無言でいる私に、広瀬ははあっとひと息つくと、まっすぐに見つめる。

　なぜかその視線にドキッと心臓が跳ねた。

「俺は嫌だ。そんなの、自分のこと大事にしてねえよ」

　広瀬はそうキッパリと言い放った。

「広瀬……」

　どことなく気まずい空気が流れて、私は俯うつむく。

　すると、広瀬がガタッと音を立てて、立ち上がった。

「……悪い。俺、行くわ」

「え。でも、広瀬さんまだ……」

　美沙都が広瀬のトレイに乗った食べかけのパニーニを見て、心配そうに呟く。

「包んでもらうから大丈夫です。すみません、志村さん」

「あ、いえ」

「……広瀬？」

　ぼそっと小さく広瀬を呼ぶと、広瀬はふっと笑った。

「そんな情けない顔するなよ。不細工な顔がいつも以上に不細工だぞ」

「不細工って……」

「待ち合わせ時間もそろそろだし。それじゃ、坂本。また会社でな」

　ぎこちなく笑った広瀬は、店を後にした。

「……あれは蛍のこと、好きかもね」

　広瀬の後ろ姿を見送りながら、美沙都が独り言のように呟く。

「は!?」

　なにを言ってるのよ、この子は。誰が誰を好きだって？

　口を開けたまま、呆けてしまう。

「だってヤキモチでしょ、あれ」

「ええ？」

　ふたりして顔を見合わせる。

　や、きもち？　なんで？　どうして？　というか、どうしてそうなるの。広瀬がそんな女を好きじゃなかっただけかもしれないじゃん。

「広瀬さんって、調子いい感じするじゃん？」

　美沙都ははミルクティーを飲んでから、そう言った。ストローでカラカラと中の氷をかき混ぜている。

「えっと……まあ、ね」

「例えば蛍を好きじゃなかったら、きっと『そんな物好きな男もいるんだな』とか言いそうじゃない？」

　物好きって言い方も失礼だけども。確かに、そんなふうに言いそうだ。すごく広瀬っぽい。

「確かに……」

「でも、『俺は嫌だ』ってハッキリ言ってたじゃん。てことはだよ、蛍に好意があるってことじゃないかなーと私は思ったんだが。実際は分かんないけど」

　美沙都は腕を組み、首を捻りながら言った。

「分かんないのかい」

「だって、初対面だもの。それにしても、広瀬さんイケメンだったね」

　広瀬のことを思い出しながら、美沙都は少しだけウキウキしている。

「美沙都まで騙されるの？」

「騙されてるのか、私」

　ぽかんと口を開ける美沙都。

「大いに騙されているな」

　大げさに頷きながら言うと、美沙都は私の様子に笑いながら答えた。

「あはは。でもさ、広瀬さんなら騙されてもいいって子、多そうだよね」

　私はタイプではないけど、と最後に付け加えつつ、美沙都は納得した様子だ。

　まさか広瀬が私を好きだなんて、ありえないでしょ。そんなふうに感じたことは一度もなかったし、いつもからかってくるし。……あれ、そういえばさっき『からかった時の顔がかわいいから、つい』って、広瀬は言っていた。

　……え、それって私？　いや、違うよね？　あはは。違う、違う。なに自うぬ惚ぼれてんの。

　あの広瀬がゾッコンになっている相手が、私のわけない。はあ、危うく自意識過剰女になるとこだった。まったく、美沙都も変なことを言わないでほしい。

　ひとりで焦っていると、美沙都は含んだ笑いをしながら、私の肩を指差した。

「ところで、これはどういうことかしら」

　私の肩にあるという、キスマーク。それを誰がつけたかなんて分かっている。

　犯人はきっと佐久間さん。だけど、どうしてそんなことをしたのかはサッパリ分からない。

「……さあ？」

「さあって。つけられたんでしょ？」

　努めて明るく、笑って言ったつもりだった。だけど、美沙都が神妙な面持ちで尋ねてくるから、きっとうまく笑えていなかったのだろう。

「覚えてない」

「そりゃ激しいこっちゃ」

「いや、違うって」

　だって、いつつけられたのか本当に覚えていないんだから。確かに、あの最中につけられてしまったんだろうけど……。うん、やっぱり分からない。

　その時のことを思い出して、頬が熱くなってくる。

「てかさ、普通なんとも思ってない相手にキスマークってつけなくない？」

　顎に手を置きながら言う美沙都は、難しい顔をしている。

「なんとも思ってないよ、彼は。だって、好きな人がいるってハッキリ言ってたし」

「マジか」

「マジです。でも、いいの。それでも関係を続けているのは私なんだから」

「……そっか」

　美沙都は少しだけ寂しそうな顔を見せる。

　私が傷つかないか心配してくれているんだ。

　でも、佐久間さんは私に選ばせようとしてくれた。この関係を終わらせたいなら、それでもいい。飽きたと言ってくれ、と。

　佐久間さんは、ちゃんと私に終わらせ方を教えてくれている。それでも終わらせないのは、私。

「相手が好きな人とうまくいったら、その時はキッパリと関係を絶つよ」

「その好きな相手が誰かは聞いてないの？」

　美沙都は少しだけ悩んでから、そう尋ねてくる。

「うん。教えてくれなかった」

　私が即答すると、「だよね～」と言いながら背もたれに背中をつけて呟いた。

「まあ、教えないか。普通」

「でも、相手との関係はよさそうだよ。なんとなくそうじゃないかって子も、ひとりいるんだよね」

　思い出すのは、並んで歩く佐久間さんと永戸さんの姿。

「そうなの？」

　驚いた様子で私にぐいっと体を近づけた美沙都は、なぜか声をひそめる。

「めっちゃお似合いで、びっくりするよ。どっちかが告白したらうまくいきそう」

「でも、そうしたら蛍は関係をやめなきゃいけないじゃん」

「最初からおかしな関係なんだから、別にいいんだよ」

　自嘲しながら言うと、美沙都は呆あっ気けにとられたようだった。

「おかしな関係って分かってるのか」

「分かってますよ」

　セフレなんて、世間一般から見て明らかにおかしいでしょ。そんなことは分かってる。都合のいい女だけど、私だって都合よく利用してるもん。お互い様だ。

　それでも、私を抱く佐久間さんの手はすごく優しい。普段のクールな佐久間さんとは違って、とっても。だから、また触れてほしいと思ってしまうのだ。

「それにしても、課長さんも他に好きな人がいるのにキスマークつけるとか、意味不明だね」

「本当に」

　キスマークをつけるのって、独占欲とかじゃないのかな。束縛が激しい元彼によくつけられたっけ。『見えるとこはやめて』ってお願いした時には、『他の男に見られるのが嫌なのか』なんて怒鳴られた。

　でも、佐久間さんはそんな理由じゃないと思う。だって、佐久間さんは私を束縛したことなんてない。連絡だって気まぐれ。それに、好きな人がいるとハッキリ言っている。きっと、気分が盛り上がってつけてしまったんだろう。

　そうやって自分を無理やり納得させた私は、ニッコリと笑って美沙都に言った。

「それはそうと、式場とか決めるの大変そうだね」

「そう！　そうなのよ、聞いてよ～。あのね――」

　待ってましたとばかりに、美沙都は結婚式についての愚痴を話し始める。

　それに相槌を打ちながら、これがマリッジブルーってやつなのか、と呑気な私は思った。




　その後、私たちはショッピングに出かけた。『ストレス発散してやる！』と意気込む美沙都に付き合ったせいで、私が家に到着したのは夜だった。

　私も久々に買い物をしたな。新しい洋服はテンションが上がる。

　今日買ってきた洋服をハンガーにかけると、私はひとり微笑んだ。

　それからゆっくりお風呂に入ったり、明日の洋服を決めたりして、後は寝るだけ！の状態でベッドの上で足のマッサージをする。

　途中で手を止めて、キスマークのある場所にそっと触れた。

　……私にバレないように、こんな場所にキスマークつけるとか、佐久間さんはいったいなにを考えているんだろう。佐久間さんの真意が分からない。

　それでも……もし『今日会えるか』とあの低い声で問われたら、『イエス』と答えてしまうのだろうけど。










選ばないといけない




　休日明け。

　広瀬と顔を合わせるのが、少しだけ憂鬱だった。それに佐久間さんと顔を合わせるのも、どことなく複雑だ。それでも仕事だから、仕方ない。

　なんとか自分を奮い立たせて、私は会社へ向かった。

　そして出社早々、ドアを開けた先にいたのが広瀬で面食らった。

「広瀬、おはよ」

　おずおずと挨拶をすると……。

「坂本、おはよ」

　思いのほか広瀬は普通だった。

　あれ、気にしてないんだろうか。それとも、敢えて普通に接してくれているんだろうか。

　広瀬の意図することが分からず、私は自分の席でパソコンを立ち上げながら、頬杖をついた。その時……。

「佐久間課長、おはようございます」

　後ろから誰かの声がして、ドキッとした。ゆっくりと振り返り、佐久間さんの姿を視界に捉える。

　今日もピシッとしたスーツに、さりげなく光るネクタイピン。いつも通りの佐久間さんだ。

　その佐久間さんの姿を見つめながら、やっぱり分からないな、と思う。

　好きな人がいるのに、どうして私を抱くのか。好きでもないのに、どうしてキスマークなんてつけるのか。

　本人に聞いてしまえばいいのに、それができない。それをしてしまったら、この関係が終わってしまう気がするから。

　前を向き、はあっと小さくため息をつく。

「坂本、おはよう」

「おは、おはようございます！」

　まさか佐久間さんに声をかけられるとは思っていなかったから、動揺して声が上ずってしまった。

　しかし彼は大して気にしていないようで、既に自分の席に向かっていた。

　うっわー。私だけすごく意識してる。いや、別に私が意中の相手でもないんだから、佐久間さんが普通なのは分かってはいるんだけどね。それにしても私、なに動揺してるんだか。……はあ、もう、仕事だ仕事。

　私は腕をぐるっと回し軽くストレッチをすると、パソコンの画面に向かった。




　朝礼が終わると、各々が業務につく。

　えっと、今日は発注の確認と、雑誌の打ち合わせと……。

　今日やるべきことをひとつずつ確認していた時だった。

「坂本」

　突然、佐久間さんに声をかけられた。

「はい」

「今日は、新店舗に一緒に付いてきてくれ。内装のチェックをしたいんだ」

　思わず『えっ？』と驚いた声を出してしまいそうになり、慌てて口をつぐむ。どうにかその言葉を呑み込んでから、私は佐久間さんに返事をした。

「でも、今日は十三時から長なが沢さわくんと一緒に『ＮＯＩＳＥノイズ』との打ち合わせがありまして……」

　今日は、月刊誌ＮＯＩＳＥの編集部と、次号のＮｅｏｐｉｖｏ特集についての打ち合わせをすることになっていた。

「おい、長沢。ＮＯＩＳＥとの打ち合わせはお前だけで行ってくれるか？」

　佐久間さんは長沢くんを呼ぶと、そう尋ねた。

「大丈夫です」

　パソコンに向かっていた長沢くんは、ぽっちゃりとした体をひねって振り返ると、即答した。そして、心配そうな顔をする私に、「俺がちゃんと打ち合わせしてきますんで、心配しないでください」と微笑んでくれた。

「ありがとう、長沢くん」

　私がお礼を言うと、今度は佐久間さんが長沢くんに話しかける。

「その時間、坂本と新店舗行ってくる。いきなりで悪いが、よろしく頼む」

「はい、分かりました」

　長沢くんは頷くと、自分の作業に戻った。

「坂本、十時にここを出発するから、そのつもりでいてくれ」

　それだけ言うと、佐久間さんは踵を返す。

「……はい」

　私は佐久間さんの後ろ姿をしばらく見つめることしかできなかった。

「なに。最近、佐久間さんに気に入られてるの？　お前」

　椅子の背もたれに腕を乗せた広瀬が急に耳元で声を出したから、肩がびくっとなった。すぐに振り向くと、広瀬は私でなく佐久間さんを見つめている。

「ちょっと広瀬。突然出てこないでよ」

「で、どうなのよ」

　抗議するように口を尖らせた私をちらりと見た広瀬は、ぼそっと呟く。

「どうって……分かんないよ」

　思わず広瀬から視線を逸らした。

　私を指名した佐久間さんの気持ちなんて、恋人でも友人でもない私に分かるわけがない。

「でも、さっき言ってた新店舗チェックって、誰でもよかったんだよ」

「え？」

　誰でもよかったって、どういうこと？

　不思議に思いつつ、広瀬の顔を覗き込む。

「むしろ、佐久間さんひとりで行ってもよかったんだ。それなのに、敢えて坂本を連れていくってことは、だ。佐久間さんは坂本と一緒に行きたいってことだろ」

「……考えすぎじゃない？」

　広瀬の言っていることは、飛躍しすぎていると思う。佐久間さんにはなにか考えがあったのかもしれない。

　だけど、広瀬は納得していないようだ。

「この手の勘ってけっこう当たるんだよ、俺。それにしても、佐久間さんって謎だよなー」

「謎って？」

「プライベートなことはほとんど話さないし。飲みに行った時にいろいろ聞いてものらりくらりとかわされるし。でも、佐久間さんなら彼女のひとりやふたり、いてもおかしくないだろ？」

　難しい顔で、考える素振りを見せる広瀬。

「……まあね」

　好きな人はいるんだけどね。だから、特定の人を作らないだけ。

　そう思っていても、広瀬に教えられるはずもなく、私は言葉を濁した。

「あ、そうだ。坂本、今日暇？　飲みに行かね？」

　手をぽんっと叩き、思い出したかのように広瀬は尋ねてくる。

「暇だけど、佐久間さんに同行するから、帰りがいつになるか分かんないよ」

「へーき。俺、今日はやること多いから、会社に残ってるし」

「じゃあ、終わったら連絡する」

「はいはーい」

　さすがに今日はホテルって流れにはならないだろう。今朝、佐久間さんからお誘いの連絡はなかったし。

　とはいえ、まさか広瀬に飲みに誘われるとは思ってなかった。思っていた以上に普通だし。でも、もしあのことを聞かれたら、どう返事をしようかな。

『俺は嫌だ』

　そう言った広瀬を思い出す。

　友達がバカな男に捕まってるから、言ってくれたんだよね？　でも、その男にすがっているのが私のほうだと知ったら……広瀬は呆れるかな。

　ちらっと一度、佐久間さんを見る。

　もちろん、目が合うことはない。パソコンに向かっている佐久間さんを見て、私は小さくはあっと息をついた。




「坂本、行くぞ」

　十時になり、佐久間さんが私を呼びに来る。

「はい」

　既に準備を済ませていた私は、バッグを持って佐久間さんの後ろを付いていく。

　一応、今日は直帰ではないらしい。新店舗のチェックをしたら、すぐに戻ってくるみたいだ。

　外出の旨をホワイトボードに書くと、私と佐久間さんは会社を後にした。




「実は、新店舗の担当を坂本にやらせようと思ってる」

「え!?」

　車内で突然、佐久間さんにそんなことを言われて、私は大きな声が出た。

　しかし、その詳しい説明をしないまま、佐久間さんは質問をしてくる。

「ノベルティがもらえる最低購入金額をどうするかが議題に上がっているんだ。坂本はどう考える？」

「えっと……」

　確か、トートバッグだったっけ。

「はい、うちのブランドは若い子向けですので、五千円が妥当だと思います。他に、オープン限定のショップ袋に購入商品を入れるのはどうでしょうか。数量限定で。そうすれば、五千円までいかないけど、そのショップ袋が欲しいからという理由で、他の小物を一緒に購入してくれる子もけっこういるかと」

「なるほど。確かにうちのショップ袋は人気があるからな」

　私の言葉に頷く佐久間さんは、話の続きを待ってくれている。

「他のブランドとの差別化をはかるなら、トートバッグだけでなく、最低購入金額をランク分けして、もっとレアリティの高いノベルティを用意してもいいと思います。例えば、時計とか、財布とか。それなら、一万ぐらいでも出すと思います。私なら出しますね。以前、別のブランドのノベルティでルームウェアがあったことをご存知ですか？　すごい人気で、午前中には無くなったそうです」

「ああ、知っている」

　オープン前から、そのノベルティ目当てに並ぶ人がいたそうだ。そのことを思い出しながら話す。

「それでは……ジュエリーボックスはどうでしょうか」

「ジュエリーボックス？」

「はい。うちのブランドのロゴが入った、アクセサリーなどを入れるボックスです。今までうちは、ノベルティは小物やバッグのみだったんで、今までにないアイテムにすれば、遠方からも集客を見込めます。固定のファンがいますからね」

「ふむ。ジュエリーボックスの場合は、大体いくらぐらいを考えている？」

　佐久間さんは、真剣な顔で尋ねてくる。

「そうですね……二万～三万くらいで、数量も五十個ほどが限度でしょうか」

　私は少し考えてから答えた。

「いけると思うか？」

「クオリティによると思います。長く使えて飽きのこないデザインのノベルティなら、それだけで価値があります」

「デザイン次第か。長く使ってもらうとなれば、素材から考えないといけないな」

「そうなりますね」

　車を運転しながら、佐久間さんはなにかを考えているようだ。

　ズケズケと思うままに言ってみたけど、どうなんだろう。

「それでいこうか。目玉となるノベルティを考えていたんだが、なかなか浮かばなくてな。企画デザインをデザイナーと打ち合わせてくれるか？」

　特に否定することなく、すんなりと私の意見を受け入れた佐久間さんは、私を見ずにそう指示をした。

「こんな簡単に決めていいんですか？」

　あまりにもあっさりと意見が通ってしまったから、私は何度も目を瞬かせる。

「俺はダメだと思えば首を縦に振らない。坂本の話には説得力があるし、俺もいけると思ったから賛成したまでだ。頑張ってくれるな？」

「はい、頑張ります！」

　こんなふうに自分の企画を支持してもらえるとは思いもよらず、嬉しさが込み上げる。こうなれば、後は頑張るしかない。デザイナーと何度も打ち合わせをして、納得のいくものを作ろう。

「それじゃあ、帰社したら、取り急ぎ企画書をまとめてくれ」

「はいっ」

　自然と顔がゆるんでいた。

　会社に戻ったら、気合いを入れて頑張ろう。

　そう心に決めた。




　新店舗に到着し、佐久間さんと一緒に中へ入る。

　内装デザインを手に持ちながら、佐久間さんは工事の人たちに指示を出していく。そしてしばらくチェックをしたあと、納得した様子で挨拶をして、外へ出た。

「ついでに最寄り店舗のチェックもしていくか」

　先を歩く佐久間さんは、立ち止まって私の方を見る。

「はい」

「そういえば、もう昼だな。お腹は空いたか？」

　私が隣に来るまで待つと、佐久間さんはそう尋ねた。

「……少し」

　自分の腕時計を見ると十三時で、いつものランチよりも一時間ほど遅い。

「じゃあ、通りにある店でなにか食べよう。なにが食べたい？」

「なんでもいいです」

「そうか」

　そう言って、佐久間さんが連れていってくれたのは、定食屋だった。

「ここのサバ味み噌そ煮に定食が最高なんだよ」

「そうなんですか。じゃあ、それを頼みます」

　壁にかけられたメニューを見ていた私だったけど、見るのをやめて、佐久間さんがオススメしてくれた定食を食べてみることにした。

「ひとりではよく来るんだけど、女性と来るのは初めてだな。パスタとかのほうがよかったか？」

　そう尋ねる佐久間さんに、私は首を振った。

「いえ、定食屋さんは私も好きです」

「よかった」

　私の答えを聞いてホッとしたのか、佐久間さんは微かに目を細めた。

　その後、サバ味噌煮定食が運ばれてきてひと口食べると、あまりのおいしさに驚いた。かなり大きな声で「おいしい！」と言ってしまった。

　すぐに口をつぐんだけど、佐久間さんは「だろう？」と言って笑いながら私を見つめた。

　あまりにも優しく微笑むから、慌てて視線を逸らす。

　それからふたりして黙々と食べ終えると、佐久間さんは『部下に支払いはさせられない』と言って、先に会計を済まして外に出てしまった。

「ごちそう様です」

　慌てて頭を下げる。

「いや」

　佐久間さんは微笑んだだけだった。




　最寄りの店舗でも、先ほどと同じようにディスプレイなどをチェックしながら、佐久間さんは売り上げを確認する。

　店長に商品の陳列の仕方や、新人店員の接客を注意すると、私たちはその店を後にした。

　その道中、見つけたのはかわいい雑貨屋さん。思わず足を止めてしまった。

「どうした？」

　不思議そうな顔で尋ねてくる佐久間さんにハッとする。

「いえ！　ちょっとかわいいなと思って……」

「なにをかわいいと思ったんだ？」

「え？　その、これです」

　花モチーフがついたシンプルなネックレス。これなら普段でも使えそうだ。

「こういうのが好みなのか」

　ふむ、とどこか納得しながら、佐久間さんがそのネックレスを覗き込む。

「あまり派手でないから洋服も選ばないかなと思って。あっ、すみません。足を留めてしまって。行きましょうか」

　すぐに佐久間さんの横に並ぶ。

「ああ。それから、今後は外出も増えると思うから、会社でもすぐに出かけられる準備をしておいてくれ」

　佐久間さんは歩きながらそう言った。

「はい」

　売り上げや店舗調査。それから流通についてももっと勉強しなくちゃ。

「忙しくもなると思うが、なにかあれば言ってくれ。できるだけ善処する」

「はい」

　期待されているってことだろうか。それなら素直に嬉しい。佐久間さんの期待に応えたい。認められるようになりたい。

　スタッフにも、この人なら安心して店舗について相談できると思われたい。佐久間さんのように……。




　結局、あれからまた別の店舗にも寄りたいと佐久間さんが言い出したから、会社に戻ってこられたのは、就業時間後だった。

　いったん自分の席に戻ると、辺りを見渡す。

　広瀬いるかな。いないなあ。約束をしていたし、帰るはずないと思うんだけど……。

「坂本」

　キョロキョロしている私に声をかけてきたのは、佐久間さん。手にはなにかの資料を持っている。

「どうかしましたか？」

「今日、空いてるか？　予定がないのなら、どうかと思ってな」

　遠慮しているふうでもなく、普通に尋ねてくる。

　それに動揺したのはこちらだ。

「えっ……」

　それって、ホテルに行こうってこと？

「あ、あの。今日は――」

　しどろもどろになりながらも断ろうと思っていたら……。

「あ、坂本！　帰ってたんだな！」

　明るい声で広瀬がこちらに寄ってきた。佐久間さんにも笑顔で会釈している。

「お疲れ様です。佐久間さん」

「なんだ、まだ残っていたのか」

　広瀬がいるとは思っていなかったのか、佐久間さんは一瞬だけ目を見開いた。

「はい、やることがあって。でも、今日は坂本と飲みに行く約束をしてたんで、早めに切り上げられるように頑張りました。さて、坂本行こうか」

　ニッコリと笑いながらそう言った広瀬は、早々に話を終わらせると私を促した。

「あ、えっと、うん」

　すると、佐久間さんはすぐに私の方を向くと……。

「坂本、お疲れ。用事があったんだな、さっきの話は忘れてくれていい」

　そう言って、自分の席へと戻っていった。

　なにも返せず、私はその後ろ姿を目で追った。

　さっきの誘いはなんだったんだろう。ただ食事に誘っただけ？　それとも、ホテルへのお誘いだったの？

「坂本、行こ？」

「え？　あ、うん！」

　広瀬に声をかけられて、ハッと我に返る。

　とっさに笑顔を向けたけど、広瀬は笑っていなかった。だけど、それはほんの一瞬で、すぐに顔をほころばせる。

「いつも行くとこでいい？」

「うん」

　広瀬の言葉に頷くと、私たちはオフィスを後にした。




　ふたりで行きつけの大衆居酒屋へ向かう。しかし珍しく広瀬は黙ったままだ。

　普段はうるさいくらいよくしゃべるのに、どうしたんだろう。

「……なあ、お前と佐久間さんって、なにかあるのか？」

　口を開いたと思ったら、藪やぶから棒になにを言い出すんだろう。

「なにかって？」

「まさかとは思うんだけど、そのキスマークの相手って、佐久間さんじゃないよな？」

　真面目な顔で問われる。

「はぁ!?」

　驚きと動揺で思いっきり変な声が出てしまった。ドクンドクンと鼓動が速くなって、嫌な汗が出てくる。

「な、なに変なこと言ってるの」

「だって、佐久間さんって坂本にやけに構ってる気がするし」

　広瀬は眉間にシワを寄せ、私の瞳を真正面から見つめてくる。

「そんなの気のせいに決まってるじゃん」

　努めて冷静に返事をした。

「……だよなあ」

「うん。それに、永戸さんといい感じなんでしょ？」

「お似合いってだけで、いい感じとは別じゃね？」

「いい感じだからお似合いに見えるんじゃないの？」

「そうとも言うのかな。まあ、あの佐久間さんが坂本なんか好きにならないよな」

　ハハッと広瀬はおかしそうに笑った。

　自分でも佐久間さんが私を好きになるはずはないと分かっていても、広瀬に言われるとどこかカチンとくる。

「……それはちょっと失礼だけど」

　ふて腐れながら言った私に、「あはは」と声を上げて笑った広瀬は、いつもの広瀬だった。

　それにしても、あまりにも鋭くて驚いたよ。うまくごまかせてよかった。

　私はふっと安あん堵どの息を吐いた。




　いつもの居酒屋で、いつも通りの注文を済ませる。

「お疲れー！」

「お疲れ！」

　ビールのジョッキをカチンと合わせて、乾杯をした。

「今日は仕事したって感じだわ」

　軽く肩をマッサージしながら、広瀬が言う。

「今はなにをしてるの？」

「今度、渋谷でＳＨＯの催事があるんだけど……前にちょこっと話しただろ？　それの担当になったんだよ」

「あ、あれか。担当になったの？　すごいじゃん」

「だろ？　ファッションショーと、その物販。そこそこの規模だから、成功したら話題にはなるな。モデルは今売り出し中の緋ひの人とだし」

「じゃあ、緋人に会えるの？　いいなあ」

　広瀬の言葉に、私は目をキラキラとさせる。

「なに、坂本はああいうのがタイプなの？」

「タイプっていうか、カッコいいとは思うよ」

　緋人というのは、野々村さんの連載もある、ＡＮＮＥの専属モデルに抜ばっ擢てきされた期待の新人モデル。紅い髪の毛が特徴的で、どこか人を惹きつける魅力があった。

　甘いマスクとは対照的に、挑発的な表情を浮かべ誌面に写る彼は、クールでカッコいいと、男女問わず人気がある。私も一度は実物を見てみたいなと思ってはいた。

「そうかー。緋人かー」

　緋人のことを思い出しているのか、広瀬はそう言って唸うなっている。

「いや、別にタイプってわけじゃ……」

「じゃあ、どんなのがタイプなわけ？」

　私のタイプかあ……。昔は身長が高い人がいいとか、優しい人とか、いろいろあったけど。ぶっちゃけ今は、もうどうだってよくなっている。ただ願うことは、ひとつだけ。

「一途であれば誰でもいいな」

　いろいろと最低な男に出逢ってきたけれど、浮気をされることが一番辛かった。他に女がいることに気づいても、私のほうが捨てられるかもしれないと思えば、そのことを聞く勇気はなかった。段々と迫りくる終わりに、怯おびえるしかなかった。

　そんな経験は二度と味わいたくない。

「なんだ、それ」

　広瀬は眉をひそめている。想像していた答えではないのだろう。

「だって、心変わりしない人って、なかなかいないでしょ」

「いると思うけど？」

「そうかなあ」

「坂本って、勤続何年だよ」

「えっ、勤続？　急にどうしたの。広瀬と同じじゃん」

「いいから。何年？」

「えっと、確か六年かな」

「そう、六年」

　広瀬はぐいっとビールを流し込むと、ジョッキをテーブルにだんっと置いた。それから、驚きょう愕がくの事実を口にした。

「俺、片想い歴六年だから」

「……それって、社会人になってからずっと好きだったってこと？」

「そう」

　私の問いに、広瀬は少し照れくさそうに頷いた。

「嘘。じゃあ、その好きな相手ってのは職場の人間？」

「まあ、そうなるな」

「ええええ。教えてよ！　知りたい！」

　ぐいっと広瀬の方に身を乗り出す。

　誰なんだろう。まさか同じ職場の人だったとは。知りたい。

「無理」

「なにそれ、ケチ」

「じゃあ、教える代わりに坂本も教えてくれる？」

　枝豆を口に運びながら、広瀬が私に視線を送った。その瞳はいっさい笑ってなくて、ドクンと心臓が跳ねる。

「その、相手。肩にあるキスマークの」

　トンッと自分の肩を差しながら、広瀬が言った。

「……知ってどうするのよ」

「気になるから。俺が知りたいだけ」

「広瀬の知らない人だよ」

「そうなの？　俺はそう思ってないんだけど」

　最初から広瀬はこれを聞きたくて、今日私を誘ったのかもしれない。

　視線を泳がせていると、テーブルに置いていた私の携帯が鳴り響いた。ビクッとしながら携帯を覗き込む。

　ディスプレイに映し出されていた名前は……。

　佐久間さんだった。










選べなかった




　広瀬の目の前で電話を取るか。どうしようか。

　すぐに電話を取ろうとしない私に、広瀬は不思議そうな顔を向ける。

「出ないのか？　誰から？」

　そう言って私の携帯を覗き込もうとしたから、慌てて隠す。しかし、時既に遅し。

「……佐久間、さん？」

「あ、うん。なんだろう、仕事のことかな。ごめん、ちょっと出てくる」

　これで出ないのも、おかしい。だけど、いつもなら広瀬の前で気にせず出るのに、違う場所に行こうとしているのもおかしい。

　分かってはいるけれど、広瀬の目の前で電話に出たら、なにもかもがバレる気がする。

「ここで出ればいいじゃん。いつもそうなんだから」

　立とうとした私の手を、広瀬がぐっと掴む。

　振りほどくこともできずに私は静かに座り直した。だけど広瀬の手は解かれることなく、繋がれたままだ。

　なおも鳴り続ける着信。

　広瀬の痛いほどの視線を受けながら、私は通話ボタンを押した。

「はい、もしもし」

《あ。今、少しだけ大丈夫か？》

「……はい」

　ちらりと広瀬を見ると、ばちっと視線がかち合った。

　広瀬が私の手をぎゅうっと強く握る。

《企画書のことだが……》

「はい」

　よかった。仕事の話だ。

　ホッとしながら私は佐久間さんの話に耳を傾ける。

　佐久間さんは、今日の昼間に話していたノベルティについての企画書のデッドラインと、デザイナーに話を通したことなどを簡単に説明した。

《――詳しいことはまた明日》

「分かりました」

《……それと》

「はい？」

《さっき忘れてくれと言ったが、もしも会えるなら来てほしい。二十二時まで会社にいるから》

　佐久間さんは真剣な声色でそう言った。静かに、だけどもハッキリと私に聞こえるように。

　こんなふうに誘ってくるなんて思ってもいなかった。

　携帯を持つ手にぎゅっと力が入る。私はすぐに返事をすることができなかった。

　仕事の内容は、別に今わざわざ電話をかけてきてまで言う必要はなかった。だから、これが本当に言いたかったことなんだ。

　そう思ったら、どう返したらいいのか分からない。言葉を詰まらせていると、通話口から佐久間さんの声が聞こえた。

《それじゃ、広瀬にも突然悪かったと伝えてくれ》

「……分かりました。伝えておきます」

　通話を終えた後、私は携帯をテーブルに置いて広瀬を見る。

　広瀬はずっと私の手を握ったまま、険しい顔をしていた。

「仕事についての電話だった。突然悪かったって広瀬に伝えてくれってさ」

「あ、そう」

　広瀬はぶっきらぼうに答えた。

「……手、離して」

「嫌だって言ったら？」

　広瀬は握る手に力を込める。

「冗談はやめてよ」

　こんな時までからかわないでよ。広瀬、好きな子いるって言ってたじゃん。その子に一途なんでしょ？　なんでこんなことするの。

「気づけよ、鈍感」

　そう言って、こっちをにらみつける広瀬。

「は？」

　眉をひそめて広瀬を見つめる。

　広瀬は顔を俯かせながら話し出した。

「最初は笑顔がすっごいかわいい子だって思った。緊張して自己紹介してるのが俺にも伝わってきてさ。それが終わったあとに、小声で『頑張ろうな』って声をかけたら、満面の笑みを向けてくれた。ただ、その時はまだ気になる程度だった。彼氏もいたしね」

「え……」

　広瀬の話すことに思い当たる節があった。でも、でも……。

　なおも広瀬は続ける。

「それが本格的な好きに変わったのは、長いこと付き合ってた彼氏に振られたって知った時だった。悲しいはずなのに笑ってる姿を見た時、俺なら泣かさないのにって思った」

「……ちょ、っと待ってよ。それって」

　声が震えた。

　まさか私のこと？　嘘、でしょ。広瀬が？

　広瀬と視線が絡み合う。

　すると広瀬は、ぼそっと呟くように言った。

「俺はずっと坂本が好きだったんだよ」

「う、そ……」

　信じられない。だって、広瀬は女の子からモテて、選び放題で。それなのに、私なんかを選ぶなんて思わないじゃない。

「言っただろ？　俺のことなんて眼中にないって。坂本、思ってもなかっただろ。俺が好きだなんて」

　言葉にならなくて、私は何度も首を縦に振った。

　その様子に、広瀬はおかしそうに笑う。

「ほらな。まったく気づいてない」

「だって、そんな素振り見せたことないじゃない」

「恥ずかしくてできなかったんだよ」

　広瀬は顔を手で覆うと、照れくさそうに言った。

「なにそれ」

「この前、けっこうヒントを出したと思うんだけど」

「……いや、全然気づかなかったし」

　もしかして、と思ったのは事実だけど、ただの自惚れだと考え直したから。

「鈍感すぎだろ」

「あれで自分を好きなんじゃないかって思ったら、自意識過剰でしょ」

「……はあ」

　広瀬は肩を落としながらため息をつく。

　だって、これまで散々ババアだのなんだのと悪態をつかれてたら、普通は恋愛対象だなんて思わないでしょ。

「とにかく、体だけの関係の相手がいるんだと思ったら、許せなかったの。俺は坂本が好きなのに。でもさ、どうしたらやめさせられるか分かんなかった。だって、俺、坂本の恋人じゃないから」

　そう言った広瀬の顔はどこか苦しそうだった。

「広瀬……」

「好きって言えば変わるかなって思った。でも、坂本が俺を好きじゃないのは分かってたし。だから、俺の本心を伝えた上でお願いしようと思ったんだ」

「……お願い？」

　私が聞き返すと、広瀬ははあっと一度息を吐き、決意したように私を見た。

「お願いだから、そういうのはやめてほしい。誰でもいいなら、俺が相手する。付き合えとか言ってるんじゃない。体だけがいいなら、それでもいい」

「なに、言ってるの？　バカなこと言わないでよ」

「俺、本気だよ」

　広瀬はいっさい笑っていない。真面目な顔で、私を射抜くように見つめている。

「利用するなら、俺を利用しろよ」

　どうしてそんなまっすぐに、『俺を利用しろ』だなんて言えるの。

「……無理。広瀬、ごめん。私、広瀬のことをそんなふうには見れない」

　たまに悪態をつくけど、よき友人としか思ったことがなかった。それ以上の感情を持ったことはない。

　私は視線を伏せながら言った。

「うん。知ってる。でも、分かんないじゃん。俺と一夜を共にしたら、好きになるかもしれないぞ」

「嫌だ。広瀬とはいい関係を続けたいから」

　広瀬ともし体を交えてしまったら、なにかが崩れてしまうような気がして、踏み出すことなんてできない。

「いい関係ってなに？　友達でいようってこと？　よき同僚でいようってこと？　俺が好きだって言ってるのに？」

　広瀬は矢継ぎ早に言う。

「ごめん。そういう意味じゃ……」

　私、広瀬を好きなんだよ。恋愛感情ではないけれど。ただ、広瀬を失いたくないの。どうしたらこの気持ちを伝えられる？　分かんないよ。

「俺もけっこう必死なわけ。どうしたら坂本とその人の関係を解消できるか。何度も考えて考え抜いた結果が、相手を俺にすればいいってことだった。別にテクに自信あるとか思ってない。でも、坂本が望むように俺はすべてを捧ささげるよ」

　広瀬は前髪をくしゃりと掴みながらそこまで言うと、私に強い視線を送る。

「ちょ、なに言ってるの」

「本気だって言ってるじゃん。そいつとの関係を切れるなら、俺はなんでもするって言ってるの。好きじゃなきゃ、自分からセフレにしてくれなんて言うかよ。俺は坂本が好きなのに……」

　冗談を言っているとか、からかっているわけではないことがよく分かる。広瀬はさっきから真剣に私に訴えている。

　悲しそうな声で、独白するように言った広瀬に胸が締めつけられた。

　好きな相手に、セフレにしてくれだなんて。そんなこと、言えないよ。だけど、それほど広瀬は私と佐久間さんとの関係を壊したいんだ。……相手が佐久間さんだって知ったら、広瀬は怒るかな。でも……。

「それでも、私は広瀬とはそんなことできない」

　恥も外聞もすべて捨てて、私のことを想ってくれる広瀬。だけど、こんなのは間違っている。誰も幸せになんかなれない。例え広瀬と関係を持ったところで、私が広瀬を好きになる保証なんてどこにもないのだから。

　私の返事に広瀬は目を閉じると小さくひと言、「分かった」と告げた。

　訪れた沈黙。

　私はどう言葉にしていいのか分からない。

　すると、広瀬が先に口を開いた。

「……なんか、ごめんな」

　困ったように笑う。

　私はすぐに首を横に振った。だけど、そのあとが続かない。

「あー……、今日はもう帰ろうか？」

　視線を泳がせながら広瀬は言った。

　お互いジョッキにはまだ半分ほどビールが残っている。普段なら、少しお酒が入ったこの時間くらいから話が盛り上がって、結局、終電間近にまでなってしまい、慌てて店を出るというのに。

　でも、これ以上飲んだところで、楽しく会話ができる気はしなかった。

「そうだね」

　私が頷くと、広瀬は先にレジへと歩いていく。

　急いで荷物を手にして、後を追いかける。だけど、既に支払いは済んでいた。

「えっ、半分払うよ」

　バックから慌てて財布を取り出そうとする。

「今日は要らない。楽しい飲みの席をダメにしちゃったお詫わび。奢られておいて」

　その言葉に反論できず、私は小さく頷いた。

「……分かった、ありがとう」

　私がすんなり受け入れたのを見て、広瀬は微かに笑った。

　ふたりでお店から出ると、広瀬が私の方を向く。

「それじゃ、俺……ちょっと会社に戻る」

「え？　なにか、忘れ物？」

「そう、明日までに詰めておかないといけない書類を忘れちゃったからさ」

「そうなんだ、分かった。じゃあ、私は帰るね」

「気をつけろよ」

　そう言ってぎこちなく笑った広瀬に返すように私も笑った。










求めてしまう




　広瀬と別れ、駅に向かって歩き出した私はさっきの出来事を思い返していた。

　まさか広瀬が私にずっと片想いしていたなんて……。

　信じられない思いでいっぱいだった。

　この前、広瀬が怒った時にまさかとは思ったけれど、それまでは一度もそんなふうに感じたことすらなかった。モテる広瀬が私を好きなはずがないと、心のどこかで思っていたから。

　私は広瀬のことを考えつつ、腕時計に視線を落とす。

　時刻は二十一時四十三分。……今から戻れば、佐久間さんに会える。

　でも、広瀬は会社に戻ると言っていた。これでは鉢合わせになってしまう。

　広瀬には、体の関係の相手が佐久間さんだということはなんとしても伏せておきたかった。あの様子では、佐久間さんに直接『やめてください』と言いに行ってしまいそうだ。

　広瀬が誰かに言いふらしたりすることはないだろうけど、私たちの関係を知ることで、彼が尊敬する佐久間さんを嫌いになるのは避けたかった。

　やっぱり今日は会っちゃいけない。

　そう決めた私は、駅に到着すると定期を取り出し改札を抜ける。そして、飲み会帰りのサラリーマンたちに紛れ、目の前に滑り込んできた電車に乗った。

　ガタンガタンと電車の揺れを感じながら、吊つり革を握る。流れゆく車窓の景色をボーッと見つめた。

　佐久間さんはまだ待っているだろうか。

　私はこれまで佐久間さんを、ただの都合のいい相手だと思っていた。だけどこの前、好きな人がいると聞いてから、彼の存在をどうしても意識してしまう。

　その上、今日広瀬に告白されて、分かってしまった。体だけの関係とはいえ、その相手は誰でもいいわけではなかったのだ。いくら仲のいい広瀬でもダメなんだ、と。

　……佐久間さん以外の代わりなんていない。あの大きな手も。色っぽい体も。私も見つめる瞳も。『蛍』と呼ぶ、優しい声も。

　私を満たしてくれるのは、佐久間さんだけ。

　もしかしてこれって……佐久間さんを好きってこと？　私はいつの間にか、佐久間さんをただのセフレとは思えなくなっていたんだ。

　吊り革を握る手にぎゅうっと力がこもる。

　認めたくなかった。できれば、気づきたくなんてなかった。

　好きだと思ってしまえば、佐久間さんに抱かれることが辛くなる。他の相手を想いながら私を抱く佐久間さんを見て、苦しくなるに違いない。

　でも、でも……私は佐久間さんに抱かれたい。

　今日は会っちゃダメだと分かっているのに、心の奥底にあるその気持ちはどうしても消えてくれない。

　何度も自問自答を繰り返しながら、ついに自宅の最寄り駅まで到着してしまう。

　しかし、私の足は改札には向かわなかった。

　向かった先は、反対側のホーム。

　これから私は佐久間さんに会いに行く。




　会社に到着した頃には、二十二時を二十分過ぎていた。社内の電気は消えていて、人が残っている気配はない。忘れ物を取りに来たという広瀬も帰ってしまったのだろう。

　ふたりが鉢合わせしなくてホッとしたけど、私の心には残念な気持ちが広がる。

　あーあ、バカみたい。こうまでして、佐久間さんに抱かれたいとか。惨めにもほどがある。

　再び涙がじわりと浮かんできた時……。

「……坂本？」

　背後から私を呼ぶ声が聞こえた。その瞬間、びくっと体が揺れる。

　嘘、でしょ……。

　恐る恐る後ろを振り返る。

　そこに立っていたのは、佐久間さんだった。

「……どうした？　泣きそうな顔をしているが、なにかあったのか」

　そう言いながら佐久間さんは驚いた顔で私を見つめている。

　だけど、私はそれに返事をすることなく、疑問をぶつけた。

「なんで、いるんですか。てっきり帰ったと……」

　すると佐久間さんはふっと笑って、少しずつ私に歩み寄ってきた。

「さすがに帰ろうと思ったんだが、途中でなぜか坂本が来るんじゃないかって気がして、引き返してきた。もう少し待ってみようと思ってな。どうやら、この選択は正解だったようだ」

　優しく微笑んだ佐久間さんは、私の前に立つと目の端に滲にじんだ涙を手で拭った。

「……佐久間さんっ」

　さっきから涙が止まらない。

　佐久間さんには好きな人がいるのに。それはきっと永戸さんで、私が好きだと自覚したところで、報われることなんてないのに。永戸さんには勝てないのに。

「どうして泣いてるんだ？」

　くしゃっと顔を歪ゆがめて涙を流す私に、佐久間さんも困惑しているようだ。

「……っ」

「言わなきゃ分からないだろ。……どうしたら泣き止む？」

　困ったように微笑む佐久間さんは、優しく尋ねてくれる。

「――ださい」

「えっ？」

「私を、抱いてください」

　佐久間さんの目をまっすぐ見つめた。

「……さ、かもと？」

　佐久間さんは驚きを隠せないらしい。

「なにも考えられないようにしてください」

　好きな人がいてもいいから。今はなにも考えずに、ただ佐久間さんに抱かれたい。明日に後悔するのは分かってる。それでも……。

　私はぐいっと自分の涙を拭うと、佐久間さんを見上げた。

「それしか方法がないんだな？」

　涙を拭う私の手を、佐久間さんがきゅっと掴む。

　私と佐久間さんの視線が交わる。

　私はゆっくりと、佐久間さんの言葉を肯定するように頷いた。

　佐久間さんはなにも言わず私の手を強引に引っ張ると、そのまま歩き出した。




　いつものホテルに到着した私と佐久間さん。

　部屋にふたりきりになった瞬間、佐久間さんは私を壁際に追いやり、唇を奪う。息をつく間もなく、次のキスが降ってくる。

「……蛍」

　佐久間さんは熱の帯びた瞳で私を見つめ、低い声で名前を呼んだ。

　甘い響きが私の脳内を刺激する。

「さ、くまさん」

　佐久間さんの唇は私の唇から頬、耳に移り、段々と下りていく。そして鎖骨へ唇を這はわすと、チュッと吸い上げた。

「あっ」

　急に甘い刺激が訪れ、私は思わず声を漏らした。

　その声を聞いて、佐久間さんは動きを止めると、私を下から見上げた。

「……どうしてほしい」

「もっと佐久間さんでいっぱいにしてください。もっと……名前を呼んでください」

「蛍」

　そう、ぽつりとこぼす。それから私に顔を近づけると、キスを繰り返す。その合間に私の名前を何度も呟き、荒々しく抱きしめた。

　甘い吐息が漏れ、私は佐久間さんでいっぱいになる。

〝けい〟なんて名前、かわいくなくて嫌いだった。美沙都みたいな女の子らしい名前に憧れた。だけど、佐久間さんに呼ばれるたび、私はこの名前を好きになっていく。

　部屋の中央には広いベッドがあるのに、私たちはそこまで辿り着くことができない。早く繋がりたくてどうしようもない。

「さ、くまさん」

　潤んだ瞳で佐久間さんを見れば、彼は強引に衣服を脱がせ、性急に私を求めた。ベッドではなく床の上で。

　彼も私を欲していたことが私には嬉しくてたまらない。彼の行為を受け入れ、快感に身を委ねた。




「け、い……」

　佐久間さんは果てた後、私のことをぎゅうっと抱きしめた。もうとっくに涙は引いていたけれど、心配そうに私の顔を覗き込んで頬を撫なでる。

　なにか言いたそうではあるけれど、聞くのをためらっているようだ。もしかしたら広瀬となにかあったと思っているのかもしれない。

　私を起き上がらせ、床に散らばっていた洋服を着させると、彼はベッドまで私の手を引き、腰かけさせてくれた。

「……もう平気か？」

「はい、すみません」

　隣に並んで座る佐久間さんを見上げる。

「いや」

　佐久間さんは少しだけ考え込むと、遠慮がちに口を開いた。

「……広瀬となにかあったのか？」

　やっぱりそう思うよね。

　私は首を横に振って、否定した。

　広瀬の告白のことは言えない。結果、振ってしまったことも。

「広瀬とはなにもないです」

「……そうか」

　納得してはいないけれど、私にそう言われれば納得せざるを得ない。佐久間さんからはそんな思いが感じられた。

「今日はタバコを吸わないんですか？」

　空気が重くなったような気がして、私はわざと明るい声を出す。

「え？　ああ……持ってきてない」

　佐久間さんはタバコを探す素振りも見せずに言った。

「そうなんですか？」

「行く途中に買おうと思ったが、それどころじゃなかったしな」

「……ですね。取り乱してごめんなさい」

　泣きながら『抱いてください』なんて、恥ずかしいにもほどがある。

　途端に羞恥心が襲ってきて、私は尻すぼみに声を小さくした。

「いや、でも珍しいな。あんなに感情むき出しの坂本は初めて見た」

　〝坂本〟。その言葉に、胸がズキッと痛む。

　蛍から坂本に呼び方が戻っただけで、私と佐久間さんの間にはとてつもなく高い壁があるような気がしてならなかった。

　苦しさをごまかすように、私は「そうですか？」と笑いながら答えた。うまく笑えている自信はないけれど。

「坂本は、あまり感情を表に出さないだろ？　笑うことはあっても、本気で怒ったり、悲しんだりしているところを見たことがなかったからな」

「そんなことないです。それなりに怒ったりしてますよ」

　そう言いつつも、仕事に私情を挟まないように努めてきたのは確かだ。愚痴のひとつをこぼしたくなる時もあるけれど、それはなるべく美沙都に言うようにしている。

「そうだったか？　俺は見たことがないが。それに、坂本は自分が悪くないのに自分を悪者にするからな」

「なんですか、それ」

「覚えているか分からないが、もう退職してしまった寿ことぶきを覚えているか？」

「菜な々なちゃんですよね。はい、覚えてます」

　菜々ちゃんは、私よりも一年後に入社してきた女の子だ。典型的なブリッ子で、男性社員に媚こびを売っては仕事をよくサボっていた。

　それで女子社員たちにはやっかまれていたわけだけど、私は触らぬ神にたたりなしってことで、なるべく近づかないようにしていた。

　その奈々ちゃんがどうしたというんだろう。

「寿と一緒にある企画を担当していた時、寿が大きなミスをしたことがあっただろ。それなのに、なぜか怒られていたのは坂本だった。事実をハッキリ伝えてもよかったのに、坂本は文句や言い訳ひとつ言わずに部長に謝罪していた。寿の名前を出すこともなしに」

「……ああ、ありましたね、そんなこと」

　あの時は本当に大変だった。おかげで、私は連日残業続きだった。

「そのすぐ後に、女子社員たちが寿の愚痴で盛り上がっていたんだが、そこに坂本がやってきたんだ。彼女たちは今回の被害者は坂本だと寄ってきたんだが、坂本は彼女たちに言ったんだ。『私がしっかりしてなかったから、ミスが起きた。ちゃんと確認していればミスは起きなかった。だから、私のミスだ』ってな」

「……言いましたっけ。私」

　首を捻って思い出そうとするけど、思い出せない。

「覚えていないほどに、自然と出た言葉なんじゃないか？　寿を責めるのは違うとキッパリ言った坂本を見て、まだ二十代の子が大したもんだと驚いたのを覚えてる」

　佐久間さんはその時のことを思い出しているのか、時折頷きながら話していた。

　私が覚えていないようなことを、佐久間さんが覚えてくれている。そして、その部分を褒めてくれるなんて思わなかった。

　じんわりと心が温かくなる。

「坂本はすぐに自分を責める。きっと今まで付き合った男に対しても、自分がもっとああしてたら、と思っているんだろう。そこは長所でもあるが、短所でもある。坂本はもっと誰かを責めていい。すべてを自分の中に抱えていたら、坂本はいつか潰れる」

　私をまっすぐに見つめ、ハッキリと言い切った佐久間さん。

　そんなこと、初めて言われた。私に男を見る目がないだけだと思っていた。選んだ自分が悪い、と。

　私の目から自然と涙がこぼれ落ちる。

「前に、男運が悪いのは坂本が優しいからだと言ったよな」

「はい」

『坂本は器が大きいというか、心が広いからな。それに甘えてダメ男に成り下がってしまうんだろう』

　以前、居酒屋で男運が悪いことを打ち明けた時に、そう言われた。

「ハッキリと否定しておこう。それは坂本のせいじゃない。男に甲か斐い性しょうがないからだ。きっと、坂本にふさわしい男が現れる」

　私を見るその瞳はひどく優しくて……。

「……佐久間さん」

　涙がまた溢れた。

　そんなふうに言ってくれるのは嬉しい。でも……『ふさわしい男が現れる』なんて言わないで。私が好きなのは、佐久間さんなんだから。

　お願い。佐久間さんだけはそんなこと言わないで――。
















第三章　それでも、










膨らんでいく想い




「坂本……」

　泣き止まない私を心配する佐久間さん。

　でも、なぜ泣いているのかなんて言えるはずもない。好きだと伝えて、困らせることはしたくない。

「大丈夫です、すみません」

　泣き顔を見せないように顔を覆う。

「謝るな。迷惑とは思ってない」

「……っ」

　なんで今日はこんなに優しいんだろう。いつもはもっと素っ気ないのに。

「今日はもう寝たほうがいい。隣にいるから」

　佐久間さんは遠慮がちに私の頭に手をぽんっと置く。

「はい……」

「起きたら少しは気分も晴れるだろう」

　声にならなくて、私は首を縦に振ると横になる。

　佐久間さんも隣に潜ると、布団をかけてくれた。

「……手、握ってもらっても、いいですか」

　私は小さな声で言うと、隣にいる佐久間さんを見た。

　手ぐらい、いいよね。これぐらい甘えることを許して。

「ああ」

　佐久間さんは目尻にシワを寄せて優しく微笑むと、私の手を取った。

　温かい。そのことにまた涙が滲むけど、やっぱり佐久間さんの体温は安心できる。

　泣き疲れたこともあり、私のまぶたは自然と落ちて、気づけば眠りについていた。




　目が覚めたのは、深夜だった。真っ暗な部屋が広がっている。

　うっすらと目を開けるも、泣きすぎたせいで目に違和感を感じる。

　腫れたかな。でも、言われた通り寝てよかった。幾分気持ちも落ち着いている。

　隣には、私の手を握りながら眠っている佐久間さん。

　その姿を見ただけで、私の目には涙が浮かぶ。ズキズキと胸が痛む。

　もう佐久間さんと、この関係は続けられないかもしれない。でも、私はこの人に言えるのだろうか。『もう終わりにしてください』と。

　きっと『会いたい』と言われたら、私はのこのこ会いに行ってしまう。この手に触れたいと、思ってしまう。一度知ってしまったら、もう戻れない。深みにハマったら、抜けられない。

『蛍は付き合ったらすぐにのめり込むタイプだからさ。体の関係を持ったら、そんな感情を抱いてもおかしくないかなって』

　美沙都の言葉を思い出して苦笑する。

　さすが、私の親友。私以上に私を分かってる。

　私は佐久間さんの手をそっと離すと、布団から抜け出した。洗面所へと向かい、鏡を見た。

　鏡に映った自分はひどく醜かった。目はありえないぐらい腫れ、マスカラもはがれ落ちている。ファンデーションもところどころ薄くなっていて、笑えない。

　……こんな姿、普通に引くよね。突然の泊まりにも対応できるように、普段からメイク落としシートを持ち歩いていてよかった。すべては、佐久間さんに急に誘われても大丈夫なように、だったわけだけど。

　はは。これで、なぜ私は好きじゃないと思い込んでいたんだろう。

　ベッド脇に置いてあるバッグからメイク落としシートを取り出すと、私はその場で丁寧に拭いていく。その時、後ろから小さく唸る声が聞こえて、ドキッと心臓が大きく跳ねた。

「ぅん……、ん？」

　振り返ると、佐久間さんが目を開けたところだった。私に気づくと、体を起こす。

「……起きてたのか」

　少しだけボーッとしている佐久間さん。乱れた髪や、シャツから覗く素肌が、妙に色っぽい。

　そんな寝起きの姿を見たことがないから、直視できなくて視線を逸らしたまま口を開く。

「はい。今、起きたばっかりです」

「そうか。もう平気か？」

　佐久間さんは優しく尋ねてくれた。

　そのことに、きゅうっと胸が締めつけられるように苦しくなった。

「はい。お騒がせしました」

「いや。……今、何時だ？」

「えっと……」

　私は取り外した腕時計を確認する。

　時間は深夜の三時を過ぎた頃だった。

「三時五分です」

「そうか」

　ひと通りメイクを拭い終えると、シートをゴミ箱へ捨てる。そして、目を冷やすためにタオルを濡ぬらしに行こうと立ち上がった時……。

「坂本」

　佐久間さんにぐっと手首を掴まれた。

　急な出来事に息を呑んだ。佐久間さんに掴まれた部分が熱い。

　ボロボロのひどい顔だからじゃない。今、私がどんな表情をしているのか分からないから見てほしくなかった。佐久間さんを意識し、好きだと思う気持ちが、きっと顔に出ている。私の思っている以上にハッキリと。

「……今、目が腫れててひどいので、見ないでください」

　反対の腕で顔を隠しながら言ったが、佐久間さんは腕を離してはくれない。

「気にしない」

「私が気にします！」

「……分かった」

　佐久間さんの手がスッと離される。

　望み通り解放されたのに、なぜか私の胸はチクリと痛んだ。

　急いで洗面所へと向かい、蛇口を捻ってタオルを濡らす。その時見た自分の顔は、目が潤み頬が紅潮していた。勘がよければ、意識していると気づくかもしれない。それを消すように、自分の顔へ水をかけた。

　お願いだから。胸の痛みも、佐久間さんを意識してドキドキとしてしまう自分も収まって。

　濡れたタオルで目を冷やすと、また涙が滲んだ。

　佐久間さんは、泣いていた私を慰めてくれただけ。あんなふうにせがまれて、放っておけなかっただけ。あれは、ただの同情。

　私を憐あわれんでいるだけだと分かっているのに。心が追いつかない。

　しばらくしてから、タオルを放して鏡を確認する。少しだけ腫れは引いていた。

「そっちに行ってもいいか？」

　背後から佐久間さんに声をかけられる。

　私がここを独占したところで、これ以上目の腫れを落ち着かせるのは無理だろう。私は「大丈夫です」と返事をした。

　佐久間さんと入れ替わりに洗面所から出た私は、ベッドに腰を下ろす。

　顔を洗ってきたのか、洗面所からすぐに出てきた佐久間さんは、タオルで顔を拭いていた。私の目の前まで来ると、見下ろすように私を見つめる。それからしゃがみ込むと、私と目線を合わせた。

　突然、近くなった佐久間さんの顔と、シャツから覗く胸板に、私は鼓動が速くなるのを感じた。

　スッと伸びた佐久間さんの手が、私の頬をするりと滑っていく。

「さっきよりは引いたな」

「み、見てたんですか！　最悪です」

　よりによって、泣き腫らした顔を見られていただなんて。歴代ワーストスリーに入るぐらいひどかったのに……。

　すると、佐久間さんはマズイという顔をした。

「い、いや、坂本が思ってるよりひどくなかったし」

　慌ててフォローの言葉を口にする。

「嘘です、ひどかったです」

　佐久間さんにあんな顔を見られて、フォローまでされているなんて、今は違う意味で泣きそうだ。

「本当だ。だから機嫌を直してくれ、な？」

　あまりに困った顔で私のご機嫌をうかがっている佐久間さんがなぜかおもしろくて、私はぷっと吹き出した。

「すみません。佐久間さんが一生懸命で、つい」

　そう言うと、佐久間さんは呆れた顔で息をつく。

「まったく。泣いたり怒ったり笑ったりと、忙しいヤツだ」

「そうですね」

　私はクスクスと口元を押さえて笑った。

「もう平気か？」

　何度も何度も尋ねられる。佐久間さんには相当心配をかけたに違いない。

　素っ気なくて、冷たいように見えるけど、本当はすっごく優しい人なんだ。

「はい、もう平気です」

「そうか。よかった」

　ホッとしたのか、佐久間さんは穏やかに微笑んだ。

「どうしますか？　もう出ますか？」

「そうだな。タクシーまで送っていく」

「……はい」

　時間も時間だし、送ってもらうことはなんら不思議なことではない。それでも、あっさりと『送っていく』と言われてしまったことに、胸がチクリと痛むのを感じた。

　まだ一緒にいたいなんて言われるわけないのに。そんなこと、分かっているのに。

　少しだけ期待した私がいて、静かに視線を伏せた。

　それから私たちは洋服を身に纏まとい、ホテルを後にした。




　大通りに出ると、佐久間さんはタクシーを呼んで私を乗せる。

「また、会社で」

「はい。今日はすみません。ありがとうございました」

　扉が閉まる前に、私は謝罪とお礼の言葉を口にした。

「いや……気にするな。気をつけて帰れよ」

「はい」

　佐久間さんは少しだけ目を細めたあと、運転手に代金を渡した。相変わらず、私に支払いをさせない。

　タクシーが発車してから、少しして後ろを振り向く。

　佐久間さんは立ち去ることなく、ずっと私の乗っているタクシーを見つめていた。

　その瞬間、ドキンとうるさいぐらいに心臓が鳴った。慌てて前を向く。

　佐久間さんは今までずっとこっちを見ていたの？　私が見たことに気づいたかな。いや、車内は薄暗いし、私には気づいていないかもしれない。

　曲がり角にさしかかり、ドキドキする胸を押さえながらもう一度振り返る。

　だけど、既に佐久間さんはいなかった。

　私はどこか寂しさを感じながら前を向いた。まだ胸の高鳴りは収まらない。どうにか落ち着けようと、ぎゅっと目を閉じる。

　このドキドキは、しばらく静かになってくれそうにはなかった。




　家に到着した私は、まっすぐにベッドに向かい体を投げ出した。

　ゆっくりと目を閉じる。ホテルで少しだけ寝たはずなのに、まだ睡眠が足りないらしい。

　眠っても大丈夫なように、アラームだけはセットしておこう。

　バッグから携帯を取り出して画面を見ると、メールの着信が一件だけあった。

　誰だろう？

　確認すると、それは広瀬からだった。

　時間は二十三時頃。佐久間さんとホテルにいた時間だ。

　私は画面をタップすると、受信メールを確認する。

【明日、朝少しだけ時間取れる？】

　その文面を読み、私は小さく唸った。

　どういう意味なのだろうか。また広瀬に言われるのだろうか。やっぱり俺を相手にしろって。

　もしそうだとしても、何度言われたところで私の答えは『ノー』だ。

　だって、私は佐久間さんが好きなのだから――。










伝えることは辛い




　広瀬からのメールにあれこれと考えていたら、訪れていた睡魔はいつの間にか消え去っていて、まったく眠れなくなってしまった。

　目を冷やしたあと、ゆっくりとお風呂に入る。

　早めに行こうと準備をして、私はいつもより一時間も早く会社へ向かった。仕事に集中していれば、きっと余計なことをなにも考えなくて済むと思ったからだ。

　結局、あれだけ悩んだにも関わらず、広瀬には【朝ね、わかった】という簡素なメールだけを返した。気持ちを伝えるなら、直接顔を合わせた時にしよう。そう思ったから。




　会社に到着すると、まだ誰も出社していなかった。広瀬も当り前だが来ていない。

　私はパソコンを立ち上げると、昨日メモした紙を元に企画書を作っていく。

　コーヒーを飲みながら、作業に没頭した。

　時間を忘れていた私を現実に戻したのは、物音だった。背後でガタッと音がして、ハッとする。

　振り向くと、そこに立っていたのは永戸さんだった。私を見て、あからさまに嫌そうな顔をしている。だけど、すぐに無表情に戻すと口を開いた。

「おはようございます」

「おはようございます。早いですね、永戸さん」

「私はいつもこのくらいです。坂本さんこそ、どうしたんですか？」

「いやー、ちょっと早めに来て仕事をしようと思って」

「……そうですよね。企画書とかありますよね」

「あ」

　そうか。もしも私があの時佐久間さんに呼ばれなかったら、永戸さんがこの仕事を担当していたかもしれないんだ。

　俯く私に、さらに彼女は厳しい口調で続けた。

「どうやって佐久間さんに取り入ったんですか？」

「と、取り入るだなんて」

　顔を上げて、永戸さんを見つめる。

「だって、急に坂本さんを連れてくなんておかしいじゃないですか」

　それは私が聞きたい。ずっと永戸さんと一緒に外回りをしていたのに、パートナーを突然私に変更するなんて、私もおかしいと思っている。

「……ミスはしないでくださいよ」

　はあっと大きくため息をつくと、永戸さんは私に冷たい視線を送った。

「え、あ、うん」

「聞いたことありますから。以前、坂本さんは大きなミスをしたことがあるって」

「それは……」

「佐久間さんの足を引っ張るような真似をしたら、私、許さないですから」

　私のことをキッとにらみつけると、永戸さんはヒールをカンカンと鳴らして自分の席へと向かった。

　参ったな。菜々ちゃんの時のミスが永戸さんの耳にも入っているとは。

　でも確かに、もし今私がミスをしてしまったら、その責任はすべて佐久間さんにいってしまう。

　……絶対にミスはできないな。

　小声で「よし！」と気合いを入れてから、私はまた作業に戻った。




　出社する人が徐々に増えてきて、オフィス内に活気が出てくる。

　一旦手を止めて入口を見つめると、そこから広瀬が現れた。まさかこんなにもタイミングよく現れるとは思っておらず、息を呑む。

　広瀬も私に気づいたようで、ばっちりと目が合ってしまった。

「おはよ、坂本」

　少しだけ眉を下げながら、広瀬は微笑んだ。

「おはよう、広瀬」

「……今、平気か？」

　広瀬は遠慮がちに尋ねてくる。

　私が首を縦に振ると、「じゃあ、こっちで話そう」と言って、私をフロアの外に連れ出した。

　広瀬に連れてこられたのは、給湯室の奥にある階段。

　人気のないこの場所で話したいことといえば、昨日のことしか浮かばない。

「昨日は悪かった。坂本の気持ちを無視して、あんなことを言って」

　広瀬は気まずそうに口を開いた。

「ううん。ちょっと驚いたけど」

「だよな。はは。でも、あれは冗談じゃない。本心だから」

「……うん」

　まっすぐに目を見ながら言われて、私は言葉を詰まらせながら返事をした。

「昨日さ、会社に戻ったのは本当だけど、実はひとりになりたかったからなんだよね」

「え？」

　昨日は忘れ物だと言っていたのに……。

　驚いて目をぱちぱちとさせながら、広瀬を見つめる。

　広瀬はなにか言いたそうなのに、頭を掻いては息をついている。しばらくして、意を決したのか、ようやく話し出した。

「あんなことを言っておきながら、結局は振られてカッコ悪いなって思ってさ。しばらく会社の目の前にあるカフェにいたんだよ」

「そうだったんだ……」

　そこは私もよく利用している。コーヒーを買って出社することもある。

「二十三時で閉店するし、それまで時間を潰そうかなって思ってたんだ。それで……あそこの二階ガラス張りだから、うちの会社がよく見えるだろ？」

　広瀬の言いたいことが段々と分かってきた私は、鼓動が速まるのを感じた。なにも言葉を発せられず、私は広瀬の話をただ黙って聞く。

「そうしたら、走ってくる坂本が見えたんだよ。誰かを探してた。あっと思ったら、その後ろから佐久間さんがやってきた」

　やっぱり広瀬は、私と佐久間さんが会社の前で落ち合い、ホテルに行くまでの様子を見てしまったんだ。いや、どこに向かったかまでは分からないかもしれないけど。

　それでも広瀬は、私たちが居酒屋に向かったと言っても信じてはくれないだろう。だって、私は佐久間さんに手を掴まれながら会社を後にしたのだから。親密な関係に見えたことだけは間違いない。

「坂本の相手って、佐久間さんなんだろ？」

　そう広瀬に問われ、とっさに否定することも肯定することもできず、私はただ俯いた。

「いいよ、正直に言って。嘘をつかれるほうが嫌だから。それに、誰かに言うつもりなんてないし」

　広瀬は優しい口調で私にそう言った。私が打ち明けやすいように。

「……そう、なの」

　言葉を途切れさせ、どうにかそれだけを口にした。

　広瀬は「だよなあ」と呟いた。それから、わざとらしく明るい声を出して、「だから俺の勘は当たるって言っただろ？」と笑った。

　なんで笑えるんだろう。私を気遣ってなのは分かっている。それでも、すごく辛いはずなのに。

　そう思ったら、私の眉間に自然とシワが寄った。

「そんな顔するなよ。俺は別に責めてないんだから」

「うん」

「そりゃさ。なんで佐久間さんなんだよって思ったし、俺にしとけよって思った。でもさ、坂本……好きなんだよな？　佐久間さんのこと」

　目を細め、眉を八の字にした広瀬は、首を傾げて尋ねてきた。

　すぐに『うん』だなんて言えない。広瀬の優しさが苦しくて、言葉が詰まって声にならない。

「あー、無理に言わなくていい。その反応だけですべて分かったわ。まったく、坂本もバカだよな。そんな関係、辛いだけだろ」

「……うん」

　私は小さく頷いた。

「なにかあったら頼ってこいよ。それでさ……」

　広瀬はいったん言葉を区切り……。

「俺のことも前向きに考えておいて」

　間を空けてから、ぽつりと言った。

「広瀬は優しすぎだよ」

　自分のことよりも、私の気持ちを優先してくれて、その上で私を好きだと言ってくれる。片想いの相手にセフレがいて、さらにはその相手が上司だというのに。

　なんで、ここまでできるんだろう。

「まあ、ホレてるからね。坂本が泣きそうなのは辛い」

「……泣いてないよ」

「嘘つけ。あんま寝てないんだろ？　クマができてる。隠し切れてねえよ。ぶっさいくがさらにぶっさいくになるっつーの」

　自分のほっぺを引っ張って、不細工に見せる広瀬。

　その不細工な顔は私ってことか。

　ムッとした私は口を尖らせる。

「うるさいな」

「そうそう、その調子。いつもの坂本に戻ってきた。お前は笑った顔のほうが似合うよ」

　さっきの悪態は私のためなんだと思えば、じわりと心が温かくなる。

「……ありがと」

　ぼそっとお礼を言うと、広瀬はニカッと笑った。

「どういたしまして」

「ふふ」

　思わずふたりで笑い合う。広瀬のおかげでちゃんと笑えた気がする。感謝しても、し足りない。

　私と広瀬は並んでオフィスに戻ることにした。

「広瀬、坂本、おはよう」

　廊下を歩いていると、背中から声がかかる。

　振り向くと、そこに立っていたのは佐久間さんだった。

　広瀬は佐久間さんを見るなり、顔を強張らせる。

　とっさに私は広瀬の洋服の裾を掴んだ。そうでもしないと、広瀬が佐久間さんに突っかかりそうな気がしたからだ。

「……おはようございます」

「おはようございます！」

　広瀬の不機嫌そうな挨拶をごまかすように、私は元気よく挨拶をした。

　もちろん、それだけじゃない。私はもう大丈夫だと佐久間さんにアピールもしたかった。

　そんな私の意図もよそに、佐久間さんはそれ以上会話を続けることなく、すぐに私たちの横をすり抜けた。

　広瀬は佐久間さんの背中を黙って見つめている。

「広瀬……」

「ごめん、ヤキモチ。あはは。勝てる気がしねー」

　私に声をかけられハッと我に返った広瀬は、すぐに明るい声でそう言った。

「広瀬は広瀬でいいよ」

「それじゃあ、好きにはなってもらえないじゃん」

「えっと……」

　そのままの広瀬が決してダメなわけじゃないのに。

　うまくフォローできない自分に眉をひそめる。

「あー、今のなし。ごめん。責めたいとかじゃないから。顔を曇らせたいわけじゃないんだよ」

「いや、なんか気を遣わせて私こそごめん」

　バツが悪そうに言う私を見て、広瀬はわざとらしく話を変えた。

「俺、今のプロジェクト絶対成功させるわ」

「うん、頑張ってね」

「俺が成功させたら、坂本は喜んでくれる？」

「当たり前じゃん」

　私の顔色を窺うように尋ねてきた広瀬に、私は即答した。だって、喜ばない理由がない。

「そっか。俺、ますますやる気が出たわ！　それじゃあ、仕事戻るな」

「うん、頑張れ」

　広瀬はウキウキしながら自分の席へと戻っていった。

　その後ろ姿を見ると笑いが込み上げてきて、私はクスクスと笑った。

　なんだか元気をもらったな。私も仕事をやる気になった。

　自分の席に戻ると、私はパソコンに向かって作業を再開した。

　佐久間さんが今日は終日外回りだったおかげか、余計なことを考えずに済み、私は仕事に集中できた。

　今日は、企画書に予算表、ポップ、雑誌媒体への売り込みなど、作成しなければいけないものがたくさんあった。

　ノベルティのジュエリーボックスをデザインしてくれるデザイナーとの打ち合わせは、明日。長沢くんからＮＯＩＳＥとの打ち合わせ内容についても聞かないと。それの報告書にも目を通さなければならない。

　就業時間内で終わらせるには時間が足りなくて、私は残業することにした。

「なにか手伝うことあるか？」

　広瀬が心配そうに尋ねてくれるけど、広瀬は広瀬で今回担当になった催事で忙しい。そんな彼に手伝ってもらうのは申し訳ない。

「ううん、大丈夫。ありがと」

　それに、これは自分の力だけでやりたかった。初めて佐久間さんに託された仕事だったから。

　結局、この日私が帰ったのは終電間近だった。




　その翌日、私は少し早めに出社して仕事に取りかかった。

　途中、佐久間さんの外回りに付き合わされたが、それで終わり。佐久間さんにホテルに誘われることはなかった。私は会社に戻って、前日と同じように残業をした。

　さらに翌日も、新店舗の内装を見るために付いてきてほしいと佐久間さんに頼まれ、私は一時間ほど同行することになった。

「今日の夜、坂本は空いているか」

　内装を見た帰り、唐突にそう誘われた。

「夜、ですか？」

　確認するように答える。

「ああ」

「……しばらく、仕事に集中したいので会えません」

　少し迷ったけれど、今は佐久間さんのことを考えたくない。忙しさが余計なことを考えさせなくしてくれているのに、佐久間さんと体を交えたら、すべて気持ちがそっちに持っていかれる。

　永戸さんに負けないように仕事を頑張りたいのに、それじゃダメだ。

「そうか。分かった」

　佐久間さんは、あっさりと私の言葉を受け入れた。

　そのことを少しだけ寂しく思ったけれど、どうしようもない。だって、佐久間さんは私のことを好きでもなんでもないのだから。私が無理だと言えば、それを受け入れるしかないのだ。

　新店舗のオープンまで時間がなくて、毎日忙しいのは正直助かった。佐久間さんのことを考えられないほど仕事に集中できた。特に、私が企画したジュエリーボックスのノベルティはサンプルに納得がいかず、試行錯誤していた。

　工場の従業員には迷惑をかけてしまったけれど、私は何度も頭を下げた。チクチクと嫌味を言われつつも、なんとか引き受けてもらえてホッとしたものだ。

　そしてオープン二週間前に、どうにか納得のいくものに仕上がった。

　新店舗については、複数の雑誌が巻頭で宣伝してくれたおかげもあって、問い合わせも多く、前評判は好調のようだった。

「坂本さん」

「はい」

　自分の机でパソコンに向かっていると、長沢くんに声をかけられた。

「ノベルティのショッパーが届いたんですが、どこに置いておきます？」

「あー、第一倉庫によろしくお願いします」

「分かりました」

　そういえば、ショッパーに紐ひもを通さないといけなかったな。長沢くんが戻ってきたら頼んでおかないと。

　その時、デスクの上の電話が鳴った。それに出ると、すっかりそのことは頭から抜け去っていた。




　オープン前日。

　私は新店舗の内装をチェックするため、佐久間さんと一緒に訪れていた。

　佐久間さんと出かけるのは久々だった。

　私が誘いを断って以降、佐久間さんはひとりで外回りに出ることが多かった。

　もしかしたら佐久間さんは、私が仕事に集中したいと言ったから気を遣ってくれたのかもしれない。

「うん、ここも問題ない」

　内装のひとつひとつをチェックしながらお店の中を歩く佐久間さんは、壁紙を触りながら呟く。

　久しぶりにふたりで外出するからか、私はずっと胸の高鳴りが止まらなかった。それが表面に現れないよう、なんとか平静を保つ。

「そうですね」

「それじゃ、今いるスタッフ全員で清掃と商品の納品チェックだな」

「はい」

　私や佐久間さん含め、オープン日に店頭に立つ販売員たちが各々動き出す。十名ほどで清掃をしながら、商品を陳列していく。その作業は休憩を挟みながら、夜遅くまで続いた。

　途中、佐久間さんは他に行くところがあるからと早めに切り上げた。

　私は『後は任せてください』と伝え、佐久間さんを見送った。そのあとは、佐久間さんの代わりに私が先導して清掃や商品陳列の指示を出していく。

　どうにか形になったところで、明日も早いからとスタッフを帰すことにした。

「坂本さん」

　帰り間際、新店舗の店長に声をかけられる。

「はい」

「あの、ノベルティのショッパーだけが届いてないんです」

「……え？」

　嘘でしょ？　すべてチェックしたはずなのに。どうしたっけ、私。

　私は慌てて手帳を広げる。そして、第一倉庫に置いていたことを思い出した。

　……やっちゃった。しかも、紐を通してない。長沢くんに頼もうと思ってたのに、言うのを忘れていた。

「あの、大丈夫ですか？」

　もう既に残っているスタッフはおらず、店長だけが心配そうに私の顔を窺う。

「え？　あ、うん。大丈夫！　オープンには間に合わせるから！」

「よかったです！　あのショッパー、スタッフにも評判がいいんですよ。明日は頑張りましょうね」

「そうですね。頑張りましょう！」

　明るい声で返すと、店長は満面の笑みを見せて「お先です」と言って店を後にした。

　本当は私も明日のために早めに帰って寝たかった。残業・早出続きで、正直疲れが蓄積していたからだ。

「……仕方ない。ひとりでやるしかない」

　ショッパーの数は、千個。明日の集合時間は、朝八時。今日は徹夜になりそうだ。

　でも、どうやって運ぼう。ダンボールはいくつあったっけ。軽トラを手配するにも、今の時間じゃ無理だよね。自腹を切ってタクシーを頼むしかないか……。よし！

　両手で頬をぺしっと叩いて気合いを入れると、私は店を後にしてタクシーに乗り込んだ。




　会社に戻ると、第一倉庫へと向かう。

　山積みになったダンボールをひとつ下ろし、封を開けて、ひとまとまりになった袋を取り出す。それから、紐を通す作業を開始した。

　ブラックコーヒーで迫りくる睡魔と戦いつつ、黙々と紐を通していく。

「終わったあ！」

　最後の紐を通し終わった時、思わず歓喜の声が出た。

　だけど、感動している暇はない。既に、朝の七時。急いで新店舗まで運ばなくてはならない。

　ここから新横浜まで、タクシーで一時間以上はかかる。どうしたって集合時間には間に合わない。

　なんとかオープン前に届けられれば……。とりあえず、遅刻することだけは佐久間さんに報告しよう。

　佐久間さんに電話をかけると、すぐに電話に出た。

「おはようございます、坂本です」

《ああ、おはよう。どうした？》

「あの、実は……ノベルティのショッパーが納品されていなくて、今から運びたいんですが……私だけ集合時間に間に合いそうにないです」

《今から？　会社の倉庫にずっとあったのか？》

　驚いた声を出す佐久間さん。顔が見えていないのに、その様子が容易に想像できた。

「はい」

《まさか、紐も通されてなかったんじゃないよな？》

「あ、いや、その……」

《正直に言え》

「……そのまさかです」

《バカ野郎！　なんですぐに連絡をしてこない！》

　急に大声で怒鳴られて、私は思わず目を閉じた。

「すみません……」

　確かに、佐久間さんには連絡をするべきだった。だけど昨日は、自分でどうにかしなくては、という気持ちが先行していて、そんな考えは浮かばなかった。

　私が素直に謝ると、通話口から、はあっと佐久間さんのため息が聞こえた。

《それで、すべて終わったのか？》

「はい、どうにか終わりました」

《分かった。ワゴンは手配しておく。すぐに向かわせるから、引き渡したら坂本は電車で来い》

「分かりました」

《その電車の中で眠れるなら、少しでも寝てこい》

　声は若干怒っていたけれど、その優しさに目頭が熱くなった。

「……は、い」

　電話を切ると、荷台にダンボールを乗せ、一階まで運ぶ。

　しばらく待っていると、ワゴン車がやってきた。ダンボールを引き渡し、私は何度も頭を下げた。

　ワゴン車が出発するのを見送ってから、急いで自分の机へと戻る。

　すると、オフィスには永戸さんの姿があった。

「あ、おはようございます。永戸さん」

「……おはようございます」

「新横浜店、やっとオープンですね」

「そうですね」

　相変わらず素っ気なくて冷たかったけれど、それを気にする余裕は今の私にはない。バッグを手にして、忘れ物がないかを確認する。

　その時、永戸さんが私の前までやってきた。

「今日無事にオープンしたら、私、佐久間さんに告白します」

「……え？」

　突然のことで、頭が回らない。

「店頭に立っている時からずっと好きで、異動が決まった時には、人事部長からプレスとかエリアマネージャーとかいろいろと提案してもらいましたが、佐久間さんの下で働きたいから今の仕事に就きました。だから坂本さん、絶対に邪魔しないでください」

　まるで私が邪魔するかのように言う彼女は、強い口調で告げた。

「……邪魔なんてしないですよ。頑張ってください」

　私はなるべく笑みを浮かべて返した。

　佐久間さんが永戸さんに告白しないのならば、永戸さんが言うしかない。そうすれば、ふたりは幸せになれる。

　……だけど、『よかったですね』なんて、そんな簡単には割りきれない。本音を言えば、彼女を止めたい。でも、私が止めたところで、彼女は告白をするだろう。それに、彼女の告白を止める権利なんて私にはない。

「ありがとうございます」

　そう言うと、永戸さんは踵を返した。

　永戸さんがいなくなるまではなんとか笑顔を張りつけていたけれど、去った途端に私の目には涙が浮かんだ。

　でも、今は泣いてる暇なんかない。急がないと。

　ふらふらしながらも、私は急いで駅に向かった。




　新横浜に向かう車内は、空いていた。

　せっかく、佐久間さんが休めるようにとワゴン車を手配してくれたのに、眠ることなんてできそうになかった。

　頭に浮かぶのは、さっきの永戸さんの言葉。

『今日無事にオープンしたら、私、佐久間さんに告白します』

　そっか。永戸さん、やっぱり佐久間さんを好きだったんだ。それなら、両想いじゃん。つまり……私は邪魔者。ついに佐久間さんとの関係を終わらせないといけないんだ。

　それしか選択肢はない。私から、『飽きました』と伝えないといけない。

　その時佐久間さんは、引き留めることはしないだろう。きっと『分かった』とひと言だけ告げて、あっさりと私たちの関係を終わらせるのだろう。

　頭では理解しているのに、どうしても胸が苦しくて痛くて仕方なかった。




　新横浜に到着すると、私は一度トイレへと向かう。

　結局、私は一睡もできなかった。

　とはいえ本社勤務の私は店頭には立たないし、立つとしても、素人同然の私より経験豊富な永戸さんだろう。私が手伝えるとすれば、売れた商品を補充したり、レジでの袋詰めをする程度。だから無事にオープンさえできれば、今日の私の役目はほとんど終わり。それまで踏ん張らないと。

　メイクが崩れている箇所をファンデーションで直して、口紅も塗り直す。髪の毛も手ぐしで整えて、どうにか見られる格好にする。

　今日の永戸さんは、髪の毛からメイクからすべてに気合いが入っていて、いつも以上にキレイだった。それに比べて私は……。隠し切れていないクマはあるし、洋服も昨日と同じ。情けなくて笑えてくる。

　店長が見たら、すぐに気づくだろう。……いや、そんなことを気にしても仕方ない。ミスをした私が悪いんだから。

　はあっと小さくため息をつく。

　ダメだダメだ。もうすぐオープンなのに、こんなにテンションが低くてどうするの。よし、今日が無事に終わったら美沙都に電話して、飲みに行かないかと誘おう。

　そう決めると、私は気合いを入れるためにぱしっと頬を一度叩いた。










大好きで仕方がない




　駅から店に向かう途中、若い女の子をけっこう見かけた。

　まさか、この子たちってうちのお店が目当てなのかな。

　その予想は見事に当たっていて、私と向かう場所が一緒だった。

　エスレールの入口には既に長蛇の列ができていて、私は目を丸くした。先頭で待っていた女の子につい声をかけると、どうやら始発で来たらしい。

　そのことにまた驚いたけれど、私が今までやってきたことを本当に楽しみにしていてくれたのだと、純粋に嬉しかった。

　来てよかったって思ってもらえるといいな。

　さっきまで憂鬱な気持ちを抱えていたのに、自然と笑顔になった。店舗にもどうにか八時前に到着して、私はホッと胸を撫で下ろす。

　店内には既に佐久間さんがいて、エスレールの担当者・藤ふじ田たさんと話していた。

　体格がよく、学生時代にラグビー部にいた藤田さんは、今でもジム通いをしているらしい。去年の暮れに結婚したばかりで、奥さんはエスレールの元社員とのことだ。初めて聞いた時は驚いた。

「おはようございます。今日はよろしくお願いします」

　私は駆け寄ると、佐久間さんと藤田さんに挨拶をした。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　藤田さんは私の方に体を向けると、にっこりと笑顔を見せて言った。

「入り口、すごかったです。長蛇の列ができてました」

　私は今見てきたことをふたりに話す。すると、藤田さんが大きく頷いた。

「本当に。ノベルティのジュエリーボックス目当ての方が多いみたいですよ。うちにもよく問い合わせが来ていました。これは坂本さんの案でしたよね？」

「そうです。あれは業界からも評判がいい」

　藤田さんの問いに、笑顔で返事をする佐久間さん。

　私が考えたノベルティを褒めてくれるふたりに、どこか気恥ずかしさを感じながらも誇らしい気持ちでいっぱいになった。

「……妥協しないでやってきてよかったです」

　これは私の本心だった。頑張ってよかったと心の底から思えた。

「ぜひともまた坂本さんにお願いしたいですね。では、私は他に行くとこがあるので、これで。また」

　藤田さんは私に向かってそう言うと、残念そうな顔を見せる。

「はい！　ありがとうございました」

　私は深々とお辞儀をして見送った。顔を上げて、佐久間さんを見る。

　すると佐久間さんは、優しく微笑みながら目を細めた。

「坂本、頑張ったな。さっき、ノベルティのショッパーもそろそろ到着すると電話があった。安心していい」

「……本当ですか？　よかった」

　ホッと胸を撫で下ろす。オープンに間に合うか、それが一番の心配だったから。

「それよりも、少しは眠れたのか？　顔色が優れないが……」

　心配そうに私の顔を窺う佐久間さん。

「はい、大丈夫です」

　私は即答した。もうすぐオープンだというのに余計な心配はかけたくなかった。

　佐久間さんには、オープンのことだけを考えていてほしい。

「……今日はたくさん坂本にご褒美をやらないとな」

　そう言ってニッコリと笑う佐久間さんは、今までにないぐらい穏やかな顔をしていて、私は思わず目を奪われた。

「え？」

　私が聞き返した時……。

「佐久間課長ー！」

　他の従業員がやってきて、別の仕事の話になり、佐久間さんはそっちに付いていった。

　さっき佐久間さん、『ご褒美』って言った？　どういうことだろう。

「わあ、永戸さんだ！」

　私が首を捻っていると、スタッフの黄色い声が聞こえる。

「お疲れ様。オープン日は忙しいから、皆頑張ろうね！」

「はいっ」

　永戸さんは素敵な笑顔を見せながら、皆に激励の言葉をかけている。その場にいるスタッフ全員から、羨望の眼差しを浴びていた。

　本当に永戸さんって人気なんだなあ。まあ、それも納得だけど。顔も小さいし、スタイル抜群。髪の毛もツヤツヤで、あんなアレンジどうやったらできるんだろうって思うぐらい上手だし。

　その上、今日着ている洋服は、黒と白のボーダーワンピース。店頭に並んでいる限定品だ。背中には大きく『Ｎｅｏｐｉｖｏ』と、ブランドのロゴが入っており、それをスタッフの中でもっともカッコよく着こなしているのは永戸さんだった。

　そりゃ勝てないよなあ。

　ボーッと永戸さんを見つめていると、永戸さんとばちっと視線がかち合った。

　永戸さんはすぐにふいっと目を逸らす。しかし次の瞬間、なにかを見つけたのか、花が咲いたようにぱあっと笑顔を見せた。

「佐久間さん！」

　永戸さんの視線の先にいたのは、佐久間さん。仕事の話は終わったようで、ちょうど戻ってきたところだった。

　佐久間さんの元へ走り寄る永戸さんは、私の目から見てもキラキラしていた。

　なにを話しているかは分からないけれど、佐久間さんも笑顔を向けている。

　チクリチクリと、針で刺されたように胸が痛んだ。あまりにもふたりがお似合いすぎて、苦しい。

　全身を完璧に決めている永戸さんに引き換え、今の私の姿はみっともない。洒しゃ落れっ気けのないシンプルなカットソーとパンツ。手ぐしで整えただけの髪の毛。徹夜明けでボロボロのメイク。惨めで仕方がない。

「すみません、ダンボールが届いたんですけど……」

　落ち込んでいる私に、エスレールの従業員が声をかけてくる。どうやらノベルティのショッパーが到着したらしい。

「あ、今行きます！」

　今日の配送はイレギュラーだったから、私が取りに行かないと。

　それに、永戸さんと佐久間さんが並んでいる姿を今は見たくない。どうしたってふたりを祝福することはできそうにないし、黒い感情しか湧き出てこない。

　最低だ、私。佐久間さんが好きな人と結ばれるなら、祝ってあげなきゃならないのに。

　渦巻く思いをなんとか振り切り、足を踏み出す。途端に目の前がチカチカとした。

　あれ？　力が、入らない。ふらふらする。

　視界が白くなったと同時に、私の意識が遠とお退のいていく。その時……。

「坂本！」

　佐久間さんの声だけが、ハッキリと私の耳に届いた。




　私が目を覚ましたのは、どこかの一室だった。ソファに横になっていて、冷たいタオルが額にあてられている。

　次第に意識がハッキリしてきて、事態を把握した私は慌てて起き上がった。だけど急に体を起こしたせいで、また視界がくらむ。

　頭に手を当てて眉根を寄せていると、耳元で低い声が響いた。

「起き上がるな。睡眠不足と疲労のせいだ。横になっていればじきによくなる」

「……さ、くまさん」

　そこにいたのは、佐久間さんだった。他には誰もいない。

「いいから、早く横になれ」

「……はい」

　素直に横になると、佐久間さんは落ちてしまったタオルを拾い上げた。近くに置いていた丸椅子に座ると、険しい顔をしながら口を開く。

「少し休めって言ったのに、電車の中でも無理して起きてたんだろう」

「……はい」

　眠れなかったこともバレていたんだ。心配かけてしまったな。

「ひとりですべて作業するなんて、無謀すぎる。間に合わなかったらどうするつもりだったんだ」

「すみません」

　いたたまれなくて、私の体にかけられているなにかをきゅっと掴む。

　怒らせたよね。そりゃそうだ。オープン当日、しかも開店間近だというのに倒れるだなんて……。いつもなら徹夜ぐらいで倒れたりしないのに、連日の疲れが溜たまってたせいだな。

　自分が情けなくて、手に力を込める。そこで、ようやく気づいた。

　あれ？　今私にかけられているのって、佐久間さんのスーツ？　よくよく見れば、佐久間さんは上着を着ていない。毛布代わりに私に上着をかけてくれたんだ。

　その事実に、なぜか胸が弾む。

　こんなことで嬉しくなるなんて、私って本当に単純だ。

「なにを笑っている。俺は怒っているんだぞ」

　どうやら口元がゆるんでいたらしい。

「あ、はい、すみません」

　厳しい言い方をされて、シュンとなる。もう佐久間さんの方を見ることができない。

　今、何時なんだろう。もうオープンしたよね。佐久間さん、行かないとダメなんじゃないのかな。

「佐久間さん、もうお店に行ってください。私はひとりで大丈夫ですから」

「坂本は無理をするからダメだ」

「無理しません。さすがに辛いので、素直に寝ます」

　しかし、その瞳はまったく信じていないようだ。

「信じてください。なんなら、ちゃんと寝てなかったらクビにしてもいいです」

　私は手を合わせて必死に言った。これぐらい言わないと、きっと佐久間さんは席を立とうとしない。

「……分かった」

　佐久間さんは観念したように立ち上がる。

　そのまま出ていこうとしたから、私は慌てて起き上がり、引き留めた。

「佐久間さん、上着！」

「ああ、それはいい。かけてろ」

　佐久間さんは腕まくりしていたシャツを戻しながら、こちらを見ずに言った。

「でも……」

「いいから、寝ろ」

　そう言われては頷くしかない。

「……はい」

　私が返事したのを聞くと、すぐに佐久間さんは部屋を出ていった。

　しんと静まり返ってから、私はソファに寝転がる。

　本当に佐久間さん、怒ってたな。心配かけまくっちゃったよ。

　重い腕を上げて、腕時計を確認する。十時半だった。

　あーあ、もうオープンしてる。きっと店内は大盛況で、忙しい中、店頭に立つスタッフ同士が声を出し合っているんだろうな。……見たかったな、嬉しそうに商品を選ぶお客さんの姿。

　涙が滲んでくる。自分の招いた結果ではあるけれど、ただただ悔しかった。

　ああ、もう情けない。こんなとこ、誰かに見られたら困る。

　今は眠ろう。さすがにもう、佐久間さんを怒らせたくない。いろいろとボロボロなのに、これ以上怒られたら、かなり落ち込みそうだ。

　私は涙を拭うと、目を閉じる。

　疲れと睡眠不足もあり、すぐに睡魔が襲ってきて、夢の中へと誘われた。




　どのぐらい時間が経ったのだろうか。

　なにやら話し声が聞こえてきて、私はうっすらと目を開ける。

「佐久間さん」

　この声は……永戸さん？

　ふたりの姿は見えなかった。どうやら部屋のすぐ外で話をしているらしい。少しだけ扉が開いていて、なんとか声だけは聞こえた。

　腕時計を見ると、針は十六時を差している。

　あれから五時間半も寝ちゃったんだ……。店舗も少しは落ち着いた頃だろう。だから、佐久間さんは様子を見に来てくれたのかもしれない。

「坂本さんは大丈夫ですか？」

　私に話すような冷たい口調でなく、私のことを心配しているような声だった。

「寝ている」

「そうですか」

　うっすらと開けていた目を私は慌てて閉じた。だけど、目を閉じたせいで余計に耳に意識がいってしまい、ふたりの会話が嫌でも聞こえてきてしまう。

「今日は大成功でしたね、お疲れ様です」

「ああ、永戸もお疲れ様」

「いえ。佐久間さんがいたからです」

「俺も助かったよ」

　そう言った佐久間さんに、永戸さんは一瞬黙ると、再び口を開く。

「違います。そういう意味じゃないです」

「え？」

　すぐに佐久間さんの驚いた声が聞こえた。

　ドキンと心臓が跳ねた。

　まさか、ここで告白をするのだろうか。

「私は佐久間さんのことが好きなんです。佐久間さんのために頑張れたんです。佐久間さんは私のこと、どう思ってますか？」

　そう言い切った永戸さん。ふたりの姿は見えないけれど、きっと永戸さんは佐久間さんをまっすぐに見て告白しているのだろう。

「永戸……。俺は……」

　嫌だ。聞きたくない！　心も体も弱っている今、佐久間さんの口から『俺も永戸が好きだった』なんて聞いてしまったら、私は立ち直れない。

　とっさに耳を塞いで、佐久間さんの上着を頭まで被った。ドキンドキンとうるさいくらいの心臓の音だけが響く。

　もう大丈夫だろうと、そっと手を離すと、ふたりの声は聞こえなくてホッとした。ふたりともどこかへ行ったらしい。

　頭に被っていたスーツを元の位置に戻す。部屋を見渡して、誰もいないことを確認した。

　ゆっくりと体を起こして、俯く。

　まさか、告白の場面を目の当たりにするとは思わなかった。声しか聞いてないし、最後まで聞き届けたわけではないけれど……。

　直接永戸さんの気持ちを聞いてしまったからには、佐久間さんとの関係を続けるのは無理だと悟った。

　もともと、佐久間さんが好きな人と結ばれたら終わりにしようと思っていた。今日、その時が来ただけ。その時が来ただけなんだよ。

　そう自分に言い聞かせていると、ガチャリとドアが開く音がした。ビクッとしながらそちらを見る。

　パーティションの向こうから、段々とシルエットが近づいてくる。

　顔を覗かせたのは……佐久間さんだった。

　起きていた私に、佐久間さんは少しだけ面食らったようだ。

「もう大丈夫なのか？」

　その問いに答えることができず、私の側そばへさらに近寄ってくる佐久間さんをただ見つめる。

　彼は丸椅子に腰かけると、黙っている私を不思議そうな顔で覗き込んだ。

「まだ顔色がよくないな。ぐっすり寝てたのにな」

　佐久間さんがそっと私に手を伸ばす。

　触れられたくなくて、思わずその手を弾いてしまった。次の瞬間、ハッと我に返る。

「……坂本？」

　佐久間さんの目には困惑の色が浮かんでいた。

　今しかない。

　そう思った。

「もう、触らないでください」

　佐久間さんの目をまっすぐに見据え、私はハッキリとそう告げた。

「え？」

　佐久間さんは、なにを言われているのか分からないようだ。驚いた顔をしている。

「もう、終わりにしてください」

　その言葉に、段々と理解し始めたのか、佐久間さんの眉間にシワが刻まれていく。

　でも、私は止めずに続ける。

「よき上司に戻ってください。なにもなかったことにしてください。……もう飽きたんです」

　まっすぐに目を見て淡々と告げた。

　本当は好きです。その色っぽい体も、その力強い手も、その優しい眼差しも。

　だけど、もう佐久間さんには永戸さんがいる。

　すると、佐久間さんは悲しそうに微笑んだ。そして……。

「……分かった」

　私をひと言も責めることなく、頷いた。

　すんなりと私の言葉を受け入れた佐久間さんに、心の奥底から悲しさが込み上げる。

　だけど、まだ泣けない。佐久間さんがいる。

「もうひとりで帰れそうか？」

　佐久間さんは私の様子を窺いながら、そう声をかけた。

「はい、平気です」

「そうか。坂本にもオープンの賑にぎわい見せたかったよ。ジュエリーボックスも、三十分もせずになくなった。今日はもう上がっていいから、ゆっくり休んで。また来週、会社でな」

「分かりました」

　返事をした私に、佐久間さんは視線を伏せると口元に手を当てる。そして少しだけ考えてから、ゆっくりと口を開いた。

「……坂本、悪かったな」

　申し訳なさそうに発せられたその言葉に、ズキンと胸が痛む。

「……いえ」

　小さく首を振り、それだけを口にすると、私は佐久間さんから視線を逸らす。

　佐久間さんは私の手から上着を受け取ると、「お疲れ様」とだけ言って、部屋から出ていった。










簡単には忘れられない




　……終わって、しまった。

　終わらせたのは自分のくせに、こんなに苦しくなるとは思わなかった。

　でも、どうすればよかったの？　永戸さんに告白された佐久間さんは、それを受け入れるに決まっている。そうしたら、佐久間さんは私との関係を終わらせないといけない。

　でも私は、佐久間さんの口からはどうしても聞きたくなかった。『もう終わりにしよう』なんて、聞きたくなかった。

　佐久間さんが私と同じように永戸さんを抱くなんて、本当は嫌で嫌で仕方ない。

　きっと佐久間さんのことだから、優しく抱くに違いない。あの大きな手で永戸さんの頬をするりと撫でるんだ。

　嫌だ。嫌だ。嫌だよ……。

　心臓が痛くて、痛くて、私は胸元をぎゅうっと掴む。

　でも、ここで泣くわけにはいかない。ここはまだエスレールだ。

　必死に涙を我慢しながら、私はバッグを持つとエスレールを後にした。




　本来なら、今日は自分が関わった仕事が大成功を収めた日。すごく幸せな一日で、本当は笑ってたはずなのに……。最低な一日になってしまった。

　駅のトイレに到着すると、個室に飛び込んだ。それから、声を押し殺して泣いた。体中の水分がすべて出てしまうんじゃないかと思うほどに、たくさん泣いた。

　それでも、涙は止まらなかった。

　しばらく個室で泣き続け、ようやく落ち着いた時には、頭がガンガンしていた。

　……家に帰ろう。

　顔を俯かせて、電車に乗り込む。

　どうしたって思い出すのは、佐久間さんの顔だった。さっきの悲しそうに微笑んだ顔が頭に焼きついて離れない。

　あんな悲しそうな顔、初めて見た。佐久間さんも、少しは私に情でも持ってくれてたのかな。私と関係が終わって、少しは悲しいと思ってくれたのかな。

　……永戸さんと付き合っている時に、ふっと思い出してくれるかな。

　そんなくだらないことを、私は電車に乗っている間、ずっと考えていた。

　自宅からの最寄り駅に到着した私は、朝からずっと携帯を見てなかったことを思い出す。

　携帯を確認すると、一件着信があった。

　誰だろう？

　相手を確認すると、美沙都だった。

　私はすぐに美沙都に電話をかける。

《もしもーし、蛍？　なにしてたー？》

　明るい声が通話口から聞こえて、ホッとすると同時に涙腺がゆるむ。

「……美沙都」

《えっ？》

　涙をこらえた私の声は震えていて、そんな私の様子に美沙都は驚いた声を出した。

《なにかあったの？》

「ううん。美沙都の声を聞いたら安心しちゃって」

《えっ、なにそれ。どうしたの？　もう、私には隠さなくていいってば》

「うん」

　そうは言っても、気持ちの整理がついておらず、口にするにはまだ辛い。佐久間さんとのことはまだ報告できそうにない。

　だから、ごまかすように私は美沙都に話し出した。

「あのね、今日は新店舗のオープン日だったんだ」

《ああ！　前にメールで言ってた、企画を担当してるとかなんとかの？　雑誌で見たよ！　ノベルティがかわいいな～って思ってたの！》

「そうそう。お店は大盛況だったんだけど、私が失敗しちゃってさ」

《えっ、失敗!?　いったいなにしたの？》

　驚いた声を出す美沙都に、私は昨日から今日にかけてあった出来事を話す。

「実はね、ノベルティにショッパーを用意してたんだけど、それの紐を通してなくって」

《いくつ通してなかったの？》

「千」

《はあ!?》

　美沙都の絶句している様子が、通話口から伝わってくる。

「本当に抜けてるよね」

《いや、抜けてるっていうか……。まさか、それをひとりでやったとかないよね？》

「そのまさか」

《はあ!?》

　絶句二回目、いただきました。本当にありえないなと、私も今になって思うよ。

《誰か、助けてくれる人はいなかったの？》

「うん。ほとんどのスタッフが帰ったあとだったし、会社にも誰もいなかったし」

《それでひとりでやるとか、無茶しすぎ。私でも呼べばよかったのに》

　ちょっと拗すねた言い方の美沙都に、私は笑みがこぼれた。

「あはは。いくら親友でも美沙都は呼べないよ」

《だけど、蛍はひとりで頑張ってたのにさ～。落ち込んでたのって、そのこと？》

「……うん」

　これは嘘じゃない。本当のことだ。だけど、すべてをまだ話していないことに罪悪感が残る。

《そっかぁ。てっきり課長さんとなにかあったのかと思ったよ》

「そ、そんなわけないじゃん」

　急に美沙都に図星をつかれて、私の心臓が大きく跳ねる。

　動揺して声が大きくなってしまったけど、美沙都は気づいただろうか。

《そう？　蛍はさ、辛くてもすぐに我慢するから。だから心配なんだよね。私》

「……美沙都」

　美沙都はきっと、私が佐久間さんとそういう関係であることを聞いてから、ずっと心配していたのかもしれない。口では『夜はどうだった？』とか言っていても、私が辛い思いをしていないか、気にしてくれている。

《蛍、本当に大丈夫？》

　そう尋ねる美沙都に、私は「うん、大丈夫」としっかりとした口調で返事をした。

《分かった。また飲みにでも行こう。それで、嫌なことは忘れちゃおうよ》

「うん、そうしよう。ありがとう、美沙都」

《いえいえ。それじゃあ、またね》

「うん。またね」

　通話を終えて、私は携帯のディスプレイを眺める。そして、心の中で美沙都に謝罪した。

　ごめんね、美沙都。気持ちに整理がついたら、美沙都が知りたかったことを全部言うから、それまで待ってて。

　でも、今日だけは……今日だけは、ひとりでいさせて。




　家に帰宅した私は、ヒールを脱ぎ捨てる。それからリビングにまっすぐ向かうと、バッグを近くの床に置いて、ベッドの上に自分の体を投げ出した。思わず、はあっとため息が漏れる。

　さっき寝たおかげで、体調は幾分よくなった。だけど、精神的に疲れた。

　自分のミスで、佐久間さんやお店のスタッフたちに迷惑をかけて、さらには永戸さんの告白に、佐久間さんとの関係解消。

　決して佐久間さんや永戸さんが悪いわけではない。私の気持ちの問題だ。好きになってはいけない相手を好きになってしまっただけなのだから。

　でも、こんな思いをするぐらいなら、もう恋愛なんてしたくないよ。ああ、また涙が滲んできた。どれだけ泣けば気が済むんだろう。元彼と別れた時だって、ここまで泣かなかったのに。

　あの時は彼の浮気をうすうす勘づいていたから、心のどこかで受け入れる覚悟をしていたのかもしれない。驚いたし、ショックだったし、傷ついたけれど、それでも、なんとなく諦めていたから。

　だけど、今回は違う。佐久間さんを好きだと気づいたばかりだった。

　気づいた時にはもう振られていて、実らないと分かっていた。それなのに、体だけは交えていて、お互いに深いところまで知っている。それがこんなにも辛いことだとは思ってもみなかった。

　きっと私は、これから誰かとそういう関係になりそうになったら、全力で拒否するだろう。もうこんな思いは二度としたくない。

　好きって感情は、理屈ではどうにもならない。いくらダメだと頭で分かっていても、恋に落ちてしまったら止められない。好きだと思えば、なにげない仕草の一つひとつが愛しくなって、逆にその人の言動一つひとつで苦しくもなる。

　それはきっと、いくつになっても変わらない。三十になろうが、四十になろうが、変わらないんだ。

　私は起き上がると、ティッシュを数枚とって涙を拭いた。

　部屋着に着替えて、シュシュで髪の毛をひとつに束ねると、洗面台へ向かう。そしてメイクをしっかり落として顔を洗い、布団の中に潜った。

　気を紛らわすために、テレビをつける。観たい番組なんてなかったけれど、シンとしていると、どうしたって佐久間さんのことを考えてしまうから。

　それでも、私の気が紛れることはない。

　佐久間さん、今はなにをしているだろうか。永戸さんと付き合えたし、私との関係は終わったし……きっとふたりでいるよね。

　あー、ダメだダメだ。こんなことを考えても仕方ない。今日は無理やりにでも寝よう。メイクは落としたし、お風呂は明日起きてから入ったらいい。

　電気とテレビを消すと、私は目を閉じた。

　まだ疲れていたのかもしれない。気づけば眠りに落ちていた。










期待してしまう




　日曜日。

　ぐっすり寝たからか、体調はもうよさそうだ。

　一応、今日は家で大人しくしておこう。迷惑をかけた分、月曜からまた頑張らないと。

　今、何時だろう。

　ベッドから起き上がり、携帯に手を伸ばす。

　画面を確認すると、朝の八時。誰からも連絡はない。

　そのことに、なぜかがっかりしている自分がいた。もしかしたら佐久間さんから連絡が来ているのではないかと、心のどこかで期待していたのかもしれない。

　終わらせたのは自分だし、連絡が来ないのは当然なのに。それでも、佐久間さんなら『会いたい』と言ってくれるんじゃないか、と思っていたなんて、バカみたい。だけど、佐久間さんはあまりにも優しく私を抱いてくれたから……。

　普段どんなに素っ気なくても、あの時だけは大事に想われていると錯覚していた。

　本当にバカだな、私。それはあの時だけのまやかしなのに。まんまとそれにハマってしまい、関係を解消した今もなお、抜け出せないでいる。

　これから先、何回思い出すかな。佐久間さんが『蛍』って呼ぶ声を。あの手を。あの夜を……すべてを。ああ、ダメだ、ダメだ。

　私は首をぶんぶん振ると、指で口角を持ち上げ無理やり笑顔を作った。

　せっかくの休みだ。よし、朝ご飯を作って、忙しくて溜まっていた洗濯をして、部屋の掃除をしよう。部屋をキレイにしたら、気分もスッキリするはずだ。

　もう泣かない。必死で仕事を頑張る。そうすれば、私の選択肢は間違っていなかったと、思える日が必ず来るはず。それだけを信じよう。




　そして、月曜日。

　会社に出社した私は、自然と佐久間さんを探していた。そんな自分に少しだけ苦笑する。

　ホワイトボードで、佐久間さんの予定を確認した。

　佐久間さんは朝から会議か。大変だな。永戸さんは……。

　店舗の名前がずらりと書いてある。

　ああ、今日は一日外に出てるんだ。

　少しだけホッとした。頑張ろうと思ってはいても、まだふたりの姿を見るのは辛い。笑顔でふたりに話しかける勇気は、今の私にはなかった。

「おはよー。坂本」

　パソコンの画面を見つめていると、背後から声がかかった。広瀬だ。

「おはよ、広瀬」

「新横浜店、大盛況だったらしいじゃん」

　そう言うと、広瀬はニカッと笑った。

「うん、すっごい行列だったんだよ」

「うわ、見たかったわ」

「広瀬は？　催事のほうはどうだったの？」

　確か土・日と催事があったはずだ。

　私が尋ねると、広瀬は笑ってＶサインを作ってみせた。

「大成功！　予想以上の集客だったよ」

「よかったね。おめでとう！　これで広瀬も少し休めるかな」

「ああ、俺もそう思ったんだけど、今日は次回のイベントについての打ち合わせがあるんだよ」

　広瀬が肩をすくめながら言う。

「え、もう次回を考えてるの？」

　思わず驚きの声が出る。

「そうそう。今回は東京だったけど、会場を大阪にしようっていう話でさ」

「うわー。それなら出張が増えるかもね」

「だろ？」

　そう言いながら、広瀬は「めんどくせえな」とぼやく。

「あはは。広瀬らしい」

　そうして笑い合っているところに、佐久間さんが現れた。

　なんだか気まずくて、私は顔を逸らしながら口ごもる。

　そんな私に気づいた広瀬は、誰が来たのかを察したようだ。少しだけ私を隠すように立ってくれた。

「おはようございます、佐久間さん」

　広瀬が佐久間さんに挨拶をする。

「ああ、おはよう」

　それだけ言うと、佐久間さんはさっさと自分の席へと歩いていった。

　拍子抜けだ。私に気づいていたのなら、『体調は平気か？』くらいの言葉をくれると思っていたのに。

　だけど、それは私の勝手な願望だということに気づいて、いたたまれない気持ちになる。

　佐久間さんにしてみれば、体の関係がなくなった私はどうでもいい存在だ。きっと私がモヤモヤといろいろ考えていた時間、彼は私を思い出すことなんてなかったにちがいない。本当に私は、都合のいい女でしかなかったのだ。

「めっちゃムカつく」

　顔を俯かせていた私の耳に届いたのは、怒気を含んだ声。

「えっ？」

　びっくりして思わず広瀬を見ると、彼は佐久間さんのことを見ながら握り拳を作っていた。

「あれでいいのかよ」

「なにが」

「だって、坂本の顔を見ることすらしなかったぞ」

「ちょ、っと、広瀬？」

　広瀬はまだ怒りが収まらないらしい。佐久間さんをにらみつけてから、私を見た。

「あれでいいわけ？　坂本は辛くないの？」

「いいんだよ。だって、彼女じゃないもん」

　会社で素っ気ないのは元からだった。それに、もう私たちの関係は終わってしまったのだから。私が期待しすぎた。ただ、それだけ。

「そんな悲しいこと言うなよ……」

　広瀬は私の言葉に情けなく眉を下げると、ぼそっと呟いた。

　私は返事をすることができず、なんとなく気まずい空気が流れた、その時……。

「あー、広瀬！　それと蛍ちゃん！」

　私たちの間に、明るい声が響いた。

　その声の主は野々村さんだった。私たちの元へ走り寄ると、ニコニコと笑う。

「昨日はお疲れ、広瀬！」

「ああ、お疲れ様」

　ぶっきらぼうに答えた広瀬に、野々村さんが首を傾げる。

「あれ。なにかあった？」

「いや、別に」

「ふうん。まあ、なにも聞かないでおく。あ、蛍ちゃん」

　素っ気ない態度の広瀬に不思議そうな顔をしながらも、さほど気にせず野々村さんは私に会話を振ってきた。

「はいっ」

「体調は平気？」

「え？」

　目を真ん丸にして野々村さんを見ると、心配そうな顔で尋ねてくる。

「土曜日に倒れたんでしょ？　さっき、長沢くんに聞いた」

「えっ」

　それに驚いた声を出したのは広瀬だ。私に顔を向けると、肩を掴む。

「マジかよ、なにそれ。平気かよ」

「う、うん。疲労が溜まってただけみたい。一日ぐっすり寝たから、もう元気」

　吃きっ驚きょうしながら広瀬に答えると、彼はホッとした様子で胸を撫で下ろしていた。

「そっか。よかった」

「てか、俺が心配してたんだけど」

　野々村さんが広瀬をじとーっと細目で見ながら口を尖らせる。

「俺も初耳だったんだからいいじゃん」

「そうだよね、蛍ちゃんが倒れたら心配だよね。そうだよねえ～」

「……うるさい」

　そう言うと、広瀬は野々村さんの口を無理やり手で塞ぐ……が、野々村さんはその手にサクッと噛かみついた。

「うわ、いて！　ふつー噛むか、お前！」

　噛まれた箇所を撫でながら、広瀬は野々村さんに抗議する。

「だって急に手が来るから、反射的にね」

「お前が変なことを言うからだろ！」

「俺は間違ったことは言ってない」

　エヘンと鼻を鳴らしながら、ドヤ顔で言う野々村さん。

「いや、違、……わなくはないけど、いや、だから……」

　とてつもなく動揺している広瀬はしどろもどろだ。

「あははっ、ふたりのやり取りおもしろい」

　コントみたいに繰り広げられるふたりの会話に、私はこらえきれなくて思わず吹き出した。

　すると、ふたりが顔を見合わせる。

「うん、それだけいい笑顔を見れば俺も安心だ」

　野々村さんが優しく微笑んだ。

　広瀬はなにも言わなかったけれど、同じように微笑んでいる。

「ふふ。ありがとうございます」

「いえいえ。よし広瀬、そろそろ打ち合わせだろー？」

「そうだな。行くか」

　広瀬が腕時計を確認しながら言った。

「じゃあ、行こう。俺はそれが終わったらすぐに雑誌の打ち合わせだし」

「忙しいですね。野々村さんも無理しないでくださいよ」

「うん、ありがとー。蛍ちゃん」

　力こぶを作って、元気アピールをする野々村さん。

「お前は体調悪いくらいが俺にはちょうどいいよ……」

　絶好調の野々村さんを見て、広瀬は疲れた声でぼやいた。

　手を振るふたりを見送ると、私もパソコン画面に向き合った。

　ふたりのやり取りがおもしろすぎて、少し元気をもらったな。よし、今日も一日頑張ろう。

　私の顔は自然とゆるんでいた。
















第四章　こんなにも、










好きなのに




　新店舗のオープンから、私が佐久間さんと一緒に外回りする機会はなくなった。

　この五日間、佐久間さんは朝から会議が続いたり、出張もあったりと、忙しくしている。朝から営業先に直行し、定時まで帰ってこないこともしばしばあった。

　火曜日、永戸さんは普通に出社してきたけれど、私を見るとぷいっと顔を逸らしておしまい。私も特に用事がなかったから、話しかけることもなかった。

　佐久間さんが忙しいこともあって、永戸さんとふたりで並ぶ姿も見ていない。それは本当に救いだった。




「坂本ー」

　金曜日の定時間近、パソコンに向かっている私に声をかけてくるのは広瀬だ。

「んー？　なに、広瀬」

「終わったあと、暇？」

「これから？」

「そう、暇なら飲みにでも行かない？」

　広瀬はそう言うと、くいっとお酒を飲むようなジェスチャーをしてみせる。

「飲み、か」

　私は少しだけ言葉を濁すと、視線を広瀬から外す。以前はなにも気にせずに飲みに行っていたけど、広瀬が私を好きだと知ってしまっては、迂う闊かつに返事ができない。

　しばらく考えていると、先に広瀬が口を開いた。

「バーカ。またいろいろと考えてるだろ。別になにもないよ。ほら、こないだのオープンが成功したし、俺の催事も成功したから、そのお祝い。それだけ」

「そういえば、お祝いしてなかったね。すっかり忘れてた」

「だろ？」

　私の言葉に、広瀬が得意げに笑う。その時……。

「お疲れ様です、佐久間さん」

　他の社員の声が聞こえて、その名前にドキッとした。

「ああ、お疲れ様」

　佐久間さんは声をかけた社員に返事をしたあと、まっすぐこちらに向かってきた。

　私たちの前を通り過ぎる瞬間、ばちっと目が合ってしまう。私はいたたまれず、すぐに目を逸らした。

　すると、自分の席に戻るとばかり思っていた佐久間さんが、ぴたりと足を止める。そして、くるりと振り返ると……。

「坂本、話がある。Ａ会議室に来てくれるか？」

　そう言って、私の返事を聞かずに踵を返して歩いていった。

「……え？」

　話って、なに？

　私は眉をひそめると、広瀬の顔を見る。訳が分からなかったのは広瀬も同じだったようで、訝いぶかしげな顔で私を見ていた。

「……ちょっと、行ってくる。長くなるかもしれないし、今日は先に帰ってて」

「分かった」

　不満そうだったけど、広瀬はしぶしぶ頷いた。

「うん、お疲れ様。また月曜日ね」

「ああ、お疲れ」

　広瀬に手を振って別れると、私はＡ会議室に向かった。

　その間、呼ばれた理由を考えてみるけれど、いくら考えても思い浮かばない。

　なにか仕事でミスでもしちゃったかな。でも、新店舗のオープンで大きな仕事はひと段落ついたばかりだから、思い当たる節はない。それに最近は佐久間さんとまともに顔すら合わせていないし、特に報告しなければいけないこともなかったはず。

　Ａ会議室に到着し、佐久間さんを待っていると、すぐに現れた。

　その顔を見るだけで、少しだけ鼓動が速くなる。なによりふたりきりの状況があまりにも久しぶりで、緊張した。

「待たせたな」

「あ、いえ」

　佐久間さんは、私から少し離れた場所に座る。

　話を切り出されるのをしばらく待つも、佐久間さんはなかなか口を開かない。

　佐久間さんにしては珍しい。さっさと用件を告げて、さっさと終わらせる印象だったから。

「えっと、あの、話ってなんでしょうか」

　仕方がないから、私から切り出した。

「ああ……その、だな」

　なんとも歯切れが悪い。それに、困ったように眉間にシワを寄せていた。

「どうかしたんですか？」

　少し様子のおかしい佐久間さんに首を捻る。

「実は……」

「はい」

　佐久間さんははあっと小さく息をつくと、内ポケットからなにかを出した。そして、私の前に置く。

「……えっと、これは？」

　それは小さな紙袋。キレイにラッピングされている。

　私は意味が分からなくて、それをまじまじと見つめた。

「今回のオープンが成功したら渡そうと思ってな。まあ、いろいろあったし、あれから俺もなにかと忙しくて渡しそびれていたんだ」

　佐久間さんは出した手を引っ込めると、まるで言い訳でもするように一気にそう口にした。

「……え？」

　私へのプレゼントってこと？

　心臓が変に騒ぎ出す。ドクンドクンとうるさい。

「話はそれだけだ。それじゃあ」

　私からはなにも言葉が出なかった。どうにか絞り出すことができたのは、「はい」のひと言のみ。

　佐久間さんは立ち上がると、扉へと向かう。ノブに手をかけたところで、いったん動きを止めた。

「要らなければ捨ててくれて構わない」

　そう言って、佐久間さんは扉を開けて出ていった。

　なにも考えられず、放心する。

　しばらくして、私はようやく目の前の紙袋にゆっくりと手を伸ばした。まじまじと見つめ、震える手で時間をかけて丁寧に包装をはがしていく。ドキンドキンとうるさいぐらいに心臓が鳴って、喉はカラカラだ。

　そして包みを開けた瞬間……。

「……っ」

　嗚お咽えつが漏れる。

　中身を手の平に乗せた私は、そのままきゅっと胸に抱く。どうしても涙を我慢することができなかった。

　佐久間さんからもらったものは、花モチーフがついたシンプルなネックレス。新店舗をチェックした日に、私が立ち寄った雑貨屋で見つけたそれだった。

「……く、っ、…ふ……」

　ぎゅうっと強く手を握りしめる。

　どうしてこんなものをくれるの？　私はもう佐久間さんのことを諦めなきゃならないのに。あんな些さ細さいなやりとりを覚えていてくれて、さらにはプレゼントまでしてくれるなんて……。

　胸がきゅうっと締めつけられる。

「……やっぱり、好き、だよぉ」

　口から漏れた言葉は、静寂に呑み込まれていく。

　佐久間さん、好きでいてもいいですか。もうなにも望まないから。見ているだけでいいから。

　だから……未練がましく好きでいていいですか？










分かっていること




　ああ、泣いちゃった。もう佐久間さんのことで泣きたくなかったのに。

　私はため息をつくと、手の平にあるネックレスに視線を落とす。

　こんな素敵なプレゼント、捨てることなんてできない。だからといって、身に着けることもできないけれど……。

　きっとこれを買ったのは、永戸さんに告白される前。『オープンが成功したら』と言っていた。きっと、せっかく買ったものだから、佐久間さん自身も捨てることができなかったんだろう。かといって自分で持っていれば、永戸さんに誤解される可能性もあるし……。

　でもそれは、ただの深読みかもしれない。純粋に私にプレゼントしたかっただけかもしれない。

　素直に喜べない自分にふっと笑いながら、ネックレスをポケットに入れると私は会議室を後にした。




　シンと静まり返った社内。ほとんどの人は帰社してしまったのだろう。

　オフィスに戻る前に、一度トイレ行っておこう。泣いたから、きっとメイクがはげてしまっているはず。これから帰るのだから、少しだけ整えておきたい。

　会議室近くのトイレに寄って、鏡で自分の顔を確認した。やはりマスカラが取れて、目の下が黒くなっている。

　私はポケットからハンカチを取り出すと、目元を押さえた。

　どうにかマスカラを取り除くと、私はトイレを後にする。

　今、何時だろう。

　腕時計を確認しながら歩いていると、曲がり角の出会い頭で誰かにぶつかりそうになった。

「わあ」

「きゃっ」

　相手が急いでいたせいか、思いっきりドンッとぶつかり、よろめく。

　同じくよろめいた相手を男性の手が受け止めた。

　それは、佐久間さんだった。そして、私にぶつかってきた相手は……永戸さんだった。

　佐久間さんは、永戸さんの肩を抱くようにして受け止めている。私を見て、その顔には驚きが広がっていた。

　だけど、もっと驚いているのは私だ。

　私をにらみつける永戸さんの瞳には涙が溜まっていた。

　にらまれている意味も分からないけど、それ以上に、泣いている理由も分からない。

「えっと、あの、ごめんなさい」

　ぶつかられたのは私だから、謝る必要はない。だけど、なぜか口から勝手にそう出てしまっていた。

「いや、ぶつかったのは永戸だ。坂本が謝る必要はない。悪かったな」

　永戸さんを抱き止めながら、佐久間さんが私をフォローしてくれる。

「……いえ、私も不注意でしたので」

　よそ見をしていた私も悪い。

　でも、なんで佐久間さんが代わりに謝るんだろう。……ああ、そっか。彼女だもんね。

　その事実に、改めて胸が痛くなる。

「永戸……、泣くな」

　困ったような顔で、佐久間さんは永戸さんに優しく話しかける。

　ああ、この顔、見たことがある。前に私も泣きじゃくって、佐久間さんを困らせた。でも永戸さんと私で決定的に違うのは、その関係性だ。私の場合はただのセフレ、永戸さんは彼女。天と地との差がある。

「永戸、こっちに来い。話をしよう。坂本、悪い」

　慰めるように、佐久間さんは泣いている永戸さんの肩を支えた。そして、ついでのように私に謝った。

「……いえ」

　私には、それしか言えなかった。他に言葉はなにも浮かばなかった。

　永戸さんは、佐久間さんに寄りかかるようにして歩いていく。

　そんなふたりの姿が、ただ息苦しい。

　早く帰ろう。今すぐ会社を出よう。これ以上、ここにいるのは辛い。

　私は駆け足でオフィスに戻った。

　オフィスにはまだ明かりがついていたけど、そんなことは今はどうでもいい。まっすぐに自分の机へ向かう。

「坂本？」

　私を呼ぶ声が聞こえ、ギクッとして立ち止まった。周囲を見回して、声の主を探す。

　オフィスに残っていたのは、広瀬だった。手には資料の束が乗っている。互い違いになっているところを見ると、コピーしていたのかもしれない。それをすぐ側の机に置くと、私の元へ近寄ってきた。

「……泣いてるのか？」

　戸惑っているような広瀬の声。

「っ!!」

　広瀬の言葉に息を呑んだ私は、自分の机まで走り、急いでバッグを手にする。そして返事もせずにオフィスから飛び出した。

「坂本!?」

　広瀬の驚いた声が背後から聞こえる。

　だけど、私が止まることはない。

「坂本、待てって！」

　エレベーターの前まで走ったところで、私は広瀬に腕を掴まれた。

　広瀬の顔を見られない。反対の腕で顔を隠しながら、私は泣き声が漏れないように唇を噛んだ。

「どうしたんだよ、なにがあった？」

　広瀬の口調は真剣そのもの。

　私はふるふると首を横に振ることしかできない。

「佐久間さんとなにかあったのか？」

　違う、なにもない。私が勝手に辛くなっているだけ。

　私はただ首を振った。

「俺が佐久間さんに言ってきてやる」

　私の腕を放し、踵を返そうとする広瀬の腕を今度は私が掴む。

「……それはダメっ」

「坂本……」

　広瀬は私の頬に触れて涙を拭った。

「なにがあったんだよ」

　その問いにも答えることができなくて、私は顔を俯かせた。

　広瀬に頼ってしまいたくなる。それは広瀬を傷つけることになるのに、私の目から涙が溢れてくる。

「なあ、俺じゃダメか？」

　そう言って、広瀬は私の頬に手を添えた。

　私はゆっくりと顔を上げる。涙を溜めた瞳が捉えたのは、苦しそうな広瀬の表情。

「俺なら――」

　そこまで広瀬が言いかけた時だった。

「坂本？　と、広瀬？」

　ハッと我に返り声がした方を見ると、佐久間さんがひとりでこちらに向かっていた。

　永戸さんと一緒じゃないの？　なんでひとりなの？

　驚いた顔をしている佐久間さんに、私は心の中で疑問をぶつける。

「……泣いて、るのか？」

　佐久間さんは私の顔をじっと見つめながら、少しずつこちらに近寄った。

　しかし、広瀬がそれを遮るように私の前に立った。

「……佐久間さん、坂本は俺が連れていきますから。すみません。失礼します」

　少しだけ威嚇するように、広瀬は佐久間さんに言った。

「……ああ、頼む」

　言葉を詰まらせながらも、そう答えた佐久間さん。

　広瀬は私の肩を支えると、佐久間さんの横をすり抜けた。

　私の視界には佐久間さんが入っていないのに、なぜか痛いほどの視線を感じる。だけど私はエレベーターに乗り込むまで、一度も佐久間さんの顔を見なかった。いや、見ることができなかった。




　エレベーターが一階に到着し、会社の外に出ると広瀬は少しだけ緊張が解けたようで長いため息の後に口を開いた。

「はあ、もう。心配かけるなよ、本当に」

　いつの間にか広瀬の手は肩から私の手に移動していて、ぎゅうっと私の手を握りしめる。

「……ごめん」

　私が俯いたまま呟くと、広瀬は「いいんだって」と言って笑った。

「とにかく歩いてゆっくり帰ろう。少しは冷静になるだろうし。それともタクシーでも拾う？　よかったわ。財布と携帯をポケットに入れてて」

　それを聞いて、初めて広瀬が手ぶらだということに気づく。

　私が逃げるようにオフィスを出たから、広瀬はカバンを持ってきてないんだ。

「ごめん」

　改めて謝罪すると、広瀬は首を振った。

「いい。後で俺は戻るし。今は坂本を帰すのが先決。で、歩く？　どうする？」

「……歩く」

「ん」

　そう呟いた私に、広瀬が短く返事をする。のろのろと歩く私の歩幅に合わせながら歩いてくれた。

　広瀬は本当に優しい。いつもからかってばかりだけど、なんだかんだと絶対に私を見捨てない。それを知っていたのに、私は全然気づこうとしてなかった。

「佐久間さんとなにがあったんだよ」

　しばらく無言で歩いていると、広瀬が私に尋ねてくる。

　俯いていた顔を上げて広瀬に視線を移すと、まっすぐに私を見ていた。それから、悲しそうに微笑むと再び口を開く。

「好きな相手が佐久間さんだって知ってるし、話を聞いたらすごい嫉妬するだろうけど、それでもなにがあったのか俺は知りたい。教えてくれないか」

「広瀬……」

「どうしても坂本のことは放っておけないんだ。坂本が泣くぐらいなら、俺が苦しんだほうがマシっていうか……あー、ごめん。なんか、ちょっとこれもおかしいよな」

　あはは、と笑う広瀬は続ける。

「本当に頼っていいから。俺のこと」

　そう言う広瀬の笑顔は、普段の笑顔とは違う。苦しそうで、無理やり作っているような笑顔だった。

　どうして、私はこの人をここまで苦しめているんだろう。どうして、さっき一瞬でも頼ってもいいかなと思ってしまったんだろう。

　きっと、この人は私が甘えたらとことん受け入れてくれる。それは絶対に広瀬にとって、いいことじゃない。どちらかに好きな気持ちがあったら、それはただの苦痛でしかない。私と佐久間さんの関係がそうだったように。

　広瀬を大切に想うのなら、私は広瀬に甘えちゃいけない。自分から離れなくちゃ。優しい広瀬は、私みたいに『飽きた』なんて絶対に言えないから。

「広瀬、頼ってごめん」

　広瀬と絡ませていた手をそっと離す。すると、広瀬は驚いた顔を見せた。

「なに言ってるんだよ。言ったろ、俺が好きでやってるって――」

「私、強くなる」

　広瀬の言葉を遮り、まっすぐ彼を見つめる。

「はあ？　なんだよ、それ」

「広瀬が優しいから、それに甘えすぎて弱くなってた」

「それで、いいじゃん」

「よくない！　私は、私は……」

　ひゅうっと息を吸い込む。喉の奥がくっついて、言葉がうまく出せない。胸もズキズキと痛む。

　だけど、ちゃんと言わなきゃ。

「広瀬のことを恋愛対象としては好きになれない」

　もし広瀬のことを恋愛対象と見られるようになるとしたら、それは佐久間さんのことをハッキリと諦めて、前に進んだ時だ。決して〝今〟ではない。

　それに私は、佐久間さんを簡単に諦められるとも思ってない。広瀬が六年も私を好きでいてくれたように、私もずっと佐久間さんを好きでいるかもしれない。

　周囲を憚はばかることなく、私は佐久間さんを想って涙を流した。

　広瀬はまっすぐに私を見つめ、黙って聞いている。

「広瀬、ごめん。でも、広瀬が優しいと私はそれに甘えてしまう。それは絶対に広瀬を傷つける。もう広瀬とふたりで出かけたりしない。もう期待させるようなことはしない。友達としても付き合えない。同僚として、会社で顔を合わすことしかしない」

　広瀬の視線から逃れたかった。だけど、逃げちゃいけない。

　ぎゅうっと手を握りしめ、拳を作りながら広瀬の目を見て私は言い切った。

　私の前では笑ってくれるだろうけど、絶対にひとりの時に苦しんでる。私には広瀬がいてくれるのに、広瀬には誰もいないなんて……そんなの嫌だ。

「……それが、答えか」

　広瀬は視線を伏せながら、掠かすれた声で呟いた。

「うん」

「でも俺は、これで嫌いになんてならないからな」

　そう言うと思ったよ。

「それでも、気持ちは変わらない」

「……最後に、キスしたら……ダメか？」

　遠慮がちに言った広瀬は、窺うように私を見る。

「ダメ」

「じゃあ……抱きしめるぐらいさせて」

　ダメだとは言えなかった。顔を上げて力なく微笑む広瀬の目から、涙が線となってこぼれ落ちていた。

　ぎゅうっと洋服の裾を掴むと、私は小さく頷く。

　広瀬はゆっくりと腕を伸ばすと、私の背中に回す。そして私の存在を確かめるように、ぎゅうっと体を包み込んだ。

「坂本。……だい、すきだよ。マジで。他にはなにもいらない、ぐらい。辛いこと、言わせて……ごめん。ありがとう」

「……ひろ、せ」

　じわじわと私の目に涙が浮かぶ。

　でも、本当に辛いのは広瀬だ。私が泣いちゃダメだ。

　ぐっと奥歯を噛みしめ、こらえる。

　広瀬は、そっと私の背中に回した腕を離して距離を取った。そして涙でぐちゃぐちゃの顔で微笑んだ。

　その顔を見た瞬間、涙がこらえきれなくて、私は広瀬から逃げるように走り去った。










見えなくなっていた




　それから私は、ひとりの家に帰るのが辛くて、美沙都に電話をした。

　さっきの広瀬のことを考えたら、どうしても涙が溢れて止まらない。友達以上に見ることはできなかったけど、それでも私は広瀬が大事だったから。優しい広瀬をキッパリと振って、友情関係すら終わらせたんだ。

　もう一緒に笑い合えないのは分かっているけれど、それが辛い。

　ひとりでいたらきっと、そればかりを考える。そして、佐久間さんのことも思い出して涙するはずだ。

　心の中が、辛さや悲しみ、苦しさが混じってぐちゃぐちゃで、ひとりでは処理しきれなかった。

《はいはーい、どうしたのー。今、連ドラ中なんだけどね――》

　すぐに聞こえた明るい声。

　それにすがるように私は声を絞り出す。

「……っ、み、さ」

《え？　ちょ、ちょっと、どうしたの!?》

　呑気にドラマの話をしようとしていた美沙都は、私の泣き声に驚いて声が大きくなった。焦っているのが電話越しに伝わってくる。

《蛍、今どこ？》

「家うちの駅、近く」

《あーそれじゃあ、私の家に来るよりも蛍の家のが近いね。家に帰ってて！　今から行くから。泊まってもいいでしょ？》

「……うん」

《じゃ、後で！》

　ぶつっと通話を強制終了されて、私は思わず携帯を眺める。

『今度話を聞く』ではなく、『今から行く』と言ってくれた美沙都。

　私を心配して、すぐに助けに来てくれる美沙都の存在に、少しだけ辛さが和らいだ。




　重い足を引きずりながら、自宅マンションまで到着する。顔を上げた瞬間、目を見張った。

「……なんで」

　やっと涙が収まったのに。なぜ、いるの？

「坂本」

　そこに立っていたのは、佐久間さんだった。手にはタバコを持っている。私に気づき、ポケットから携帯灰皿を取り出すと火を消した。それをまた元の場所へ戻しながら、一歩一歩、私に近づく。

「……なんで、いるんですか」

　そう投げかけると、佐久間さんは肩をピクリと揺らす。そして眉尻を下げながら、ふっと笑った。

「さっきの坂本の様子が気になってな。広瀬と一緒にいるならそれでいいと思ったんだ。一時間待って来なかったら帰ろうと思っていた。広瀬はどうしたんだ？」

「……帰ってもらいました」

　私は視線を伏せながら言うと、唇を噛んだ。

　佐久間さんの意図することが分からない。なぜこんな待ち伏せするような真似をするんだろう。どこまで私のことを掻き乱すのだろう。

「そうか。もしかしたら坂本はまた自分を責めてるんじゃないかと思ってな。……いや、違うな」

　額に手をつけると、佐久間さんは喉を鳴らす。自嘲するような笑みを見せたあと、まっすぐに私を見つめた。

「俺は、ただ坂本に会いたかった。心配だったとかは、その口実だ」

「なにを、言ってるんですか」

　声が震える。

　私はあなたに、『飽きた』だなんて、心にもないことを淡々と伝えたじゃない。さっきも、顔も見ずに広瀬に抱きかかえられたまま、逃げるようにその場から去ったじゃない。それなのに、『会いたかった』って、どういうこと？　お願いだから、もう放っておいて。私に構わないで。

　佐久間さんの顔を見ることができず、私は顔を逸らすと急ぎ足でマンションの中へと向かう。涙をこらえながら、佐久間さんの横をすり抜けようとした時……。

　パシッと佐久間さんに腕を掴まれ、そのまま抱きしめられた。

　突然のことで頭が回らない。

「坂本」

　私を抱く手に力を込め、佐久間さんがポツリと呟く。

　ああ、その低くて響く声が好きだ。優しい手も、色っぽい体も。好きで好きでどうしようもない。だけど……。

　もう限界だ。私は佐久間さんと一緒にいると、自分の気持ちを嫌でも自覚しなきゃならない。こんなにも好きなんだと再確認してしまう。

　会わなければ平気なのに、顔を見た瞬間に気持ちが溢れて止まらない。ごまかすことなんてできない。

　私は佐久間さんの胸元を力いっぱい押して、距離を作る。それから俯いたまま口を開いた。

「佐久間さんと一緒にいるのが辛いんです」

　声が震える。

　顔は見えないけれど、私の言葉に佐久間さんが息を呑んだのが分かる。

「私のことを少しでも思ってくれているのなら、放っておいてください。お願いします」

　最後のほうは涙で掠れて、言葉にならなかった。

　すると、しばらく黙っていた佐久間さんは「……分かった」とひと言告げると、踵を返して歩き出した。

　涙で視界が歪む。佐久間さんの後ろ姿が見えない。

『大好き』だと、ただひと言、伝えられたらいいのに。そうすれば、佐久間さんの中ではなにも変わらなくても、私の中でなにかが変わる。今すぐは無理でも、モヤモヤしている思いをすべてぶつけることができたのなら、きっといつかは佐久間さんを諦められる。

　そうは思っていても、私は言うことができない。言ったところで、佐久間さんは困るだけだ。永戸さんという素敵な彼女がいるんだから……。

　私は自分の部屋に逃げるように駆け込むと、美沙都が来るまでずっと泣き続けた。




　――ピンポーン。

　インターホンが美沙都の来訪を知らせる。

　私は電気も点けずに、ボロボロの顔で出迎えた。

「わっ。び、びびった。え。ちょっと、マジでどうしたの。すごい顔。すごすぎて引く」

　しかめっ面の美沙都の顔を見ただけで、私の涙腺はゆるむ。

「……み、さと」

　私は美沙都に抱きつくと、わんわんと泣いた。

「ちょ、ここで泣くな！　ほら、中に入るから！」

　半ば美沙都に引きずられるように、私は部屋の中へと進んでいく。

　美沙都の手には、お泊まりセット。それをぼんっと私のベッドの上に投げると、床にしゃがみ込んだ。

「はい、座る！」

「うん」

　コクリと頷き、私も美沙都の隣に座る。

「えー、と。じゃあ、まずは顔を洗ってこようか。少し落ち着くでしょ」

　その言葉に再び頷くと、私は洗面所へと向かった。

　美沙都の言った通り、私の顔は悲惨だった。

　メイクを落としながら冷たい水で顔を洗うと、確かに気持ちが少し落ち着く。タオルで拭きながら美沙都の元へと戻ると、美沙都は少しだけ微笑んだ。

「さっきよりマシになったね。よし、なにがあった。話してみなさい」

「うん。あのね――」

　私は美沙都に、最近あった出来事を一から話し始めた。

　時系列はぐちゃぐちゃだし、しどろもどろで、さらには支離滅裂だったと思うけれど、美沙都は怒ることも呆れることもせずに真剣に聞いてくれた。

　すべてを話し終えたあとの美沙都の第一声は、「あーあ、やっぱ好きになっちゃったか」だった。

「実はね。私、気づいてたんだ。蛍から話を聞いた時にそうだと思ってた」

「そんな前から？」

　全部の気持ちを吐露したからか、私の涙は大分引いていた。

　鼻にティッシュを当てながら、美沙都に聞く。

「だって蛍、その課長さんのことを話す時、めっちゃ嬉しそうだったもん。気づいてなかったと思うけど」

　苦笑しながら言った美沙都に、私はすぐに言葉が出てこなかった。

「嘘……」

　どうにかそれだけ言うと、美沙都はすぐに話し出す。

「大マジ。でもさ、セフレだしさ。もしかしたら、気づかないならそのほうがいいのかな～って。だから言わなかった。相手に好きな人がいるって聞いてからは、特にね」

「そっか……」

　私が佐久間さんを好きだってことを自覚させないために、敢えて言わないでくれていたんだ……。

　そんな美沙都の優しさに、引いたはずの涙がまたボロボロとこぼれ落ちる。

「辛かったね、蛍」

　そんな私に美沙都がタオルを差し出してくれた。

「うん」

　タオルを受け取ると、涙を吸い込ませる。

「まーそれにしても、その永戸って女、ムカつくね！　私なら、そんな女に好きな男を渡したくないけど」

「いやいや、私じゃ勝てないよ」

　私は否定するように手を振った。

　これは謙遜ではない。本当にそう思っているのだ。

「はあ？　蛍は友達としての贔ひい屓き目めがなくてもいい女だっつうの」

「美沙都……」

　ぷりぷりと話す美沙都は真面目な顔つきになると、一度視線を伏せてから、私の顔を窺うように見つめた。それからぽつりと口にする。

「広瀬さんにそんなに好かれるぐらいにね」

「……うん」

「広瀬さんに関しては正解だったと思うよ。よく伝えたよ、蛍。偉い偉い」

　あの時の広瀬の表情を思い出すと、ズキズキと胸が痛くなる。

「でもさ。やっぱり私が気になるのは、その課長さんだよ」

　美沙都は思案顔で腕を組む。さっきの私の話で不思議に思ったところがあるらしい。首を捻って視線を上げると、顎に人差し指を当て考え込む仕草を見せる。

「どういうこと？」

「本当に永戸と付き合ったのなら、だよ？　絶対、蛍に会いに来ないと思うよ。だって蛍の話を聞いてるとさ、その課長さんは好きな相手のことをすごく大事に想ってたわけじゃん」

「うん」

「だったら、その相手と付き合うことができたなら、セフレの蛍には仕事以外で会いたくないと思うよ。心配かけると思うから。しかも、外回りに一緒に行っただけで、永戸にいろいろ言われたんでしょ？　それなら、なおさらだと思うけど」

　美沙都が既に『永戸』呼ばわりしているのが少しだけ気になるけれど……。でも、確かにそう言われたら、そのような気がしてくる。

「ねえ、蛍。告白してみたら？」

　美沙都は人差し指を顎に当てたまま、私を見る。

「え？」

「蛍は迷惑かけたくないとか思ってるみたいだけど、私はそう思わない。迷惑をかけて壊れるくらいの関係なら、今じゃなくてもいつかは壊れるよ。セフレだって、永戸にしてみれば付き合う前の話でしょ？　課長さんの自由なのに、それについて口出しするのはおかしい」

　そうハッキリと断言した美沙都は、腕を組んで、ひとりで『うんうん』と頷いている。

「でも、それって気持ちの問題じゃない？　セフレだった私に告白されたら、佐久間さんは困るだけだと思う。永戸さんっていう彼女がいるのにさ」

「てかね。むしろ、私は困らせたっていいと思うんだけど」

「え、どういうこと!?」

　美沙都の発言に、私はびっくりした声を出す。

　すると美沙都は、再び人差し指を顎につけながら「う～ん」と首を捻った。

「だって、蛍と課長さんがそんな関係になったのって、蛍だけのせいなの？」

「いや、それは……」

「課長さんの同意の上でしょ？　それならさ、課長さんには、なにかあってもその責任を取る義務があるんだよ。要は自業自得ってヤツね。例え蛍に関係を彼女にバラされたとしても、ね」

　さっきから美沙都の話していることには、筋が通っている。私にしてみれば、目からウロコなことばかりだった。

　私はやはり、自分だけが悪いと思う傾向にあるのかもしれない。だから、自分が我慢すれば済むこと、と勝手に考えて行動してしまう。もはや、昔からのクセ、だ。

「でもね、蛍も悪いよ」

　少しだけ眉間にシワを寄せ、怒った口調で美沙都が言う。

「……え？」

「男運とかいろいろなせいにして、結局、相手と本音でぶつかることから逃げてきたでしょ？　まあ、相手にも逃げられてたのかもしれないけどさ。そういうことを繰り返して、蛍は逃げることが当たり前になっちゃったんだと思う。でも、どんなに好き同士でも、しょせん他人なんだからさ。本音で話さないと、すべては分からないんだよ」

「うん」

　私は頷くと、美沙都の言葉を心の中で噛みしめる。

　佐久間さんを好きだと気づいてからも、私は気持ちを伝えようとしなかった。永戸さんが告白したのを知って、勝手に自分から関係を終わらせた。

　それは、美沙都の言うように逃げていたのかもしれない。

「蛍はさ、簡単に諦められるの？」

　そう美沙都に問われて、佐久間さんの顔を思い出す。

　私は静かに首を振った。諦めるなんて、今の私には無理だ。

「ならさー、行動しちゃいなよ。別に保守的な告白でもいいじゃん」

　そう言って、美沙都はニッコリと笑った。

「保守的？」

「うん。好きでしたー。けど、気持ちを伝えたかっただけだからー、みたいな？」

「……なるほど」

　好きだと伝えるだけ。簡単なようで難しいけれど、今の私にはそれが必要なのかもしれない。自分自身の気持ちを整理するためにも。

「見返りを求めるものじゃないなら、課長さんも受け止めてくれるんじゃん？　まー私としては、奪っちゃえ！　てへぺろ！って感じだけど」

　首を少し傾げ、舌を出しながら言う美沙都。ウインクまでしている。

「あはは。てへぺろって止めてよ」

「かわいいでしょ」

「古いよ」

「はあ？　なにが～？」

　ふたりして笑い合う。

「美沙都、ありがと。スッキリしたよ」

　私は今、こうして一緒にいて本音で話してくれる美沙都に感謝した。

　美沙都にはこんなふうに素直に本心を伝えられるのに、恋愛となると、どうしても逃げ腰になってしまう。だから、今すぐに佐久間さんに言えるかどうかは分からない。それでも、告白のことは前向きに考えようと思った。

「いいえ～。よし、じゃあ、ひと段落したところでパジャマに着替えようっと」

　美沙都はお泊まりセットとして、ちゃっかりパジャマも持ってきたようだ。着替え始めたため、私も部屋着に着替える。

　今日はいていたスカートを折り畳んでハンガーにかけようとした時、ポケットからなにかがカサッと落ちた。

「ん？」

　私はそれを拾い上げようと屈む……が、落ちたものを見て目を見張った。

　佐久間さんにプレゼントされたネックレスだった。

「どうしたの？　ネックレス？　かわいいじゃん。どこで買ったの？」

　美沙都は私の手の上にあるネックレスを覗き込むと、尋ねてくる。

「……これ、佐久間さんにプレゼントされたんだ」

　そのネックレスをじっと見つめながら私は淡々と答えた。

「は？　これを？」

「……うん」

　美沙都は口をパクパクさせると、私の肩をガシッと掴んだ。

「その課長さん、絶対に蛍のこと好きだって！」

「はあ!?」

　思わず眉根を寄せる。だけど、美沙都の顔はいたって真面目だ。

「好意を持ってないと、プレゼントなんてまずあげないから！」

「いや、でも……」

「例え、これがお土産とかそんなものだとしてもだよ？　あげたいって頭に浮かばないとあげないでしょ。それとも、なんとも思ってない人に蛍はお土産買って帰る？」

　美沙都の言葉に、私は少しだけ考える。

　確かに、どこか旅行に行ったとしても、お土産を渡す相手として思い浮かべるのは美沙都だった。会社の人にあげるとしても、お菓子とかで、個別であげたりはしない。

「……買わない」

「でしょ？　しかも、ネックレスじゃん。これをわざわざ選んで買ったってことは、蛍を喜ばせたかったんでしょ！」

　美沙都は興奮しているのか、私の肩を前後に揺らしている。

「そう、なのかな……」

　美沙都の言葉を素直に受け入れることができず、戸惑いながら答えた。

　もしかして佐久間さんは、これを私がかわいいと言っているのを見て、プレゼントしたら喜んでくれると思ったのかな。……だとしたら、あのリアクションは最低だった。私、お礼すら言っていない。

　でも、仕方ないじゃない。嬉しかったけど、なんでくれるのかって疑問しか浮かばなかったんだよ。

　そっか……だから佐久間さんは、私の反応を見て、ああ言ったのか。『要らなければ捨ててくれて構わない』と。

「なんで疑うの？　キスマークだって、蛍が好きだったからだよ！　どうしてだか分からなかったけど、完璧独占欲じゃん。口にはできないけど、自分のものだって誇示したかったんじゃん。課長さんの気持ちはすごくシンプルだったんだよ！」

　そう美沙都に言われて、今はもう消えてしまったキスマークがあった場所に触れた。

　信じられない。佐久間さんは永戸さんを好きなんだと勝手に思い込んでいた。でも、直接、永戸さんと付き合ったなんてことは聞いてない。それに、もしふたりが付き合い始めたとなったら、絶対に会社の女の子たちが騒いでいるはずだけど、それもなかった。

　もしかしたら、私が『飽きた』と伝えた時に佐久間さんがすぐに受け入れたのは、私が嫌がっているなら悪いと思って引きさがってくれたのかもしれない。

　ひとつのピースがハマると、次々とピースがハマっていく。

『ダメだな、坂本といると我慢ができなくて困る』

『俺からやめるつもりはないから、もしも飽きたのなら正直に言ってくれ』

『気持ちを伝えたところで、今の関係が壊れるのも嫌だしな』

『きっと、坂本にふさわしい男が現れる』

『俺は、ただ坂本に会いたかった。心配だったとかは、その口実だ』

　佐久間さんから言われた言葉を思い出せば思い出すほど、もしかしたら私を好きなのかもしれないという考えが出てきて、胸が痛くなってくる。

　ネックレスを胸元でぎゅうっと抱きしめると、涙を流した。

　そんな私を、美沙都はただ黙って抱きしめてくれた。

　想いを伝えてもいいのかな。伝えても、いいんだよね。

　佐久間さん――。










溢れる想い




　月曜日、私はいつもより早めに出社した。永戸さんに会うためだ。

　以前、私が早くに会社に来た時、いつもこのぐらいだと彼女は言っていた。だから、それを狙った。

　私は自分の机に向かうと、椅子に座る。ポケットに手を突っ込み、あのネックレスを取り出した。そして、ぎゅうっと握りしめた時……。

　カンカンとヒールの音が響いてハッとした。

　来た。きっと永戸さんだ。

　入口をじっと見つめていると、永戸さんが現れる。

「おはようございます、永戸さん」

　永戸さんは私に気づくと、目を見開いた。

「……おはようございます」

　今日も永戸さんはキレイだ。

　横で束ねられた髪の毛。メイクが濃いわけではないのに、ぱっちりとした目。そして、白のカットソーに黒のスリムパンツ。シンプルだけど、スタイルがよくなければ、ここまでスタイリッシュに着こなせない。

　私から見れば、女性としてなにひとつ勝っていないと思う。

　自分に自信がないのだから、当然だ。だから、佐久間さんが私を好きだなんてありえないと思っていた。永戸さんを〝好きに決まってる〟、と。

　でも、それは私の勝手な思い込み。なにひとつ、佐久間さんの口から聞いていない。

　ただ、怖かったんだ。佐久間さんから永戸さんを好きだと聞いてしまうのが。

「永戸さんに話があるんです」

　私はまっすぐに彼女を見つめて言った。

　息を呑む永戸さん。すぐに鋭い視線を送ると、口を開いた。

「なんですか？」

「……佐久間さんと永戸さんって付き合ってるんですか？」

「え？」

　思ってもない質問だったのか、永戸さんは呆気に取られている。

「どうなんですか？」

　彼女の様子を気にもせず、私は語気を強めながら尋ねた。

「それを知って、どうするんですかっ」

「私にとってはものすごく重要なことなんです」

　見るからに動揺している永戸さんに、ハッキリと告げる。そして、続けた。

「私が佐久間さんを好きだから」

「っ！」

　さっきよりも険しい表情を見せる永戸さん。

　だけど、私はひるまない。

　どれだけ修羅場を経験してると思ってるのよ。いや、決して勝ち誇れることではないけども。

「……自分で佐久間さんに聞けばいいじゃないですか」

　ぼそっと吐き捨てるように呟いた永戸さんは、視線を伏せる。

　きっとこれ以上聞いても、永戸さんはなにも言わないだろう。でも、私は付き合っているかどうかを彼女から無理に聞き出したいわけじゃない。

「そっか。うん、そうだね。そうする。ごめんなさい。朝からこんなこと聞いて」

　ひとり納得したように頷くと、私は永戸さんに軽く頭を下げて謝った。

　こちらを一度にらむと、永戸さんは無言で自分の机に向かった。

　結局、永戸さんは教えてくれなかった。でも、それでいい。私は彼女に、私が佐久間さんを好きだという事実を知ってもらいたかった。だから、あんなふうに言ったのだ。それに、例えどんな回答をもらったとしても、私の気持ちは決まっていた。

　佐久間さんに想いを伝える。

　それから私は自分の机に戻ると、ずっと握りしめていたネックレスをそっと首に回す。

　今日は、前に美沙都と一緒にショッピングをした時に買ったおニューの洋服を着ている。それにこのネックレスはよくマッチしていた。




　しばらくして就業時間が近づくと、パラパラと出社する人が増えてきた。

　その中には、広瀬もいた。私を見つけると、パッと視線を逸らす。

　そのことにチクンと胸が痛むけど、仕方ない。私はそれだけのことを言ったのだ。落ち込むほうがおかしい。

　少し俯く私の背中に……。

「おはよう、坂本」

　広瀬の声が届く。

　私はバッと振り向くと、気まずそうに笑う広瀬をまっすぐに見つめた。

「……おはよう、広瀬」

「はは。ありがと。……だって、挨拶は許容範囲内だもんな？」

「……うん」

　私の顔は自然と微笑んでいた。広瀬も同様だ。

「じゃあ、今日も仕事頑張ろうぜ」

「うん」

　簡潔な会話をかわすと、広瀬は自分の机へと向かった。

　佐久間さんはまだ現れない。

　ふとホワイトボードに目を向けると、いつの間にか佐久間さんの欄に【外回り→会議】と書かれていて、私はがっくりと肩を落とす。

　誰かに電話でもしてお願いしたのかな。そっか……。まあ、今すぐ告白するわけでもないし、仕方ないか。

　私は気持ちを切り替え、仕事に取りかかった。




　ランチタイムが過ぎても、佐久間さんは現れなかった。でも、会議は十三時から。

　出社して、そのまま会議に出るのかも。そうなると、佐久間さんの顔が見られるのはその会議が終わって以降。十五時ぐらいかな。

　そんなふうに考えながら、作業をこなしていると……。

「あの、坂本さん」

　長沢くんに話しかけられる。

「どうしました？」

「ここの単価と収支表なんですけど……」

　そう言いながら、資料を見せられた。どうやら、計算しても合わないらしい。

「んー、ちょっと元の資料探してきますね」

「お願いします」

　私に資料を渡すと、長沢くんはぺこりと頭を下げて戻っていく。

　ええっと、確かこの資料は保管庫にあったはず。

　私は鍵を持って保管庫へと向かった。

　時計を見ると、既に十六時近く。まだ佐久間さんは現れない。

　会議が長引いてるのかな……。

「あー。蛍ちゃん！」

　前から野々村さんがやってきた。

「野々村さん、こんにちはー」

「ちはちはー。どこ行くの？」

　野々村さんは、手を軽く振りながら笑顔で話しかけてくる。

「保管庫です。一昨年の資料が必要で」

　私がそう答えると、野々村さんは驚いた声を出す。

「えー。けっこう膨大な量あるよね、あそこ」

「ありますね」

　そう言われ、保管庫の資料の量を思い返す。

　古い資料は段ボールに詰められ、ここ数年のものでも棚にびっしりと並べられ埋まっている。

　全国各地にある店舗の毎日の売り上げがあるのだから当然だ。しかも、うちで扱うブランドすべての店舗分。いくらブランドごとに分かれているとはいえ、探すのはけっこう骨が折れる。

「ひとりで探すの大変でしょ？　俺、さっき打ち合わせ終わったばかりだから手伝うよ」

「そんな、悪いですよ」

「いーのいーの」

　野々村さんは私の手から鍵を奪い取ると、先に歩き出した。

「ちょ、野々村さん！」

　そのあとを私は慌てて付いていった。




　保管庫に到着して、私たちは中へと入る。

「一昨年のなんの資料？」

　野々村さんは私の担当しているブランドの棚まで来ると、私に尋ねた。

「えっと、エーダブの関東店舗の収支表です」

　私は野々村さんがいる棚とは反対側に回り、端から探し始める。

「オッケー。……あ、そうだ。ねーねー」

　棚をひとつずつ確認しながら、野々村さんが話しかけてきた。

「はい」

「蛍ちゃん、彼氏とかいないの？」

　棚の隙間から顔を覗かせると、野々村さんはニコッと笑う。

「え？　いませんよ」

　私は首を振りながら答えた。

　そのことに少しだけ意外そうな顔をした野々村さんが、口を開く。

「そうなのかー。かわいいのにもったいないな」

「またまた、うまいな、野々村さんは。そういえば、野々村さんは彼女いるんですよね？」

　直接、野々村さんに聞いたことがなかったし、今ならいろいろ教えてくれるかもしれない。それに、こんな素敵な野々村さんの彼女がどんな子なのか、ちょっと興味があるし……。

「うん、めっちゃいい子だよ」

　即答した野々村さんは、どこか嬉しそうだ。

「話に聞くと、野々村さんがゾッコンだとかなんとか」

「げ。どこでそんな話を聞いたの？」

　しかめっ面をした野々村さんは、口を尖らせながら尋ねる。

「佐久間さんです」

「マジか。佐久間課長、どこで仕入れたんだ」

「佐久間さん、よく店舗に行きますからね。どこかの店舗スタッフから聞いたんじゃないでしょうか」

　そう伝えると、野々村さんは「あー、なるほど」と頷き、「それなら納得だ」と独り言を呟いた。

「彼女との出会いとか、聞いてもいいですか？」

「おもしろいか分かんないけど……いいよ」

　作業する手を少しだけ止める。

　野々村さんは壁に寄りかかると、遠い目をしながら話し出した。

「実は俺、チャラ男だったのね」

「え？　はあ……」

　突然なにを言い出すんだろう。チャラ男だった？　えっと……彼女にゾッコンだとか、どこに行ったのよ。

「女関係にだらしなくてどうしようもなかった俺にもね、本気で惚れた子がいたんだ。でも、いろいろあってダメになっちゃってさ。そんな俺に活を入れてくれて、支えてくれたのが今の彼女なんだ。前の恋愛を引きずってる俺でいいって、心の底から言ってくれたの」

　思い出しながら、少しだけ寂しそうな顔をする野々村さん。

「そうだったんですか」

「俺ねー。今の彼女にね、『私はあなたの前からいなくならない』って言われたの。つか、俺よりかなり男前なの。だけど、めっちゃかわいいの。俺、いつか彼女がどっか行っちゃうんじゃないかって心配なんだよー」

「ええ？　野々村さんもそんなことを思うんですか？」

　それは意外だった。野々村さんはいつも自信満々で、恋愛に不安なんて感じないと思っていた。だから彼女にも愛されているんだろうと、勝手に想像していた。

「思うよ。俺なんて、人一倍思ってるよ」

「なんか信じられないです」

「へへ、よく言われる。でも俺、彼女が一番だから」

　野々村さんは照れくさそうに笑う。

　彼女の話をしている時の野々村さん、とっても嬉しそう。よほど好きなんだな。それがすごく伝わってくる。

「野々村さん、もうひとつ聞いてもいいですか？」

「ん、なになに？　いくらでも答えるよ」

「体の関係しかない相手を本気で好きになるっておかしいですかね？」

　私は眉間にシワを寄せ、真剣な口調で尋ねた。

　自分でも変なことを聞いている自覚はあった。だけど、経験豊富な野々村さんなら答えてくれるんじゃないかと思った。

「え？」

　私の問いに、野々村さんは目を真ん丸にする。そして、「うーん」と腕を組んだ。続けて、なにやら考え込み、口を開こうとした時だった。

　ガチャリと保管庫の扉が開く。

　扉の奥から姿を見せたのは、まさかの佐久間さんだった。

　私は驚いて目を見張る。それは佐久間さんも同じだったようだ。

「わ、佐久間課長ー。ちょうどいい」

　野々村さんは壁にもたれていた体を起こすと、佐久間さんの方へ近づく。

「なにがだ？」

　佐久間さんは近寄ってきた野々村さんを見ると、少しだけ眉をひそめる。

　えっ、もしかして野々村さん、今の質問をするつもり？　ちょ、ちょっと待って!!　止めようと手を伸ばすが、その手は宙を舞うだけだった。

「佐久間課長は、体だけの関係ってアリですか？」

　ちょ、直球すぎる……。

　穴があったら入りたかった。俯きながら、心の中で『野々村さんのバカ』と悪態をつく。

　しかし、そのあとに佐久間さんから返ってきた言葉に耳を疑った。

「俺は、好きな女以外は抱かない」

　そうハッキリと佐久間さんは言った。

「うっわー。佐久間さんって、発言まで男前。俺、惚れそうです」

　両手を合わせて顔に近づけた野々村さんは、少しだけ高い声を出す。

　それにあからさまに嫌そうな顔をした佐久間さんは、ぼそっと呟いた。

「……男に惚れられてもな」

　会話を進めるふたりとは対照的に、私はまったく思考が動かなかった。だけど、聞かずにはいられなかった。

「佐久間さん。その……『好きな女以外は抱かない』って、どういう意味ですか？」

　だって、それって、私を好きだと言ってるみたいじゃない。

　すると、佐久間さんはふっと笑った。

「そのまんまの意味だ。俺は異性を性欲の捌はけ口ぐちに利用したりなどしない」

　そうキッパリと、私の目を見て断言した。

　そっか……佐久間さんは私のことを好きでいてくれたんだ。

「うっ、ふっ……」

　気づけば目頭が熱くなって、嗚咽が漏れ始めた。

「えっ、蛍ちゃん？」

　野村さんが、驚いた声を上げる。

　だけど私は、佐久間さんだけを見つめた。

「そ、そんなこと、今さら言うの、ずるいです」

「そうか？　俺なりに大事にしてたつもりだけど」

　口元に微笑をのせ、飄々とそんなことを言う佐久間さん。

「えっ？　えっ？　なんのことですか？」

　野々村さんだけが意味を分かっていないようで、私と佐久間さんを交互に見ては動揺している。

「……ええっと俺、あれっす。お邪魔みたいなんで、失礼しまっす！」

　気を利かせてくれたのか、野々村さんはそそくさと私たちの元から去っていく。

　私たちは、広い保管庫にふたりきりになった。

「永戸さんを好きなものだとばかり思ってました」

　佐久間さんを直視できずに、私は俯いたまま佐久間さんに言った。

「俺がいつ、永戸を好きだと言った」

「聞いてないですけど……」

「勝手に勘違いして、俺を振ったのは誰だ」

　佐久間さんが少し低い声で言う。

「振っただなんて……」

　だって私、佐久間さんの気持ちなんか聞いてない。

「俺に愛想を尽かしたんだと思ったよ」

「そんなことっ」

　顔を上げ、佐久間さんを見て息を呑む。

　私の目の前には、悲しそうな顔があった。

　いつかも見たことがある。そういえば、私が『飽きた』と伝えた時も、そんな顔をしていた。

「坂本の体を求めるたびに、坂本の恋愛対象じゃなくなってるように思えた。だからと言って、好きだと伝えても振られるだけだ、と。坂本に触れられないのなら、言わないほうがいいとさえ思っていた。……情けない」

　こめかみを押さえながらそう言うと、最後にはあっと息をつく。

　彼の言葉に、耐えきれなくなった涙が頬を伝うのを感じた。

　夢みたいだ。まさか、そんなふうに思っていてくれてただなんて……。

「坂本は、なんで泣いてるんだ」

「わ、分かってるくせに」

　佐久間さんはそっと私の頬に伝う涙を拭ってくれた。その顔は、とっても穏やかで、優しい。

「あいにく、言葉にしないと分からない鈍感男でな」

　私に言わせようとする佐久間さん。この状況で、私の気持ちなんてバレバレなはずなのに。でも、気持ちはちゃんと言葉にしないと伝わらない。佐久間さんも私に気持ちを伝えてくれた。それなら、私もちゃんと佐久間さんに伝えたい。

「……す」

「ん？　聞こえない」

　私がなにを言うのか分かっているはずなのに、佐久間さんは極上の笑みを浮かべながら意地悪なことを言う。

　そんな彼に私は……。

「佐久間さん、好きです」

　顔を真っ赤にしながら、ついに自分の気持ちを伝えた。

「俺も好きだ」

　佐久間さんは私の後頭部に手をやると、ぐいっと引き寄せて唇を奪った。

　一瞬、なにが起きたのか理解できず、私は目をぱちくりとさせて、佐久間さんを食い入るように見つめる。

「仕事中なのに、悪い。あまりにもかわいいんで、我慢できなかった。……続きは今夜だな」

　佐久間さんにはまったく悪びれた様子がない。

「さ、佐久間さん」

　慌てて抗議するように名前を呼ぶけれど、佐久間さんは不敵に微笑んで口を開いた。

「今日は俺の家に来るか」

「……っ」

　耳元で甘く囁ささやかれ、一気に頬が熱くなっていく。

　私たちは体の関係から始まった。それは決して褒められるものではないと分かっている。だけど、そうでなければ私はきっと佐久間さんのことを好きにならなかった。よき上司としてしか見ることができなかっただろう。

　脱いだら妙に色気があることや、意外と筋肉があること。そんな姿を知らなかったら、意識なんかしなかった。

　だから、私たちはこれでよかったんだ。

　心が通じ合えた今、心からそう思えた。










愛されていた




　仕事が終わってから、私は佐久間さんの部屋に招いてもらった。

　想像していた通りの整理された部屋。白と黒を基調にしていて、無駄がない。

　なんか、すっごく佐久間さんっぽい。

「……あまりキレイではないが」

　部屋を見渡していた私に、佐久間さんは言い訳でもするように眉尻を下げた。

「どこがですか」

　これでキレイじゃないとか、おかしい。さりげなく私へのプレッシャーですよ。

「適当に座ってくれ」

　そう言いながら、佐久間さんはスーツを脱ぐ。

　スルリとネクタイを外している間、私はふと思い出したことを尋ねる。

「……そういえば、ネクタイを女性にもらったって言ってましたよね？」

　今日身につけているのはその時のネクタイではなかったけど、よく女性からプレゼントをされるのなら、少しだけヤキモチを妬いてしまう。

「ゴホッ、ゲホ。と、突然なにを言い出す」

　佐久間さんはむせながら、驚いた声を出す。そして私が口を尖らせているのを見て、ふうっと息を吐いた。

「……その時の俺の言葉を覚えてないのか？」

「え？」

　佐久間さんの言葉？　えっと、なんて言ってたっけ。確か……。

『え。それって女ですか？』

『性別的にはな』

『性別的って。モテ男は違いますね、本当に』

　いつかの佐久間さんと野々村さんの会話がよみがえる。

「そういえば、『性別的には』って……」

「つまり……妹からもらったんだよ」

「妹さん？」

「そうだ」

　そう言ってから、佐久間さんは呆れたように私を見た。

　妹さんだったんだ……。ヤキモチを妬いた自分が恥ずかしい。

　私は肩をすくめて小さくなる。

「で、でも……永戸さんに告白されましたよね。それにこの前、泣いてた永戸さんを抱きしめてました」

　それで私は佐久間さんと永戸さんが付き合い始めたと勘違いした。

　口を尖らせて、ぼそっと言う私に……。

「ああ。あれを聞いてたのか……。俺の永戸への返事は聞いてないのか？　俺はあの時、好きな女がいると断ったぞ」

　佐久間さんは少しだけ不思議そうな顔を見せる。

「ええ！」

「それに、永戸が泣いていたのは、もう仕事を辞めたいと言ったからだ。俺と一緒にいるのが辛い、と。だから、部長も交えて話をしようと会議室に連れていったんだ。あとは部長に任せたけどな」

「そうだったんだ……」

　だからあの日、佐久間さんはひとりだったんだ。……そっか、すべて私の勘違いだったんだ。

　私はいたたまれなくて、さらに縮こまる。

　そんな私に、佐久間さんははあっとため息をついた。

「……あのな、言っておくが、俺は広瀬と仲よくしているところを見て、いろいろと思ってたんだ。広瀬と一緒に飲みに行くと知って、邪魔する電話をかけてしまうほどにな。……嫉妬して情けない」

「う、そ……」

　あの時の電話にはそんな意図があったんだ。

　佐久間さんは眉をひそめるけど、私は嬉しさで頬がゆるむ。

「……じゃあ、好きだったからキスマークもつけたんですか？」

　私はぽつりと呟くように尋ねる。

　その言葉に、佐久間さんは目を見張った。

「気づいてたのか」

「友達に言われて、ですけど。あれは独占欲だったんですか？」

「……そうだ」

　少しだけ言葉を詰まらせたけれど、観念したように私の問いを肯定した。

　この機会を逃さないとばかりに、私は質問を続ける。

「なんで、私を抱く時だけ『蛍』って呼ぶんですか？」

「この時だけは俺のものって思えるだろう？　まあ、坂本は一度も俺の名前を呼んでくれなかったけどな」

　ふっと笑いながら言った佐久間さん。それに驚いたのは私だ。

「気づいてたんですか？」

「気づかないとでも思ったのか」

「思ってました」

　だって、佐久間さんは一度も私に名前で呼ぶことを強要したことがなかったから。

「ふっ、バカにするな。そこまで鈍くない」

　佐久間さんがニヤリと口角を上げる。

　そっか、お見通しだったんだ。

「呼んでくれるか」

　私の耳元に唇を寄せ、甘く囁く。

「……英ひで人と、さん」

　その瞬間、唇が重なる。そして少しだけ離れると……。

「もう一度」

　佐久間さんはまた、甘く囁いた。

「……ひ、でと、さん」

「蛍」

　私の大好きな、低くて、聞くだけで胸がドキドキする声。

　どうしたって、佐久間さんの声は私を刺激する。いつ私が恋に落ちたのかは分からないけれど、こうなってしまうのは必然だったのだろう。

「そういえば前に、寿の話をしたな」

　私の髪の毛をするりと撫でながら、佐久間さんは思い出したように話し出した。

「えっ？　……はい」

「最初は蛍を大した子だとしか思ってなかったが……」

　佐久間さんは私の背中に腕を回すと、優しく髪の毛を梳すく。そして、耳元でぼそっと呟いた。

「気づけばあの時、恋に落ちていたのかもしれないな」

　触れるだけのキスは、いつの間にか深いキスへと移り変わっていく。

　ゆっくりと私の体に手を這わす、佐久間さん。

　今夜も、その体に私は魅了される――。
















番外編　いつまでも、










甘いひとときを




　チュンチュンと鳥のさえずりが聞こえる。

　朝、か。

　カーテンの隙間から漏れる陽射しに眉をひそめながら、私はうっすらと目を開けた。

　その視界に飛び込んできたのは……佐久間さんの寝顔。

　いつもピシッとセットされている髪の毛は少しだけ乱れている。布団から覗かせる鎖骨がやけに色っぽい。

　ああ、なんて幸せだろう。大好きな人の顔を朝から拝めるなんて。

「……ふふ」

　思わず笑みが漏れる。すると……。

「なにを笑ってる」

　眉をひそめた佐久間さんが、掠れた声で言った。

「いや、そういえば私、佐久間さんの寝顔をほとんど見たことないなって」

　思い返せば、一度だけだ。基本的に佐久間さんは、私よりも先に起きている。

「それは……」

　まだ眉をひそめたまま、佐久間さんは口ごもる。

「なにか訳があるんですか？」

　そう尋ねるけれど、佐久間さんは視線を逸らすだけ。

　どういうこと？　寝顔を見せなかった理由があるってこと？

　どうしても真相を知りたくて、佐久間さんをまじまじと見つめる。

　佐久間さんはしばらく黙っていたけれど、観念したらしく口を開いた。

「寝顔を見せなかったんじゃなくて……。蛍の寝顔がかわいくて……だな。そんな時くらいしか堂々と顔を見ることもできない……しな」

　しどろもどろで言う佐久間さん。段々と私の顔に熱が集まっていく。

「だから、宿泊なんですか？」

「……追及するな」

　佐久間さんは照れくさそうに、ぼそっと呟いた。

「ふ、ふふふ」

　嬉しさと、慌てる佐久間さんの様子に愛しさが込み上げて、私は自然と笑っていた。

「笑うな。会社ではずっと見ることはできないんだから。仕方ないだろう」

「そうですね」

「ああ、言えば言うほど墓穴を掘ってる気がするな」

　佐久間さんは眉間にシワを寄せているけれど、それが照れ隠しにしか思えなくて、私はクスクスと笑った。

「佐久間さん、これからは堂々と見ていいですからね」

　私がそう言うと、佐久間さんはなにも言わずにこちらを見つめた。

「どうしたんですか？」

　首を傾げると、急に佐久間さんの顔が近づいてくる。すかさず唇をチュッと奪われて、私は後ろに飛びのいた。

「……佐久間、じゃないだろ」

　優しく目を細めながら、少しだけ拗ねた言い方をする佐久間さん。

「あっ。ひ、英人さん」

「そうだ」

　佐久間さんは頷くと、真っ赤な顔をしている私の頬に手を添える。優しく微笑み、そっと唇を重ねた。

　それから、佐久間さんの視線が私の胸元に落ちた。

　胸元には、佐久間さんからプレゼントされたネックレスが光っている。

　それに佐久間さんが一度触れた。

「つけてくれているんだな」

「はい」

　微笑む佐久間さんに、私も微笑み返す。

　だって、これは佐久間さんにプレゼントされた大事なネックレスだ。

「これ、英人さんが買いに行ったんですよね？」

「そうだが、それがどうした」

「いや、恥ずかしくなかったのかな～なんて」

　へへっと笑いながらそう尋ねると、佐久間さんは少しだけ眉間にシワを寄せる。

「多少は、な」

「やっぱり」

「でも、また違う店に買いに行くことになるだろうからな」

　そう言いながら、佐久間さんはネックレスに触れていた手を移動させ、私の左手を取った。

「え？」

　目を見張りながら、私は佐久間さんを見つめる。

　佐久間さんは私の薬指に一度唇を押し当てると……。

「ここにつける指輪を、な」

　そう囁き、私に視線を移す。そして、ふっと笑った。

「俺は思ってる以上に独占欲が強いみたいだ。周りにも分かるように、目に見える形で蛍が俺のものだと感じたいらしい」

「英人、さん」

　思ってもいなかった彼の言葉に、私は鼓動が速くなるのを感じた。

　それから、佐久間さんはゆっくり顔を近づけると私の唇に自分の唇を重ね合わせる。

　いつかは婚約者として、その指輪をつけたいな。

　私はそんなことを思いながら、何度も送られる甘い刺激に身を委ねた。いつか来るその時を思い描きながら――。
















特別書き下ろし番外編










佐久間の想い




「もう、朝か」

　俺は静かに寝返りを打つと、ベッド脇に置いてある時計を確認する。

　まだ五時半なのか。今日は会社も休みだから、このまま二度寝をしてもいいけれど……。

　そう思いながら、俺は視線を横へ移す。

　俺の隣ですやすや眠っているのは、最近付き合い始めた彼女、蛍だった。

　彼女の髪の毛を一度、優しく撫でると、「……ん」と微かに身じろぎながら声を漏らす。

　起こしてしまったか？

　一瞬焦ったけれど、どうやら違うようだ。すぐに規則正しい寝息が聞こえ、ホッとした。

　愛おしい彼女の寝顔を見つめながら、俺はしばらく物思いにふけった。

　想いを告げ、やっと結ばれた俺と蛍。

　いつから蛍が俺を男として意識してくれたのかは分からない。俺も、気づけば好きになっていた、というのが本音だ。

　寿がミスをした時に『大した子だ』と思ってから、俺の中で蛍はなんとなく気になる存在に変わった。そして、真面目に取り組む姿勢や周りへの穏やかな対応を見かけるうちに、自分も頑張らなくてはと励まされ、どんどん想いが募っていったのだ。いつの間にか、ふっと息をついた時には彼女のことをそっと盗み見てしまうことがクセになっていた。

　しかし、目が合うことはなかった。それを少しだけ寂しく思っていたけど、俺にとっては都合がよかった。彼女を見ていても彼女にはバレないのだから。

　俺は、彼女の働く姿を見るだけで、十分幸せだった。もちろん、付き合いたいという感情がないと言えば嘘になる。しかし、恋人がいると聞いてからは、その感情は決して表に出してはいけないと、心の奥底に鍵を閉めてしまったのだ。

　だから、感情を抑えるために、なるべく蛍への接触は避けていた。

　でも、その感情はあの日、居酒屋で会った時に引き出されてしまったのだ。




　――ひとりでお酒を飲む彼女の姿を見て、最初は声をかけるかどうしようか、悩んだ。

　女性がひとりでこんな居酒屋に来てお酒を飲むだなんて、なにかあったのだろうか。彼氏とケンカでもしたのだろうか。それとも、彼女はこうしてひとりで飲みに行くのが好きなのだろうか？

　いろいろと迷った末、こんな機会でもなければ彼女と話すことはないかもしれない、と、俺は誘惑に負けた。そして、勇気を出して声をかけたのだ。

『坂本か？』

　あたかも、今気づいたかのように言う俺はなんて白々しいのだろうか。

　坂本は目をくりくりとさせ、俺がいることに驚いていた。少しだけ桃色に染まった頬がかわいらしかった。

　そうして、話を聞く中で彼氏と別れたことを知った。そのせいで、密かにしまい込んでいた想いが外に出てしまったのかもしれない。

　それに酔っ払った彼女は、意識してなのか無意識なのかは分からないけれど、どこか甘えるようなしゃべり方をしていた。勘違いかもしれないが、俺に甘えているようにも思えた。

　だから、『ひとりでいたくない』と言う彼女をホテルへと連れていったのだ。

　その甘いひとときは、俺を痺しびれさせ、錯覚させた。彼女は俺の恋人なのではないか、と。

『蛍』

　ベッドの上でそう彼女を呼んでしまったのは、そんな錯覚から来ていた。

　だけど、行為が終わって眠りから目を覚ました彼女は、酔いが醒めたからか気まずい顔をして『お風呂に入ってきます』と、そそくさと俺の側を離れていった。

　まるで魔法が解かれてしまったかのように、甘い空気は一気に消え去った。

　今頃、シャワーを浴びながら自分の行動に後悔しているのだろう。上司のくせに、俺はいったいなにをしているんだ。

　さっきまで俺に甘えてくれていると思っていたなんて、と自嘲する。

　彼と別れた寂しさから、酔いに任せて体を許してくれただけなのに。危うく、勘違いしそうになった。

　それでも、一度彼女を知ってしまった俺は、以前と同じように簡単に自分を抑えられなかった。

　ホテルから出て彼女を見送った時は、再び彼女への想いを心の奥底にしまい込むつもりだったにもかかわらず、会社で顔を合わせれば、それは容易ではなかったことに気づく。彼女を見るたびに、触れたいという思いが湧き上がる。

　しかし、相変わらず彼女と目が合うことはない。仕事の会話をする時にも、彼女は俺を気にする素振りを見せなかった。

　もしかしたら、あの一夜は幻だったのかもしれない。

　そんなふうに思うこともあったが、携帯に残る彼女のメールアドレスが、あの日が幻ではないと物語っている。

　このままでは仕事に支障が出てしまいそうだ。

　そんな危機感を感じた俺は、ついに決意した。

　一度、彼女を誘ってみよう。彼女があの日の出来事を嫌だと思っていないのなら、会ってくれるはずだ。例え俺に好意がなくても、会ってくれるのならそれでいい。そして、断られたら、もう連絡はしない。これまで通り、上司と部下の関係に戻ろう。

　そうして、俺は彼女へお誘いのメールを送り、彼女からはイエスの返事が来て、ふたりの秘密の関係が始まった――。




　紆余曲折はあったが、それによって今、こうして恋人同士になれている。

　先に深い場所を求めてしまった俺と蛍。

　順序は逆だったかもしれない。だけど、もしもその関係がなかったのなら、蛍は俺を男として意識などしてくれなかっただろう。別の男性に惹かれ、そして結婚してしまったかもしれない。

『佐久間さんはその人の恋人になりたくないんですか？』

　いつだったか、そう尋ねてきた蛍を思い出す。

　彼女の疑問はもっともだと感じたし、彼女への想いを伝えるのは今がチャンスかもしれないとも思った。告白をすれば、なにかが変わるかもしれないという期待もあった。

　それでも踏み出せなかったのは、俺をまったく意識していない彼女を見ているから。

　彼女は俺を求めているのではない。俺の体を求めていて、一夜を共にする相手を求めている。

　そう気づいてしまっていたからだ。

　もちろん、彼女が誰とでも寝るような軽い人間ではないとは思っている。

　だけど、俺を求めている時のような熱っぽさは、行為が終わると消え去り、いつもの『坂本』に戻った。そうなってしまえば、もう彼女を『蛍』とは呼べなかった。

　彼女のすべてを欲しいと思うのに、この関係を終わらせるほうが嫌で、俺は告白をせずに関係を続ける選択肢をとったのだ。

　体を求める前に告白していたら、意識してもらえただろうか。……いや、ないだろうな。単なる部下だった彼女にしてみれば、俺の気持ちは寝耳に水。そんな態度を見せたことがないのだから、驚くのは当然だ。

　実際、俺の気持ちを伝えた時、彼女はひどく驚いていたし……。それに、彼女はこれまでの恋愛で何度も傷つき、もう恋愛はこりごりだと思っていた。そんな中で、体の関係がないところから恋愛感情にまで発展させるのは、難しかっただろう。

　ようやく手に入れた愛しい彼女を、俺は絶対に手放すつもりはない。気持ちが通じたばかりで気が早すぎるかもしれないが、結婚も視野に入れている。今までのダメ男たちを忘れさせるくらい俺に甘えさせ、愛を育んでいきたい。

　愛想を尽かされないように、俺も気をつけないといけないな。

　俺がこんなことを考えているなんて思いもしないのだろう。蛍は、隣で気持ちよさそうに眠っている。

　無防備な彼女の寝顔を見て、愛しい気持ちがますます込み上げた。

　これまで俺にも何人か付き合った彼女はいた。でも、嫉妬や独占欲を持ったのは蛍が初めてだった。それほど、彼女に惚れているのだろう。

　蛍にこの想いを伝えたら、どんな反応をするだろうか。真っ赤な顔で、かわいく笑うのだろうか。

　そんなことを思いながら、俺は彼女の頬をするりと撫でる。すると……。

「……ん」

　蛍は小さな声を漏らしながら身じろぎすると、うっすらと目を開けた。

「悪い。起こしてしまったか」

　寝ぼけた顔で俺を見ると、彼女はふんわりと柔らかく微笑み、俺の胸元へ顔を埋めた。それから、「英人さん」とぽつりと呟くと、また寝息を立て始めた。

　胸の鼓動が少しだけ速くなる。口元を手で覆うと、蛍から視線を逸らした。

　今、俺の顔は赤くなっているだろう。

　彼女は今まで、こんなふうに甘えてくれたことはなかった。今のも、寝ぼけていたからかもしれない。起きてから尋ねたところで、覚えていないかもしれない。

　だからこそ、俺を好きでした無意識の行動だというのが伝わってくる。

　こんなかわいいことをするな。今すぐ起こして、キスをしたくなる。

　でも、気持ちよさそうに寝ている蛍を起こすのは気が引けた。

　俺は小さくため息をつくと、再び彼女の顔を見下ろす。それから、蛍の体に腕を回して優しく抱きしめると、まぶたを閉じた。

　次に目覚めた時にも、目の前に蛍がいる。それはなんて幸せなことなのだろう。

　薄れゆく意識の中で、俺は極上の喜びを噛みしめた。





ＥＮＤ












あとがき




　初めまして。紀坂みちこです。この度は私の初めての書籍作品『今夜、上司と恋します』をお手にとってくださりありがとうございます。

　趣味で書いていた作品が、こうして本で読めることに感動を覚えております。いつか本を出したい。それを目指して書いていましたが、声をかけていただけるとは思わなかったので、何度も夢じゃないかとメールを読み返しました。どうやら夢ではなかったようです。冗談でなく叫ばせていただきました。

　この作品は私の中で初めて尽くしでした。初めてのオフィスラブ。初めての書籍化。書きながら何度も涙し、感情移入して書いた作品です。

　個人的には広瀬の方が好きな人物なのですが、佐久間はやっぱり特別でした。少しだけ不器用な佐久間の想いをどうやって伝えようかと考え、最後のシーンを思いついた時はそこに辿り着きたい一心で、無我夢中でキーボードを叩いていました。

　胸キュンより切ない話の方が好きなので、読んでいて少しでもキュンってしてもらえたなら作者は喜びます。

　それに書籍だけに書き下ろした番外編も楽しんでもらえたら嬉しいです。




　最後になりますが、こうして本作を書籍にする事が出来たのはたくさんの方のお力添えがあったからです。

　何もわからない私に一から教えてくださった担当の増子様。そしてヨダ様。数々のお言葉はとても勉強になり、これからの執筆にぜひ活かしていこうと思います。それから素敵なカバーイラストを描いてくださったまろ様。作者は窓ドンに歓喜いたしました（蛍が可愛過ぎて……これは惚れるよな、と）。本当にありがとうございました。

　そして、ずっと私を支えてくれている読者の皆様。皆様がいなかったら、こうして今も執筆出来ていたかわかりません。

　たくさんの温かいお言葉は、全てが私の宝物です。

　これからも執筆を続け、また別の作品のあとがきにてお会い出来る事を目標に頑張ろうと思います。





紀き坂さかみちこ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










今夜、上司と恋します
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